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築山遺跡且区東

観　察　蔑

遣物観察表の記載事項について

挿図番号：本文の挿図番号に対応する。

出土地点：グリッド（Gr）名・遺構名曾層位で記した。

種別。器種；土器の種類・器種、不確定なものは部位を記した。

土器以外のものは、素材・器種を記した。

計測値4残存率；実測図から測定した。

復元不可能な小破片は2辺の測定値である。

残存率は全体分の、部位が記載してあるものはその部位の比率である。

胎　　土：胎土に含まれる砂粒子の大きさとその蕊、砂粒子の主な種類（自分畳の多いものから順に）

を記した。

焼　　成：良好・やや良好・普通・やや不良・不良の5段階に分けて判断した。

色　　調：素焼き系統の土器は褐色を、還元炎焼成の土器は灰色を基本として色調を判別した。

成形■調整。文様：遺物を正位置に置いた状態での、各位の上から下へ、底面は外線から内側へ特徴

を記述した。変化点には「弓で区切りをつけた。重複するものは「→」を使い「音→新」で表

した。並列関係は「＋」を用いた。「回転jと明記したものは、回転台9韓線を利用したと考え

られるものである。「ナデ」とのみ記載したものは意識的な方向性を持たないもの、または方

向が不明なものである。「ケス寸HLR）」とはケスすりの方向左から右を表したものである。「ケス㌣（D

U）」とはケス寸少の方向下から上を表したものである。四線文とは1粂ずつ施文された複条腺文

を指す。パケ目の単位が未記載のものは不明なものである。

備　　考：上記以外に特記事項がある場合のみ記述した。

掃 国 番 号 出 土 地 点 聴　 別

号　 磯

計 潮位 （clコ・g）

轟　 存　 串

胎　　 土 焼 成 色　　 碑 成　 形 一調　 整 ・東 棟 儲　　 卑

図 1 4 － 1 C 4 G r 突 静 文 士 思 口練 細 1 m m 大 の 砂 敦 子 （石 英 ・牽 普 通 に ぷ い 顛 橙 褐 外 ：詞 整 不 明 → （大 きな〉効 目貼 付 頻 刻 日 突 静E 顎

S D O 4

⑥ 層 上 面

漆 鉢 4．0 ×2 ．5 角 石 な ど）含 む 色 簿 文

内 ：閤 塵 不 明 ’

図 1 4 －2 D 4 G r 突 解 文 士 儲 日 放 如 1m m 大 の 砂 粒 子 （石 英 ・及 歯 通 灰 輿 絢色 外 ：（細 い ）刻 目 顔 絆文 ・ケス’リ 刻 目 突 辞 G 額

S D O 4

⑥ 周

涜鉢 3．5 ）く2 ．5 角 石 など）含 む 内 ：板 状 工 具 によるナデ ？

図 1 4 － 3 C 4 G r 兵 衛 文 士 昏 嗣 叡鼓 大 在　 29 ．0 加用 大 の 砂粒 子 （石 英 ・亜 督 通 洩 顔 色 外 ；ナデ → 2 条 の刻 目貼 付 突 能 文

S D O 4

⑧ 屠

鉢 突 ♯ 部 1ノ16存 石 など）含 む 内 ；ナデ

図 1 4 －4 C 3 G r・ 弥 生 土 密 白線 卸 1 － 2m 私大 の砂 粒 子 （有 井 好 適 灰 ＿白色 五段 状を 巌 す る如 激 形 白線 突寮 文 系

S D O 4

⑥ 膚

聾 5 ．0 ×2 ．5角 ▼長 石な ど〉多 く含 む 内外 ；因襲 不 明

図 1 4 － 5 ち3 G r 弥 生 土 署 白線 部 1打＝n 以 下 の 砂 教 子 （石 英 督 通 灰 白色 如 歯 形 日放 I －3様 式

S か0 4

下 草 郎

受 5 ．O X 3 ．0角 な ど）及 び 薯 千 の 2 ～ 3m m

大 の砂 粒 子 を含 む

外 ；園 盤 不 明 → 対 日 ，現 状 で 3桑 の

沈 政 文

内 ：闘 盤 不 明

固 1 4 － 6 丑4 G r 弥 生 土思 口径 14 ．2 1 m m 以 下 の 砂 敦 子 （石 英 歯 通 に ぷ い 徽色 口線 騰 部 面 をもつ Ⅲ－2様 式

S p O 4

下 草 的

塵 口患 部　 ユ／6存 な ど）含 む 内 外 ：詞 盤 不 明

図 1 4 － 7 丑4 C r 弥 生 土 器 臼蚤　 19 ，3 1 m m 以 下 の砂 粒 テ （石 英 ・ 昏 遜 灰 白色 口唇 部 は つ まみ 上 げ u 一之様 式

S D O 4

下 半部

蟄 ロ諦 細　 1／8存 長 石な ど）多 く含 む 内 外 ：園 整 不 明

図 1 4 － 8 C 4 G r 弥 生 土器 日放 部 1m m 以 下 の砂 粒 子 （石英 ・ 藩 通 灰 白 色 口緑 地 部 は つ まみ 上 げ 断 面 三 角彪 Ⅳ －1接 式

S l〕0 4

⑥ 層 上 面

窺 4 ．6 × 2，4角 長 石な ど〉多 く含 む 口放 娩 部 面 をもつ

外 ：調 整 不 明→ 1条 の 沈 級 文 ・】衆 の

細 い 凹 敏 文

内 ；調 整 不 明

過 14 － 9 Å 3 G r 弥 生 土器 口径　 15 ．5 1 ～ 3 m In 大 の 砂 艶 子 （石 英 普 通 に ぷ い 輿 瞳 色 口放 臆 部 は 上 に 拡 張 Ⅳ －1様 式

S D O 4

⑥ 層 上 面

磯 臼歯 部　 1／5存 ・長 石 な ど）含 む ～ 灰 白 色 外 ：園 塵 不 明 → 2桑 の 四 線 文

内 ：問 盤 不 明

1

挿国番 号 出土地点 瑠　 別

潜　 埴

計測歯 rc即 g）

痍　 存　 率

助　　 士 焼成 色　　 調

囲ユ4 －ユ0 丑3 G r

S p O 4

⑥屈上面

弥生土着

蟹

胴部． 4．O X 4 ．0 角 】m m 大の砂地 子（石 英・漫

石など）やや多く含 む’

普通 灰発色

図 1 4 － 1 1 A a G r 弥生土岩 ロ練部 1m 腋以下 の砂敦 子（石英 － 普通 外 】褐灰色

S か0 4

⑥腰上面

窺 5．5×4．0角 渡 石・角閃石など）含む 函 ：灰白色

成　形・羽　盤・文　様

外：調整不明→刺突文

内：ケスナリ（RL）

外；只恕原体による9条の椒凹緻女

すココナデ

内：ヨコミがヰ・ケスrリ

図 1 4 － 1 2 C 4 G r 弥 生 土 岩 口 径　 2 0、0 1 m m 以 下 の 砂 粒 子 （石 英 ・ 密 通 演 舞 色 外 ；多 灸 の 沈 毅 文 → ナ デ 消 し （7魚 洩 〉

S 〕⊃0 4 毯 口 練 部　 1／4 存 長 石 ・角 閃 石 な ど ）や や 多 ・調 整 不 明

⑥ 層 上 面 く 含 む 内 ：ナデ ？ ・ケ ス’腔

図 1 4 － 1 3 C 4 G r 弥 生 土 器 産 後　 7．4 1旺目玉以 下 の 砂 粒 子 （石 英 ・ 普 通 に ぷ い 櫨 色 ～ 平 底

S D O 4

⑥ 層 上 面

底 部 底 部　 1／6 存 長 石 な ど 〉含 む 明 袷 灰 色 内 外 ・底 面 ：園 盤 不 明

備　　 考

中 期

塔 田 2

輩 田 3

前 半 期

．図 1 4 － 1 4 B 3 G r 弥 生 土 臆 底 擾　 1 0．2 1 1私用 大 の 砂 敦 子 （石 英 ・畏 有 や 外 ：灰 黄 穐 色 平 底 前 半 糊

S 工）0 4

⑥ 腐 上 面

底 部 底 部　 1／4 番 石 ・角 閃 石 な ど ）多 く 含 む 泉 好 内 ：灰 白 色 外 ：周 密 不 明 ・箱 押 さ え

内 ・底 面 1餌 盤 不 明

図 ユ4 － 1 5 B 3 G r 弥 生 土 器 慮 饉　 10．7 1 ～ 2 m m 大 の 砂 粒 子 （石 英 昏 通 に ぷ い 斉 殴 色 平 底 前 期

S D O 4

⑥ 層 上 面

底 部 底 部　 l ／1 2存 、r長 石 ・角 閃 石 な ど ）多 く 含

む

外 ・底 面 ；調 整 不 明

内 ：ナデ

園 ユ4 － 1 6 B 3 G J・ 弥 生 土 患 底 部　 5 ．5 × 5．0 角 ユ～ 2 m m 大 の 砂 敦 子 （石 英 督 通 外 ：明 赤 灰 色 平 底 前 鞠

S D O 4

⑥ 由

底 部 な ど ）や や 多 く 含 む 内 ：灰 顔 褐 色 外 ；ミが キ？

底 面 ：園 盤 不 明

内 ：ナデ （所 々 指 押 さ え ）

図 ユ4 － ユ7 C 4 G r 弥 生 土 器 底 細　 5 ，0 〉く4．5 角 1 m m 以 下 の 砂 粒 テ （石 英 ・ 督 通 に ぷ い 褐 色 ～ 平 底 後 半 期

S D O 4

⑥ 層

底 翻 角 閃 石 な ど ）少 し 含 む に ぷ い 斉 塩 色 内 外 ・底 面 ：調 整 不 明

図 1 4 － 1 8 C 4 G r

S D O 4

（》 ・② 膚

須 渡 鹿

杯 盤

口 径　 15 ．6

器 高 ． 3 ．2

俸 都　 ユ／合存

砂 粒 子 ほ とん ど 含 ま ず 良 好 灰 白 色 外 ：ナ デ ・削 り取 っ た よ う な 沈 毅 ・回

転 ココナ デ

内 ：ナデ ・回 転 ヨコナ デ

古 墳 宋

囲 ユ6 － 1 B I G r 弥 生 土 臆 胴 部　 6．0 × 4．0角 i ～ 2茸＝u 大 の 砂 組 子 （石 英 啓 通 外 ；熟 慮 あ る い 外 ：ヘテ状 工 具 に よ る 現 状 で z灸 の 沈 納 期

S 工）0 7

上 単 組

窺 な ど）含 む は 2次 塊 成 癌

内 二に ぷ い 済 橙

色

線 文 ▼タテ パケ 日 （4本 ／5 m m ）

内 l ナデ

図 1 6 － 2 B 8 G r 弥 生 土 壌 飼 鄭　 6．5 X 5 ．5角 1 m m 大 の 砂 教 子 （石 英 な 藩 通 灰 白 色 ～ 褐 灰 外 ：ナデ ・八ケ 目 （8本 ／ユc m ） 前 期

S か 0 7 幾 ど ）含 む 色 内 ：調 盤 不 明 ・内 面 須 細 に し ぼ り痕

図 1 5 － 3 D 5 G r 弥 生 土 居 底 如　 4、O X 3 ．0 角 1 一一2 m m 大 の 砂 粒 子 （石 英 普 通 外 ：赤 褐 色 平 底 前 期

S D O 7

下 層

底 部 な ど ）含 む 内 ：灰 済 褐 色 内 外 ・底 面 ：調 整 不 明

図 ユ8 － 1

l
l

B 7 G r 土 師 麿 口 径　 ユ5．2 若 干 の 砂 敦 子 を 含 む 督 通 内 外 ： 洩 歯 段 外 醤 コナデ ・習 整 不 明 8 世 紀

S D O 8 坪 器 商　 4 ．4

度 径　 9 ．7

1／2 存

色 の 衷 面 に 朱

塗 り

内 ：調 整 不 明

図 ユ 8 － 3 A 8 G r 弥 生 土 葛 底 径　 9 ．6 1 m 仰 大 の 砂 粒 子 （石 英 な や や 淡 顔 色 平 底

内 外 ・底 面 ：調 度 不 明

前 半 期

S D l l 底 郎 底 部 1／4 存 ど ）多 く 含 む 不 良

図 2 0 － ユ p g G r

S D 1 9

須 患 者

碗

口 径　 14．6

要 高　 7 ．6

底 径　 1 1，5

底 部 鬼 形

体 都 1 ／3 存

若 干 の 真 石 な ど 含 む 良 好 灰 白 色 上 げ 底 ぎ み の 底 部

外 ：回 転 ココナ デ ・回 転 へラケス′り

底 面 ：ヘラ切 り未 渕 盤

内 ：回 転 ヨコナデ 、不 定 方 向 ナデ

7 ～ 8 世 紀

図 2 0 － 2 B l O G T

C l O G T

S 工）ユ9

底 面

額 放 題

長 窃 盗

飼 密 教 大 径　 エ7 ．0

飼 都 政 大 在 付 近

1／8存

若 干 の 長 石 ・石 英 を 含 む 良 好 灰 色 胴 部 農 大 復 位 は 鋭 く屈 曲

外 ：回 転 ヨコナデ ・回 転 へラケス’リ

内 ；回 転 ココナ デ

7 ～ 8 世 紀

図 z 3 － ユ A ユOG r 弥 生 土 農 底 種　 目 ．0 王～ 3 rn m 大 の 砂 繚 子 r 石 英 督 通 灰 黄 色 ～ 灰 色 平 底 前 期

S X O 2

② 眉

底 部 底 如　 1ノ5存 ・痘 石 ・角 閃 石 な ど ）多 く含

む

内 外 ・底 面 ：謝 整 不 明

図 2 3 － 台 A l O G r 弥 生 土 器 庭 師　 9．0 × 4．0角 1 ～ 2 m m 大 の 砂 放 子 （石 英 好 適 浅 黄 旗 色 平 底

内 タト 底 面 ；調 整 不 明

前 半 期

S X O 2 底 細 ・貴 石 な ど ）多 く 含 む

図 2 3 － 3 A l O G r 弥 生 土 ．告 底 径　 13 ．8 1 ～ 2m m 大 の 砂 粒 子 （石 英 啓 通 洩 舞 色 ～ 褐 灰

色

平 底 前 半 期

S X O 3

（S X O 之と の 韓

日 ）

底 部 底 部　 l／9存 ・長 石 な ど）多 く 含 む 内 外 ▼底 面 ；銅 盤 不 明

図 2 6 － 1 D 7 G J・ 弥 生 土 思 底 径　 6．6 ユm m 以 下 の 砂 粒 子 （石 英 ・ 昏 通 に ぷ い 橙 色 ～ 平 底 前 半 期

S K 3 ユ 底 部 底 部　 2！5 存 長 石 ・角 閃 石 な ど ）多 く 含

む

褐 灰 色 外 ・底 面 ：調 整 不 明

内 ヱナデ



押掛歯音 出土地点 種　 別

患　 薗

計画優 （cm 一g）

永　 存　 率

馬　　 上 康成 色　 調 成 形．調　整 ▼文 痙 儲　　 考

図2 6 － z A 8 G r 弥生土凝 彪経　 8．2 1 m m 大の砂粒 子（石英 な 督通 にぷい橙色 平底

内外一底面：調整不明

痢半期

S K 3 7 底郎 底部　 1／2存 ど）やや多く含む

図 z 6 － 3 C 9 G r 観文士蟄 底毎　 13 ．5 1 m m 大 の砂粒子 く石英な 督適 にぷい黄塵色 上げ底

S K 3 8 底部 底部　 1／川存 ど）やや多く含む 内タト底面；詞盤不明

図 2 9 － 1 C 3 Gr 弥生土恩 口径　 18 ．0 1 ～短冊大の砂粒子（石英 密通 灰 白色 如濠形 白線 I－4様式

S t I2 4 饗 頭部　 ユ／8存 t薬 石▼角閃 石など）多 く

含む　 一

内外 ：調盤不明

図 3 2 － 1 D 6 G r 弥生土曹 日放郁 1m m 大 の砂粒 子（石英 ・妥 普通 灰白色 口放下蝉凸状 l l l様式

S 工）4 2

①層

観 3．5×2．5角 石な．ど）含 む 外 ；ナデ→潮目

内 ；ナデ㌧′ヽケ目 ？（4本／5m m ）

図3 2 － 2 つ 5 ・6 C r 弥生 土澄 口擾　 14．4 1m m 大の砂粒 子（石英▼糞 普通 外：絡灰色 外 ；ナデ・′ヽケ督（4本／5m m ）→ナデ消し 外面スス付着？

S D 4 2

上 段

壷 臼歯 抑　 1／1 6存 石など）含む 内：にぷい簸蛭

色

内 ：頭整不明 1 －2鰊式

図 3 2 － 3 D 5 ▼6 G r 弥生土翳 くびれ 郁径　 1 1 ．8 1 ～2 1汀m 大の砂粒 子（石 英 昏通 灰白色 ナチ’押さえによる段あり I －2様 式

S D 4 2

上段 ・②周 ▼

下半

皇 くびれ部　 1／8存 など）含む 外 ：ミがキo rナデ？

内 ：ノ、ケ日（5本／5m m ）→ナデ消し

図 3 之－ 4 か 6 G r 弥生土爵 口径　 2 7．3 1m m 大の砂粒 子（石 英・長 督埴 穐灰色 外 ：ナデ→刻目－ナデ I －2 13様式

Sエ）4 2．

下草

饗 白線郎 1／IS 存 石など〉やや 多く含む
ヽ

内ニナデ

図3 2 － 5 I）6 G r 弥生土屠 口級翻 1～ 2 m 山大の砂艶子 （石英 藩学 灰貴褐色 如藩形 口録 外面口綾部の一都

S D 4 2

Q ）層

磯 2、5〉く乞、5角 ・庭石 ・角閃石など）含む 外 ：ナデ→効 目・現状で 3条の洗顔文

内：ナデ

にスス付督 ？

I －3様式

図 3 2 － 6 D 5 ・6 G r 弥生土蓉 胴部　 4．5°×3，0角 1Ⅱ＝n大の砂粒子（石其 ▼長 昏通 灰白色 外 ：貼 付突帯・→ナデ→へテ状 工具に 外面の一郎に罷斑

S D 4 2

下草

前部 石など）含む よる羽状文

内；ナデ

あり

r－3様 式

図 3 2 － 7 D 6 G r 弥生土患 駒都　 4．5×4．0角 1～ 2 m m 大の砂粒子（石英 啓適 綺灰 色 ～灰 白 外：貼付 突鮮→ 調整不明→ヘラによ 1－3様 式

S D 4 2

②層

胴部 ・蛍石など）含む 色 るタテ沈碑文

内：詞盤不明

図 3 2 －8 D 6 G r 弥生土岩 底径　 8．5 1 ～ 2 m m 大の砂粒子（石英 普通 灰 白色 平底

外：粗いパケ自（6本／1 cm ）＋所々籍ナ

7

底面：来園盤

内；剥 落

前期

S D 4 2

上段

底部 底如　 1／5存 ・嚢着など）含む

図 3 2 － 9 D 6 G r 弥生土農 底擾　 10 ．0 ユ～ 2 m m 大の砂教子（石英 普通 浅黄橙色 平 底

外 ：タテパケ日

底面 ：問盤不明

内：ナデ

前期

S】〕4 2

②層

底部 艦齢　 1／10存 ・長石など）含む

図 3 2 －ユ0 工5Ⅰ6 G r 弥生土器 虚擾　 ユ0．g 1 ～ 2m m 大 の砂敏 子（石英 督適 こぷ い栓色 ～ 平底 前期

S か4 2

③煽

鹿部 底部　 ユ／4存 ・遵石など）含む 灰 白色 外 ；粗い＜ケ目（5本／1cm ）

底面 ；ナデ

内：ナデ

図 3 2 － 1 1 D e G r 弥生土密 6．5×6．5角 ～短 Im 大 の砂親 子（石英 啓通 灰 白色 ～ 暗灰 外 ：ミがキ 土器の転用

S D 4 8

下半

土製円盤 薗盈　 5 2 ・養石 ・角 閃石な ど）や や

多く含む

白色　＿ 内；ハケ日（6本／1c m ） 外 面 1ノ3に県毎 あ

り

前期～中期初

固 3 6 － 1 A 7 G r 縄文土瀞 慮径　 1 3、9 1～ 2 m 私大 の砂粒 子（石 英 啓埴 にぷ い橙色 ～ 上 げ底 内面に藻麗あり

P 3 底部 底部 1／1 2存 ，角閃石 など）やや 多く含

む

灰発色 外 ；ナデ

底面 ：圃整不明

内 ：ナデ

図 3 8 － 1 B 6 G r 韻文土凄 日蝕郎 1m m 大の砂教子（石英 ▼養 普通 外 ：にぷい簿色 内外 ：ナデ

土讃発頭 日放郎 1．5× 3．5角 石など）含む 内；灰辣色

図 3 8 一之 8 6 G r 縄文土器 日放部 1～ 2 m 腋大の砂教 子（石英 好適 外二灰顛＝賂色 ロ端部に面をもつ

土器典磯 口緑部 4．0× 6．0角 など）含む 内：熟褐 色 外 ：粗いパケ目→粗いナデ

内 ；粗いナデ

図 3 8 － 3 B 6 G r 弥生土凄 底径　 8．2 1～ 3 m m 大の砂粒子 （石 英 督通 にぷ い 拉色 ～ 平底

外 ；パケ日（18 本／1 cm ）

底面 ；ナデ

内 二指押さえ十ナデ

円盤状の底部 に粘

土弱幾溜 底部 底跡　 1／3存 ・長石なの 多く含む 灰舞褐色 土を貼 り付けた痕

跡あり

前期

図 3 8 － 4 B 8 G r 弥生土器 底擾　 8．4 1汀は負大の砂粒子（石英 ・虎 薗過 外：にぷい舞妓

色

内；灰白色

平底 内 面上 陸都 にスス

土磨耗堵 底部 底部　 1！亀存 石など）多く含む 外：ハケ目（11本ノ1c m ）

底面 ：ナデ

内：ナデ

付着

前期

図 3 8 － 5 8 6 G r 弥生土欝 7．0 ×6．7角 ユー 2汀Hu 大の砂粒子（石英 普通 外：灰顛鞄色 外ごナデ→ 1条の沈毅 文 土農 の転用

土器鬼頭 土製円盤 蜜 盈　 62 ・長石・角閃石など）含む 内：にぷい嚢拉

色

内；ナデ 前期

2

浄図番骨 出土地点 薗　 別

驚　 薗

計測値 k 汀P g）

幾　 存　 率

胎　　 土 料康 色　　 調 成　形 ・朝　里 ・文　 様 備　　 考

図 3 8 － 6 事5 G r 弥生土農 6．2× 5．8角 1～2 m m 大の砂 粒子（石英 密通 灰 白色 外 ：／、ケ目（王0本 ／ユc m ）→ 1条 の沈毅 土器の転用

土屠藤磯 土製円盤 患蟄　 36 ・蔑 石▼角閃石など）含．む 文 前期

図 3 8 － 7 丑8 G r 弥生 土器 8，0× 7．0角 】～ 2汀日刊大の砂粒テ（石英 啓 i由 洩栄位色 内外；ナデ 土潜の転用

土器衆凍 土製 円盤 蜜蟄　 97 ・遵 石など〉含む 納期

団 3 8 － 8 ち6 G r 弥生 土．謹 7．8× 6．8角 1一一紬 m 大の砂粒子 （石英 薗 通 橙色 ～ にぷ い 外：渕盤 不明 土照の転用

土器尭磯 土嚢円饗 蜜盈　 5 1．5 ・長石など）多く含む 斉虹色 、 前期

虜 3 8 － 9 事6 G r 弥生土患 7．3 X 7，0角 1 ～2 m 腋大の砂粒子 （石英 好適 灰白色 外：調登不明 土器の転用

土磨発頭 土製円盤 底蟄　 57 ・及石 ・赤色敏 子・角閃石

など）やや多く含 む

内；ナデ 前期

図 3 8 － 1 0 ち6 G r 弥生土器 6．0× 5．5角 1一一短期大の砂粒子 （石英 督通 灰白色 外：ナデ？－→刺突文 ？ 土層の転用

土藩典碩 土製円盤 薗盈　 4 1 ・貴石 ・角閃石など）やや

多く含む

内：ナデ 前期

図 3 8 －ユユ 8 6 G r 弥生土鰭 6．7× 6，0角 1～2口1m 大 の砂敦子（石英 普通 灰黄 色 ～灰 顛 外；ナデ 土砦の転用

阜鳶 幾繍 土嚢円盤 密盈　 43 ．5 ・長 石など）やや多く、また

わずかな角閃石を含む

絡色 内；板状工具 ？によるナデ上げ 前期

図 3 8 － 1 2 B 6 G r 弥生土器 6．0× 4．7角 1・－2m m 大 の砂粒子（石英 好適 にぷい斉駿色 内外：ナデ 土紫の転用

土暑 輿領 土製円盤 底意こ　 31 T長石など〉多く含む 前糊

図 4 0 －ユ A 6 G r・ 縄文土患 口径　 ユ2．5 1～ 2 m m 大 の紗粒子（石英 沓通 ・にぷ い貴 褐 色 外：免癖 →ミがキ・ 口蝕郭 に現 状で】

3丑届 直口患 口綾部　 1／自存 など）含む ～灰 赤色 内：条痕 穴の穿孔あり

後期（中津式）

図 4 0 － 2 A 5 G r 親文士思 口径　 16 ．7 徴砂粒 子（石 英・度石 ，角 昏通 外 ：灰 白色 水平日放 後期（緑林文土器）

3囁 洩鉢 ロ線榔　 王ノユ0存 閃石など）多く含む 内；灰色 外了ナデ・趣寮文

内：ナデ

回 4 0 － 3 A 6 G r 縄文土潜 口径　 19 ．4 1～ 2 m m 大の砂粒子 （石英 薗滴 灰黄褐 色 水平日録 後期（中津式）

3 B 腐 洩鉢 口緑都　 ユ／9存 ・長 石・角閃石など〉含 む 口綾部に平坦面あり

頭部は屈曲

内外；ミがキ

C lO G r 楓文士若 口緑郎 ユm m 以下の砂粒子 （石英 ・ 直義 外；風格色 外 ：ミがキ？・明瞭な 1条の洗練文 一ナ 後期（中津式）

3題 浅鋳 4．0×4．0角 喪 石 1角閃石など）やや多 内：にぷい黄 監 デ

く含む 色 内：ナデ

図 4 0 －5 A 5 G r 韻文土層 口線都 1～ 2 m m 大の砂粒 子 （石其 普 通 にぷい拘色 波状口陸 後期（中津式）

3 王3層 綴鉢 7，0×5．0角 ・角閃石など）多く含む 外 ：ミがキ

内：ナデ

図4 0 － 6 A 5 G r 縄文土器 額翻種　 24 ．6 1～ 2 m m 大の砂粒子 （石英 や や にぷい贅橙色 外；発癌 後如（中津式）．

3 B 屈 渓鉢 顕如　 1／8存 ′長石など）含む 不 良 内；ナデ

図 4 0 － 7

r［

A 8 G r 嫡文士葛 底‥径　 9．2 1～ 4 m 私大の砂滋 子（デイサ や や にぷい斉橙色 上げ底

3 B 屠 底薗 底部　 1／3存 イト石英など）多 く含む 不 良 外：詞盤不明

底面；ナデ

内：条療 ・ナデ

［図 4 0 － 8 A 6 G r 嫡文土器 底径　 13．0 1～ 2 m m 大の砂粒 子（石英 や や にぷい黄橙色 上 げ底

3 B 屈 底部 底郎　 1／2存 など）やや多く含む 不 良 内外 1盤面 1ナデ

i図 4 0 － 9 A 6 G r 縄文土岩 底径　 7．2 撒砂粒 子～ 3 m ln 大の砂馳 や や 外 ：拉色 上 げ底

3 B 腐 底如 底部． 3！4存 子 （石英 ・長 石▼デイサイトな

ど）含む

不 良 内 ；鼠色 外 ・底面：調整 不明

内；ナデ

図 4 ユーユ D 3 G r 突鮮文土着 口綾 部 i～ 3m m 大の砂粒 子 （石英 督通 外 ；罷鴇色 目線娼部に平坦面あり 刻 日突鮮 E 頬

3 C 層 鞍鉢 4．5 ×4．0角 など）含む 内 ：灰黄褐色 外 ：爽格貼付→ナデ・対 日・ケス’リ

内；へテナデ

図 4 1 － 2 B l OG f 爽潜文士思 日放都 さ～ 2m m 大 の砂粒 子（石英 醇通 明褐灰色 口唇部は尖る 期 日突軒 H 顆

13 瀞　 r 漆鉢 6，O X 3 ．0 角 ・貴 石 tデイサイトなど）含む 外 ；突帯貼付→調整不明→菊目

内；爾盤不明

図 4 1 － 3 D 3 C r 突寮文土儲 口政敵 1 m m 以下の砂親子 （石英・ 啓通 にぷ い 斉色 ～ 口紋妹釦に平盤面あり 外面 日放釦か ら内

3 C 屈 渓鉢 4．0× 2．5角 長石など）含む 黄灰色 外 ：突格貼 付→ナデ による超み －調

整不明→効 目

内 ：ケス㌣？

面にか けての 一郎

に熟敢

効 目突鮮 H 背

図 4 1 － 4 B 5 G r 突紡文土屠 厨卸　 4．0 〉く4．0角 1～ 2m m 大 の砂粒 子（石英 督滴 橙色～灰白色 2粂突鮮 ？ 対 日突絆 l額

3 B 層 採鉢 ・金＿雲母など）含む 外 ：突解貼付→ナデ？→ヘラによる効

目

内 こ調整不明

図 4 1 － 6 A 6 G r 突鮮文 士患 口線画 緯砂 也子 （石英 ・長 石・角 普通 灰斉褐色 如音形 口緑 索刻 目突樹も斬

3 C 層 探 鉢 7．0× 5．0角 閃石など）多 く含む 外こ粗礎な指押さえナデ

内 ごナデ

図 4 1 － 6 C T G l・ 突鮮文士患 日放碗 徴砂敏子 ～　 m m 大 の砂粒 昏通 灰黄褐色 口極細は L宰状に屈 曲 無刻目突椀 B頬

3 3 層 深鍵 8．5× 4．5角 子（石英・長石など）及 び若

干の金 雲母を含む

外；ナデ・ケス′タ

内 ：ナデ



挿図番卑 出土地点 薗　 別

器　 圏

計淘甘（cm ・官）

汲　 存　 率

胎　　 土 放慮 色　　 調 戚　顧 ▼溺　 塵，文　 嬢 個　　 卑

図 4 1 － 7 A 4 G r 美辞文士瀞 口線画 1m m 大 の砂敦子 （石英 な 普通 按摩 色 ～斉 灰 ロ線画はL 字状 に潟曲 顛対日突野方頭

3 層 深鉢 2．5× 2．5角 ど）多く含 む 色 内外：調整不明

図 4 1 － 8 C lO G r 突寮 文士暑 ロ練部 l m ロ1以下の砂粒 子（石 英・ 督通 にぷい黄拉色 折り曲げ玉顔状の日蝕 顛刻目突寮 B 額

3層 凍 鉢 2，5× 2．5角 喪石など）含む 内外：調整不明

図 4 ユー9 B 5 G r 突僻文士麿 口径　 27 ．4 微 妙敦 子～ 2m m 大の砂盤 昏通 にぷ い東 榎 色 口唇部は尖る 靡効 目突 鮮C 牽

3層 涙鉢 口碑卸 1／12 存 子 （石英 ・溌 石 ・角閃 石な

ど）やや多く含 む

～にぷ い褐色 外 ：突淋貼付→放線 な棺押さえナデ

▼ケス．リ

内ご音押 さえナデ・ケス’舛RL ）→ナデ

函 4 ユーユ0 A 5 G r 突醇 文土器 日放部 ユm m 大の 砂粒 子（石英 な やや 外；灰黄褐色 口簸洩癖に平坦面あり 簸刻目突鮮 D 額

3 B 層 跨蝉 5．8×4．0角 ど）及び若干 の3 m m 大の砂

粒子含む

不良 内；にぷい東榎

色

外；ナデ・粗いナデ

内；ナデ

函 4 1 － 1 1 D 7 G r 突静丈土器 日放紡 徴砂粒子 ～2 m m 大の砂粒 密通 灰 衆褐色 口放射部に平坦面あり 顛刻目爽紡 D 顔

3屈上面 渓鉢 4，0）く4，0角 子 （石 英・角閃 石など）含

む

内外；詞盤不 明

図 4 1 － 1 2 D 8 G r 輿静文士瀞 口線画 1 m m 以下の砂地子（石英 ・ 督 通 砲台 日放部は L字状 に屈曲 顛期 日爽解 u 額

3力感 渓鉢 4．5×2．5角 長石 一角閃石など）やや多

く含む

突 簿 突 出 面 ：

褐灰色

内外：拇押 さえ十指ナデ

図4 1 －1 3 Å5 G r 爽寮文士留 日録如 1 1u m 以下の 砂粒子 （石英 や や 灰 黄 褐色 ～ に 白線部は玉顔状で L字状に堪 曲 経効 目爽寮 D 裾

3 C 腐 汝鉢 3．e X Z ，0 角 など）含む 不 良 ぷ い喪橙色 内外：ナデ

図4 1 －1 4 A 6 G r 突静文土患 口陸離 l m m 大 の砂 粒子（石英 な 啓三由 暗灰寅色 玉 線状の口趣 簸剋日興聯心額

3 B 層 浸鍵 4．5×2．5角 ど）やや多く含む 内外；調塵不明

図4 1 －1 5 A 5 G r 突寮文系 白夜　 19，7 1 に＝机大の砂 粒子（石英 な や や 灰 贅 栂色 ～ 瞭 白線歯細に平坦面あり

3屠 土讃

線鉢

日蝕癖 1／1 0存 ど）やや多く含む 不良 灰色 外 ：粗いナデ

内；ナデ

図4 1 － 1 6 D 5 G r 乗鞍文系 口蹄郎 1－ 1．短皿大 の砂教 子（石 や や 洩糞便色 口唇部 は尖る

3王I腰 土密

接鉢

4．0×3．0角 英 ・長 石など）含む 不 良 外 ；突宵脇 付→ナデ ？→大奴りの期

日

内 ；ナデ

図 4 1 － 1 7 B 3 G r 兵衛文系 日放部 ユ～短潤 大の砂粒 子（石英 督通 灰 白色 ～ 明褐 ロ線部 はくの字決 に屈曲

3ち瀾 土潜

浣鉢

4．0 ×3．0角 一度 石など）やや多く含む 灰色 内 外；ナデ

図 4 2 － 1 A 5 G r 弥生土藩 口径　 3 7．6 1 ～ 1．5 は＝n大 の砂粒 子（石 普通 にぷい 東榎 色 外 ：詞盤不明 ・ミがキ・ナデによる段 1－1様式

a B 盾 逢 日放 紡　 1／20 存 其・長石 など〉やや 多く含

む

～灰 白色 内：ナデ

図4 2 － 2 B 7 G r 弥生土聴 口径　 ユ7－8 掬砂粒子 ～ユ爪粗大の砂粒 普通 にぷ い 顛橙 色 外 ；頭部削り出し袋帯→調整不明 外 面臼歯 部の一都

3ち層 壷 日録部 1／6存 子（石英など）やや多く、ま

た藩辛の金蜜骨を含む

～褐灰色 内 ：調整不明 にわずかな朱 塗り

慮あり

I－2線式

図 4 z － 3 A z G r 弥生土患 胴部　 5．0× 5．0角 1～2 m m 大の砂敦 子（石 英 密通 にぷい糞夜色 外 ；低い削り出し突解→ナデ 内面 に焼成前のキ

3丑周 蜜 ・長石なのや や多く含む 内 ；ナデ ズ液 ？あり

1－2様式

図 4 z －4 C 9 G r 弥生土窃 口歯郎 浄 砂粒 子～ 2m m 大の砂戟 好適 灰 白色 臼歯 磯部 は丸め込んだような五線 1－2様式

3丑層 蟄 5．0×’3．5角 子（石 英 ・長 石 1角 閃石な

ど〉含む

状

外 ；ナデによる段→調整不明

内 ：ナデ

図 4 2 － 5 B 6 G r 弥生土避 厨部　 7．O X 5．0角 1～ 2 m m 大の砂粒子 （石英 啓通 灰発頭色 外 ；ハケ目（6本／ユcm ）・ハケ状工 具の紳 1－2凍式

3 B 膚

下位

塵 など）及び若干の角閃石を

含む

さえによる段・ハケ日（8本／lc rn〉→ナデ

内 ：ナデ

図 4 2 － 6 C 5 G r 弥生土豊 腰部　 6．0）く揖璃 1～ 2 m m 大の砂敦子（石英 普通 灰白色 外 ：飼登不 明→ヘラ措きによる羽状 1 －2様式

3 B 層 壷 4長石など）やや多く含む 文 ・ヘテ措きによる3条の平行沈線文

▼ヘテ措きによる襟緻弧状ハ の牟状

文

内 ；詞盤不明

図 4 2 － 7 B 9 G r 弥生土患 胴部　 7．0 ×6．0角 1・－加皿大の砂粒子（石英 ‘督遥 外：にぷい像色 外 ：貝奴原 醇による受条の平行沈線 エー2様式

3王3層 壷 など）含む 内；にぷい黄密

色

文＋有軸羽状文・ミがキ

内 ：ナデ

図 4 2 － 8 D 5 G r 弥生 土磨 胴部　 4．8× 3．5角 1旺皿大の砂粒子（石英 ・盛 普通 灰 舞色 ～格 灰 外 ：ミがキ→先磯 の丸 い棒状工具に 1 －2様式

3 C 層 壷 石など）含む 色 よる剣突文・ナデ状のミがキによる段・

ミがキ．

内 ：ナデ

図 4 2 － 9 D 5 G r 弥生土老 胴翻　 5．5× 4．0角 1．5m m 以下の砂粒子〈石英 普通 灰白色 外 ：ナデ→先娘の丸い棒状工具によ l－2様式

3 C 層 蛮 ・長石など）やや 多く含む る刺美文 ・ナデ

内 ：ナデ

図 4 2 － 1 0 ♪ 5 G r 弥生土密 口径　 1 6．2 2 －2 皿m 大の砂粒 子（石英 密通 にぷ い薗橙色 外 ：ミがキ→ 1負の浅い洗 顔文 ・ミが 1 －3様式

3腰 広口盈 口緻部 1／12 存 など）含む キ？

内 ：ミがキ？

3

挿図薗 骨 出土地点 穂　 別

器　 穂

計測 饉fom ・g）

祝　 辞　 率

胎　　 土 焼成 色　　 調 成 形・調　整 1文　様 備　　 考

図4 2 － 1 1 D 6 G r 弥生土器 口径　 16 ．命 2 m m 大の 砂粒 子（石 英な i督通 鐙 色 ～ にぷい 外 ：ナデ→ 1条の洩い沈碑文 ・指押 さ ト寸隙式

3 B 煽 広日直 口録痢　 1／8存 ど）含む 賓 拉色 え＋ハケ目→ ミがキ？・4桑 のヘラ輪を

平 行沈巌文

図 4 z － 1 2 D 7 G r 弥生土器 頸郎饅　 6．8 1 － 2 m m 大の砂鞄 子（石英 沓通 外 ：橙色 外 ；タテミがキ▼5条のヘテ賂き洗練 文▼ヨ t －3様式

3 1〕屈 広口査 頸如　 1／4存 ・長石など）含む 内 ：にぷい橙 色 コミがキ

内 ；ミがキ？

図4 2 － 1 3 C 8 G r 弥生土君 飼 細緻大径　 2 0．g 1 ～ 2 m m 大の砂粒 子（石英 密通 灰 白色 ～ 褐灰 外 ：ミがキ→現状で 2桑 のヘラ沸 き沈 毅 l －3採式

3題 藍 胴 部最大径 位

1／8存

など）含む 色 文＋風馳及びクシ歯状原体による羽

状文 と3条の洗顔文・細かいミがキ

内 ：ミがキ

図 4 2 － 1 4 C 8 G r 弥生土暑 胴 部凌大径　 2 7 ．7 l m rn以下の砂銀 子（石英 ・ 薗通 外 ；灰斉拇色 外 ：銅盤 不明→ 2免 のヘラ放 き沈 線 1 －3採式

3 B 層

上半

盤 胴 部最大在位

1／1 1存

角閃石など）含む 内 ；洩東榎色 文 ′ミがキ→ 只放尿体による羽状 文・

貝放嬢臆による現状で 1条の眈劇文

内：ミがキ

図 4 2 － 1 5 A 6 G r 弥生土患 脚 部　 4．5×2 ．5角 1～ 2 m m 大の砂粒子 （石英 督通 橙色一波橙色 外 ：銅盤 不 明→ ヘヲ撒 きによる姶 1 －3椒式

3 C 腰 壷 ，デイサイトなど）含む 画 ？

内 ：調整不明

図 4 2 － 1 6 C 8 G r 弥生土讃 虚径　 8．0 1 ～ 2 m m 大の砂粒 テ（石 英 普通 灰黄色 外 ：ミがキ 外面の一都 に鼎 虔

3 届 蜜 底部　 鬼形

飼郎 1／4存

など）含む 底 面：ミがキ？

内 ：ミがキ？

あり

I －2－ 3様式

図 4 3 － 1 7 B 8 G r 弥生土壌 口径　 2 9．2 1 ～ 2 m m 大の砂政 子（石 英 歯並 にぷい黄瞼色 外 ：詞登不明 り、ケ目→ミがキ？ 内外 面 とも朱 塗り

3ヱ屠 広口盈 日放郎 1／1 7存 ▼赤色教 子など）及び若 干

の角閃石を含む

内 ；ナデ ？ の痕 跡あり

1 －4様式

図 4 3 車 1 8 D 3 G J・ 弥生土腰 口径　 ユ5，3 1 ～ z m 【n 大の砂奴子 く石英 督通 にぷい顛像色 外 ；ナデ→ナデによるわずか な教 r 様式後半

3 C 腰 短頸並 口顔郎　 1ノ8存 など）多 く含む 函 ；ナデ

図 4 3 － 1 9 D 6 G r 弥 生土器 嗣郎最大径　 4 1．4 1 ～ 2 m m 大の砂組子 （石 英 普通 灰 白色～灰色 外 ：2免の削 り出し突 紳→詞盤不 明 外面の一 触に熟慮

D 7 G l・

3 B 層

塵 腰部　 ユ！1 5存 など）含む ・ミがキo rナデ ？→ 貝敵原体による羽

状文

ある いは ススh「諺

か？

r 様式後半

図 4 3 － 2 0 A 8 G r 弥 生土凝 口径　 2 6．6 1 ～ 2 －5 【8 m 大の砂粒子 （石 薗通 洩弟拉色 如変形 日録 l一之様 式

3 古層 磯 口蝕如　 1／16 存 英・デイサイトなど）や や多く

含む

外 ：ナテ㌧十細い知日ヨ・＜ケ目r＋八ケ昌

による段→ナデ消し

内 ；ナデ

図 4 3 － 2 ユ 3 8 G r 弥生土翁 有段位篠　 29 ．8 1 一一2m m 大の砂粒子（石 英 督過 灰 白色 ～灰 賓 外；ナデ・ハケ目→ナデ消しり、ケ目によ r －2樺式

3且属 尊 厨郎　 1／12 存 ・角 閃石 ・長 石など）やや

多く含む

褐色 る紋 一ハケ日（6本ノ5m m ～　本／5m m ）

内 ：詞盤不明

図4 3 －2 2 A 8 G r 弥生土思 日録都 1～ 3m m 大 の砂 粒子（石英 普通 外 ；釈 放色 如蜜形口級 1 －2様 式

3且屠 窺 7．0×6、0角 ・デイサイトなど）含む 内；灰 白色 外：ナデ→細かい劾 日・ナデによる浅

い段

内；ナデ（タテ方向の掬押 さえ痕あり）

図4 3 －2 3 B 5 G r 弥生土潜 胴部　 9．5× 6．5角 1～忽汀H n 大の砂敦子（石英 普通 灰 白色 ～灰 弟 外 ；ハケ酎 6本／1 cm ）・ナデによる段 ・ 内外 面とも一部 に

3二日膚 洩 ・渡石 ・角閃石など〉含む 褐 色 ナデ

内；ナデ

照虔あり

I一之様 式

図 4 3 － 2 4 B 7 G r 弥生土凄 詞郎　 4．5 X 4 ．8 角 1～ 2 m m 大 の砂 艶子（石英 督通 外 ：にぷい炎絢 外：ハケ目→ナテ㌧ハケ状工具の押さえ I－2様 式

3事層 避 ▼長 石など）含む 色

内ミ灰 白色

による殴り、ケ日（9本／1c m ）→所 々ナ

ア

内；詞 盤不 明

図 4 3 － 2 5 8 5 G r 弥生土専 胴部　 8．0〉く6，0角 1～2 m m 大 の砂敏 子（石英 昏通 灰黄褐色 外：ナデ’→対日十洩い沈線状の段 1－2様 式

3丑層 壇 ・長石など）多く含む 内；ナデ

図 4 3 － 2 8 A 6 G r 弥生土潜 口擾　 23 ．0 1～ 2 m m 大の砂二粒子（石英 昏通 灰 白色 加東形口歯 外 面の一郎に風塵

3迅腐 幾 口顔 郎　 1／9存 ・角閃石など）含む 外 ：明瞭な刻 日・ハケ目→ナデ

内：ナデ

あり

1－2様 式

寓 4 3 － 2 7 C 8 G r 弥生土器 口：経　 26 ．6 1～ 2 m m 大の砂 組子（石英 昏通 にぷい橙色 如音形 口線 1－2様式

3王3腰

上半

登 ロ繰部　 】／17存 ・長石 ・角閃石など）含 む 外 ；刻臼り、ケ首→ナデ・パケ百（9本ノJ

c rn）

内：ナデ ・指頭庄 癌＋ ′ヽケ自（8本 ／1c

m ）

図 4 3 － 2 8 C 5 G r 弥生土器 口径　 ユ9．2 ユ～ 3m m 大 の砂粒 子（石英 密通 にぷい 夷 橙色 知者形 口簸 I －2様式

3 B 屈 薗 口級郎　 1ノ10存 ・長石など）多く含む ～灰斉褐色 外 ：ノヽケ目（5本／5 rnm ）→ナデ

内；粗いヨコナデ・痢盤不明

図 4 3 － 2 9 B 5 G r 弥生土曽 胴 郎　 5．5× 5．5角 1一一2汀rn大 の砂 粒子（石英 密通 灰 褐色 ～ 灰顛 断面 L字状 日蝕 I－2様式

3丑層 蟄 ・長石など）多く含む 褐色 外 ：ナデ・ナデによる段▼ハケ目（8本／1c

m ）

内 ：粗いナデ



挿国番号 出土地点 感　 別

専　 権

計測仕（cm ・富）

教　 帯　 革

胎 ．′　土 焼成 色　 潮 成　 形・溺　盤 ・文 嶺 歯　　 車

図 4 3 － 3 0 D 8 5 r 弥生土普 口鹿部 1・、餌聞大の 紗澄子 （石英 沓通 にぷい寮橙色 如音形 口練 r－2樺式

3事周 薗 5．0×5．0角 など）やや多く含む 鋒 ：ナデ・＜ケ目→ナデり、ケ員（10本／1

cm ）
内 ；頭皮不明

図4 4 － 3 1 1）5 G r 弥生土膚 口径 ．2 2．4 い－2 m m 大の砂敦子 （石英 やや 外：にぷい赤褐 如家形 日録 外面 に成形時の工

3膚 凌 口歯郎　 1ノ9存 など〉含む 不良 色

内；灰顔色

外 ：ナデ・浅いキス’状の沈練り、ケF →

ナデ・1条のヘテ描き沈線文 ・ハケ目（6

本／1e rn 〉

内 ；ナデ

具療（斜め2本線）

外面の一郎に黒斑

あり

I 一〇様式

図 4 4 － 3 2 D 6 G r・ 弥生土思 口径　 1 7．5 1 ～3 汀‖u大の砂敦子 （石英 薗通 にぷい舟橙色 口録磯部は丸く仕上げる I －3頼式

3 ち層 塵 目線郎　 1／10 存 など）含む 外 ：ナデく粗雑な将押さえ痕あり）→ 1

免のヘヲ描き沈殿丈

内：ナデ

図4 4 －3 3 C 7 G r 弥生土忠 口径　 zo ．3 ユ～ 3 m r【大の砂粒 子ぐ石英 督適 灰顛色 如音形口蝕 1 －3様式

3迅層 薗 日録卸　 1ノ13 醇 など）含む 外 ：頭如指押さえによる屈曲痕跡→

ナデ．1象 のへヲ撒 き沈線文・（ハケ目→

ナデ ？〉

内 ：頭 部に成形 埠の鞠押さえ癌 洩

存→ナデ・詞塵不明

図 4 4 － 3 4 D 5 GJ． 弥生土器 口径　 2 5．0 1 ～ 3 m m 大の砂粒子（石英 普通 にぷ い橙 色 ～ 如音形日経 臼歯地蘭の打ち女

3層 薗 日録都 1ノ9存 ・長石など）含む にぷい栄位色 外：ハケ畠→ナデ ・ユ条のヘテ措き沈緻

文・調整不 明

内：調整不明

きは焼成 後の人工

的なものか？

1－3擬 式

図 4 4 －3 5 C 4 G r 弥生土母 腐 部費大径　 20 ，5 ユ～加m 大 の砂也 干（石英 密通 浅発撮色 如音形白線 1－3頼式

3層 饗 劇細 緻大径位

1／8存

など）やや多く含む 外：ミがキ？→ 1条のへテ措き沈線文

内；調盤 不明 ・ナデ

図4 4 － 3 6 D 4 G r 弥生土器 口径　 2 2．8 1 ～短期大 の砂教 子（石英 沓通 灰東褐色 如藩 形日放 1－3様式

3層 薗 日放 如 1／1 0存 ・輿石など）含む 外 ご調整不明→ 3奥のへテ措沈巌文

内 ：ナデ・小口による強いナデ

図 4 4 － 3 7 D 4 G r 弥生土臆 厨 部 1～加減大 の砂粒 子（石英 や や 灰顔色 外 ；1灸のヘテ賂き沈毅文・＜ケ日（7本 焼成後穿孔痕あり

3膚 饗 11，5 X 9 ．0 角 喪 石・角閃石など）含 む ． 良好 ／lc tn）t ナデ

内：八ケ目（7本／1 cm ）

外面の一部に轟廠

あり

1 1 3操式

匡14 4 － 3 8 D 5 G r 弥生土器 日録部 1～3 rn 私大 の砂粒 子（石英 や や 明 褐 灰色 ～灰 外 ：調整 不明→ 3条 のヘテ播 き沈激 I－3椒式

3層 蜜 4．5 X 4．5 角 など）含む 不良 顔拘色 文

内：ナデ（頭部以下に小‘口によるナデ

癒 ？あり）

図 4 4 － 3 9 D 5 G r 弥生土器 前部　 8．O X 5，0角 1～ 短細大 の砂赴 子（石英 やや 灰 白色 外 はコナデ▼4免のヘラ描き洗顔 文・ナ 1－3様式

3鼠層

最 下位

壌 など）含む 不良 デ▼ハケ目（6本／5m m ）

内 ；ミがキ？

図 4 4 －4 0 C 7 G r 弥生土患 日毎　 18 ．4 ユ～ 5 m 腋大の砂粒子 （石 英 督通 嗜灰黄色 如家形 口歯 外 面 の一 郎 にスス

3 B 層 窺 口綾部 1／自存 ・デイサイト 角閃石など）含

む

外 ：ナデ→ 洩い対 日・5衆の平行沈

敏文（丸み のある施文具で放線）▼圃

盤不明

内 ；ナデ・小口状の工 具によるナデ・ナ

デ

付蜜

外面 下半の漸 落は

放熱のため ？

1 －3輝式

図 4 4 －4 1 A 6 G r 弥生 土暑 口径　 30 ．2 1 － 2 m m 大の砂艶子 （石 英 密通 にぷい斉拉色 如鷺形 日放 1 －3儀式

3号層 薗 口座部 1／ユ2存 ・長 石 ・角閃石 など）やや

多く含む

外 ；粗雑な対日・ハケ目・∧ケ目（8本／1

cm ）→ナデ

内 ；ナデ

図 4 4 －4 z A 5 G r 弥生土器 日録廓 1～ 2 m m 大の砂粒子（石英 普通 にぷい斉橙色 白線娼部断面矩形 外 面 日 放 癖 に風

3滴 窺 7．0× 6．5角 など）含む 内外 ：ナデ 確 ？

1－4様式

閻 4 4 －4 3 工）6 G r 弥生土器 口径　 2ユ，1 1 ～ 3 m m 大の砂粒子（石英 やや 明簿 灰 色 ～灰 口紐磯部断面矩形 I 様式後半

3層 薗 日銀部　 ユ／12存 ィ輿石など）含む 不良 黄色 外：ナデ・国盤不明

内；ナデ

図 4 4 －4 4 A 5 G r 弥生 土磨 ， 日放廓 1～ 2 m m 大の砂粒子（石英 や や 灰 白色 ～斉 灰 ロ故地肺は尖る I －3様式

3 囁 口鹿 部 5．O X 3，5角 ▼長石など〉含む 不良 色 外 ：ナデ ？→明奴な 1条 のヘラ播き沈

線文

内：詞塵不明

図 4 4 －4 5 D 3 G r・ 弥生土器 口径　 12 ．6 い－2 m m 大の砂粒子〈石英 や や 赤橙 色 ～灰 貴 口故地雛は L字状に屈曲 外面の一郎に放熱

3 C 層 小型 鉢 口故郷　 1／6存 など）含む 不貞 褐色 外 ：放線なナデ（頭部は指押さえによ

り屈曲さす ．筆画は指押 さえの凹凸

あの

内 ；ナデ・放線なナデ（著 面は拇押さ

えの凹凸あり）

で鼎 くなった部分

あり

1 －4様式

4

摘国番号 出土地点 醇　 別

恩　 種

新 卸値fcm ・g）

壊　 存　 率

虚 ・ 土 焼成 色　　 詞 成　 彪・詞　 盤．文　棒 備　　 考

図 4 5 疇4 6 A 8 G r 弥生土恩 底後　 7，2 い｝3 m 粗大の砂粒 子（石英 替通 外 ：赤色 す っきりした平底 ほぼ全 体に願いの

3ち層 底部 底部　 3ノ4存 ．薬石など）や や多く含む 内 tにぷい舞 拉

色

外 ：ハケ白く3本／5m m ）

底面 ㌘転 ナデ

は風唖か ？

前期

図 4 5 －4 7 D 5 G r 弥生土着 底径　 7，7 1～ 3 m m 大の砂敏 子（石英 密通 灰 発 色～ 灰 白 す っきりした平底 底面録周は黒麗

3五感 底部 底部　 1／4存 など）含む 色 外 ；′・ケ目（6本／ユc m ）

底面；姐磯なナデ

内：ナデ

前期

図4 5 －4 8 D 5 G r 弥生土器 底径　 8．0 1 ～2 m m 大の砂 粒子（石英 普 通 灰 白色 ～明褐 すっきりした平底 前期

3 B 層 底部 底細 1ノ4存 ・長石など）やや多く含む 灰色 外 二調整不明

底面・内：ナデ

図 4 5 －4 9 B 7 G r 弥生土農 底撞　 8，0 2～抽 m 大の砂粒子 く石英 や や 淡紫 橙色 一 明 すっきりした平底 前期

3 B 層 底部 底如　 1ノ9存 ー長石など）含む 不良 褐灰色 内外・底面：調整不 明

図4 5 －5 0 D 5 G r 弥生土儲 底魯　 8，1 1 ～3 m m 大の 砂粒 子（石英 密通 外 ；淡橡色 すっきりした平底 内面に鼎庵

3玖囁 底如 底部　 1／2存 ・長石など）多く含む 内：黒色 外・底面：調 盤不明

内：粗いミがキ

前期

泡 4 5 － 5 1 ち7 G r 弥生土器 慮撞　 8．6 1 ～2 1m m 大の砂 粒子（石英 普 通 にぷい橙色 すっきりした平底 底部穿孔か ？

3 B 屈 底部 底部　 1！4存 ・長石など）やや多く含む 外：ハケ日（8本／ユcm 〉

底面・内：調整不明

底面 に焼成呼 にで

きた穴あり

輌糊

図 4 5 －5 2 C 5 G r 弥生土器 底径　 8．6 ユ～ 3m m 大 の砂教 子（石其 好適 にぷい嚢捜色 すっきりした平底 前期

3層 底部 底部　 1／5存 ・長 石など）含む 内外・底面：詞盤不明

図4 5 －5 3 D 5 G r 弥生土器 底径　 8．9 1 ～2 m m 大 の砂．粒子（石英 や や にぷ い鰹 色 ～ すっきりした平底 前期

3 C 層 底部 底郎　 1／4存 など）やや多く含む 不良 灰費褐色 内外・底面：ナデ

図4 5 －5 4 D 6 G r 弥生土怒 慮径　 9．8 コ～2用m大 の砂教 子（石英 督通 にぷ い橙 色 ～ すっきりした平底 前期

3 B 層 底部 底部　 1／5存 ・角閃石など）多く含む 灰 白色 外：＜ケ臼（6本／1 cm ）

底面；未 調盤

内：ナデ

図4 5 －5 5 D 4 G r 弥生土着 底径　 9．0 ユ～3 rP m 大 の砂粒 子（石英 好適 外 ；碑灰色 すっきりした平底 前糊

3層 底部 底部　 1／5春 ・輿石など）含む 内；にぷい褒 拉

色

内外：粗 いナデ

底面；圃塵 不明

図 4 5 －5 6 工）5 G r 藤生土臆 威徳　 9．2 1～ 2 m Tl大 の砂粒 子（石英 普 通 にぷい東榎色 すっきりした平底 前期

3層 底部 慮如・ 1／6存 ・輿石など）やや多く含む 外：ハケ目（7本ノ1cm ）

底面一内：ナデ

図 4 5 － 5 7 B 7 G r 弥生土思 産経　 9．4 1 ～3 m m 大の砂 粒子（石英 や や 灰弟褐 色 すっきりした平底 前期

3古層 底部 底部　 ユ／4存 t渡 石など）含む 不良 外：詞盤 不明

底面：ナデ

内：押しナデ

図 4 5 －5 8 B 8 G r 弥生土普 産後　 9，6 1 ～2 m m 大 の砂敦 子（石英 密通 外：洩資 橙色 すっ．きりした平底 底面 がやや 熟ずむ

3古層 底部 感知　 1／4存 ・蚤石など）含む 内：灰 白色 外；ハケ日（6本／i cnl〉→嶋郎ナデ

底面 ：ナデくドーナツ状 に指ナデによ

る凹みあり）

内：ナデ

前期

図 4 5 － 5 9 工）5 G r 弥生土器 底径　 10 ．2 1 ～ 2 1mm 大の砂組 子（石其 密通 幾 寅 線色 ～灰 すっきりした平底 内 面 胴 部 にお こ

3層 底部 底部　 ユノ3春 など）多く含む 褐色 外；ハケ目 r6 本／l c【罰）

底面▼内：ナデ

げ ？付 潜

前期

図 4 5 － 6 0 B 8 G r 弥生土潜 虚良　 三0．3 1－ 3 m m 大の砂地 子（石英 や や 灰 白色 すっきりした平底（中央側を少し押し 前期

3 8 周 底部 底細　 1ノ5存 ，長石など）含む 不良 上げている）

外 ・底面：調整不明

内：ナデ

図 4 5 － 6 1 A 5 G r 弥生土鳶 慮擾　 1 1．7 1 ～ 3 m 腋大の砂粒 子（石英 督通 にぷい黄橙色 すっきりした平底 前期

3 13 屈 底部 底部　 1／10 存 t長石など）含む 外：八ケ目（5本／1 cm ）・粗いナデ

底面：ナデ

内：粗いナデ

図 4 5 － 8 z B 8 G r 弥生土凄 底径　 12．1 1 ～ 3 m m 大の砂粒 子（石英 督通 洩演題色 すっきりした平底 前期

3周 底部 底部　 ユ／6存 ・貴石など）含む 内外・底面：男腹不明

謎 4 5 － 6 3 B 8 G r 弥生土暑 底径　 13．6 －2 m m 以下の砂粒 子（石英 ・ 替通 にぷい素腹色 すっきりした平底 内面 上部に若干の

3 B 層 底部 底部　 1ノ′9存 長 石・角 閃石など）やや 多

く含む

外 ：ナデ（押さえ痕あり）

底 面・内：ナデ

おこげ付着

約期

図 4 5 － 6 4 ⊃ 4 G r 弥生土盟 慮径　 1 5．6 1 ～ 2 汀nl大の砂粒 子（石英 啓通 灰 白色 すっきりした平底 前期

3層 底部 慮卸　 1／8存 ・長石など）含む 外 ・底面 ：調整不明

内 ：ナデ＋ハケ目（6本！5 m m ）

図 4 5 － 6 5 C 4 G r 弥生土器 底径　 6．0 1・－2 m m 大の砂粒 子（石英 啓適 灰 白色 ～ 舞灰 くびれのある平底 底面縁 辺釣の一部

3屠 底部 底部　 4／5存 など）含む 色 外 ；ハケ日（6本／1 cm ）→楓姥なナデ消

し

底 面；調度不明

内：観いナデ

に照碓あり

前期



挿図歯 音 出土地点 種　 別

敏　 感

計測薗rCⅢ・唇）

洩　 存　 率

助　　 士 塊戌 色　　 禍 成　 形・調　整 ▼支 線 歯　　 車

図4 5 － 5 8 C 3 G r 弥生土辟 産後　 5．7 い当軸心大 の砂艶子緒 英 や や にぷい 諒 恕色 くびれのある平底 紺期

3 C 凋 庭恕 底部 1／3存 ・遵石など）含む 不良 ～明細灰色 外 ：ハケヨ（7永 ！1c m ）→底部 周辺細

分的 にナデ

底面 ・内：ナデ

図 4 5 － 6 7 B 5 G r 弥生士風 底径． 8．1 1 ～4 m m 大 の砂粒子 （石英 普通 にぷ い 顛 橙色 くびれのある平底 前期

3瀞 庭師 底細　 1／5存 など）含む ～灰線色 外 i成 形時の指頭圧痕→ハケ目（9本

／1cm 〉

底面 ・内：ナデ

図4 5 － 6 8 D 5 G r 弥生土器 盛徳　 8．8 2m m 大の砂艶子（デイサイト 督通 ：外；にぷい短色 くびれのある平底 前期

3 B 周 底部 底部　 1ノ3存 石 英・角 閃石など）やや 多

く含む

内 ：輿 灰 色 ～

熟殉亀

外▼盤 面；調整不明

内 ：ナデ

醒 4 5 － 8 g B l O G r 弥生土層 底径　 9．8 1～ 2 m m 大の砂粒子 く石 英 昏通 淡薗色 くびれ のある平底 前期

3 腐 庭翻 底部　 ユ／4存 ・度石 など）及び著 千の角

閃 石を含む

外 ：渕盤不明

底面・内：ナデ

図 4 5 － 7 0 D 5 G r 弥生土屠 威擾　 10 ．3 l ～ 3 m m 大の砂粒子 （石 英 督通 灰白色 くびれのある平底 静期

3 磁 底如 底溶 1／ヰ存 ・長石など）食 む 外 ：ハケ日（4本／5m m ）→救いナデ

底面 ・内：粗いナデ

図 4 6 －7 1 A ‘箋G r 弥生土密 底径　 16 ．2 l ～ 3 m m 大の砂艶 子く石 英 啓通 洩襲奴色 くびれのある平底 前期

3 C 層 底部 底部　 ユ／2存 ・長 石・赤線色 数子 など）
て
及び若干の角閃石を含む

外 ：ハケ目

底面 ；謝盤不明

内 ；潮路

図 4 6 －7 2 ヨ7 G r 弥生土馨 底亀　 8．1 1 ～ 2 m m 大の砂恕子 （石英 沓通 親衛奴色 分厚い平底 跡期

3 8 腰 底部 虚飾　 ユ／6存 ・長石など）少 数含む 外 ：ハケ目（6本／5nHn ）

底面：調整不明

内：剥落

図 4 6 － 7 3 C 6 G r 弥生土屠 底轟　 7．2 ユ～ 3m 皿大の砂浪子（石英 普通 橙色 分厚い平底 前期

3も層 慮細 底如 1！2存 など）含む 内外・底面：調塵不例

図4 6 －7 4 玉6 G r 弥生士患 慮径　 8．さ l J am m 大の砂粒 子（石英 好適 洩黄色 分厚い平底 新期

3刀層 底部 底部 1／5存 など）含む 内外・底面 ：調整不明

図 4 6 － 1 5 D 7 G r 弥生土瀞 底径　 8．5 2 ～ 3m m 大 の砂粒子（石英 歯 通 にぷい顛盤色 上げ底 前期

3ち腰 底部 底部　 1ノ2存 など）含む 内外・底面 ミ園盤不明

図4 6 － 7 6 D l O G r 弥生土聴 底径　 4．3 1 ～ 4m m 大の砂粒子（石英 普通 灰白色 上げ底 前期

3 B 膚 庭舶 底部　 ほぼ鬼 ・泉石 など）及び微細 な角

閃石を含む

外：ナデ？（鞠押さえ療あり）

底面；調整不明

内：ナデすぐ不規則な凹凸が幾存）

図 4 6 － 7 7 A 5 G r 弥生土嚢 底擾　 11 ．8 撤砂艶子～ 1m m 大 の砂粒 普通 鐙 色 ～ にぷ い 上げ底 前期

3払腰 底部 底部　 1／8存 子（石英▼角閃石など）やや

多く含む

貴橙色 外 ごヨコハケ日 ？（ヨコ方 向のハケ臼状の

沈毅が観廃 される）

底面・内 ‡ナデ

囲4 6 － 7 8 ♪ 3 G r 弥生土蜃 嬢合部径　 4．7 1 m 粗大の砂教 子（石英・蚤 啓通 浅黄色 接合部に円飾次粘 土充填

3 13 層 粛啓 撥合痢　 轟 石など）多く、また少敦の

角閃石を含む

内外：鞠盤 不明

図4 6 － 7 9 B 8 G r 弥生土薗 ’ 6，0．×5．2角 緻砂粒子 ～ 1汀細大の砂粒 歯通 灰 白色 外；ミがキ→ヘラ撤音による沈腺文 ＋ 土蓼の転用

3 B 層

下位

土製円盤 感激　 3 3 子（石英など）含む 羽状文

内；成形噂の摺押さえ感→ミがキ

前掬

図4 6 － 8 0 A 5 G r 弥生土器 7，O X 6 ．5 角 1 ～ 2腋m 大 の砂政子（石英 薗通 灰 白色 外 ；調整不明→ ユ条の洗顔文 土巻 の転用

3層 土製円盤 盈盈　 5 3．5 ・長石 1角 閃石など）や や

多く含む

内：詞盤 不明 前期

図4 6 － 8 ユ か7 G r 弥生土嚢 5．8×5．7角 1～3 m m 大 の砂敏 子（石英 や や 外 ：にぷい鐙色 内外 1闘題不明 土器 の転用

3圭層 土製円盤 薗盤　 4 9 1濱 石など）やや多く含む 不良 内 ：灰発色 前期

図 4 6 － 8 2 A 5 G r 弥生土患 4．0×も0角 徴砂粒子～ 2孜＝n大の砂粒 薗通 外 ：鼎褐色 外ニ′、ケ臼は本／1cm ） 土者 の転用

3周 土製円盤 底蟄　 15 子（石英 ・喪 石な ど）や や

多く含む

内 ：灰舞色 内まナデ ？（微妙な砂移 動が観窮 さ

れる〉

外面熟慮 ？

中細

固 4 6 11 8 3 C 8 G r 弥生土畢 7．0×6．0角 llu m 大の砂 粒子（石英 ・喪 督通 にぷい嚢隆色． 外 ：ミがキ？ 土歯 の転用

3層 土製円盤 露畳　 7 2 石など）やや多く含む 内：ナデ 中期

国 4 6 － 8 4 つ 5 C r 弥生土潜 胴 部　 5．0× 4．5角 1m m 大の砂粒子（石英 ・角 普通 灰 白色 外 ；調整不明→（長い刻日→ 平行 沈 中期後半（塩町式）

3 8 層 壇 閃石など）やや少盈含む 鍬 丈）＋2条の洩い洗顔丈

内：圃盤 不明

図 4 7 － 1 C 8 G r 古式土師思 口径　 1 2．0 1m Tn以 下の砂敏 子（石英 ・ 密通 洩寮健色 口承 塊蘭 は直歯的に伸びる

3層 直口座 口奴部 l／8存 贋 石 一角閃石など）や や多

く含む

内外：困盤不 明

図4 7 － 2 D 9 G r 古武士肺患 口径　 2 3、6 短冊以 下の砂粒チ（石其 ・ 普通 灰 白色 ～灰舞 日録幾籾 は外 へ屈曲させ平盤面を 外面 口唇 廓、口級

3 B 編 窺 口故細 1／10 存 蚤石など）含む 褐色 もつ

内外 ；詞塵不 明

都の一郎に熟慮あ

り

革田6

5

挿歯番争 出土地点 薗　 別

普　 薗

計河償 fCm lg〉

洩　 脊　 率

齢　　 士 靡成 色　 調 成 形、調　整・文　枝 厨　　 考

図 4 7 －3 C 古G r 古武士肺患 日経　 ユ8．6 2m m 以 下の砂教 子 （石 英 啓頚 にぷ い橙 色 ～ 口録磯部 に普千の平坦面 あり 破 面に焼成時破砕

包五滴

上単

盈 ロ繰部　 1ノ5存 など）含む にぷい舞拉色 突 出卸が不明磯

内外 ：調教不明

磯あり

古墳前期

図 4 7 － 4 A 4 G r 古式土師磨 接合 都径　 4．4 微 妙粒子 （石英 ・輿石 ・角 啓通 洩糞夜色 内外 ；圃蛭不明 弥生終末～古墳初

3 B ′層

上位

低脚塔 接合 部　 尭 閃石など）多く含む 額

図 4 8 － 1 D 9 G r 円筒斌歯 胴部 最大一往　 2 6、8 1昔日m大の砂粒 子（石 英′貴 督通 にぷい腹色 外 ：ナデ 古墳後期

告層 タガ蚤　 1．7 石など）含む 内：調整不例▼紺広のタテナデ

図 4 8 －注 D 3 G r 親密忠 口嶺： ユ1．6 者 千の 1～加沌 大の 砂粒 良好 灰色 外 ；回転ヨコナデ・ケスーリ（不定方向） 出雲 5期

1 4 いア届 渾身 液 大踵　 12 ．6

著商　 3．5

慮擾　 4．0

ほぼ宛形

子 （デイサイト石 英など〉含

む

内；回麻ココナデ1同心円ナデ

図 4 8 － 3 D 3 G r

’3 B 〝層

須恵怒

坪薗

現存 簸大径　 1 4 ．8

1／8 存

署千の長石など含む 良好 灰 白色 外 ：ナデ→ナデによる段 t回転 ヨコナデ

→ 2条の凹線 状の沈線

内：ナデ・回転ヨコナデ

出雲 5期

図 4 8 － 4 A 4 G r

3 B イ題

．上位

須恵留

杯 盤

屈曲都塵　 15．2

1／1 2存

潜千の貴石含む 良好 灰色 輪状つまみの痕跡あり

外 ；回転へラケスrリ・回転ココナデ

内：ナデ▼回転ココナデ

出巽 6期

図 4 8 1－ 5 丑1 0 G r

3 周

上面

須恵馨

盈登

現存薗大径　 10 ，5

1 ／5存

若干の石英含む 良好 灰色 外 ；回駈ヨコナデ→包転 による逐緩 制

突文

内；ナデ

古墳後期

図 4 8 － 8 A 5 G r 須厳君 最大径　 1 1一ユ 若干 の石英 ・度 石など含 良好 灰白色 畏方形または逆三角形スカシあり 出雲 3期

2 ’層 高率 梗合部擾　 4．2

野郎下草 1ノ4存

む 外 ；回転 ヨコナデ→部分的 にナデ→ 連

銀へテ撼魯文 十1条の太い沈毅文

内 ；ナデ

囲 4 8 － 7 E 3 G r 須撤器 頭部　 8．0× 5．0角 審千 の石英 t長石 など含 良好 外：灰色 外 ；回転ココナデ ＋上 下のナデによる 7～ 8世 紀

1 ・z層 大嶺 む 内 ；黄 灰 色 ～

裡灰色

兵衛状

内 ：ヨコナデ

図4 8 － 8 A 4 G r 須窓・浄 虚径　 7，2 若干 の石英 ．薬石 など含 良好 灰色 外 ：ヨコナデ

2周 高台郎 底部　 1／2存 む 底面：回転ココナデ

内 ：同心円ナデ

図4 8 －9 A 7 G r 須激智 慮擾　 8．5 1，5 汀欄大 の砂敦子（石 英・ 良好 灰色 外 こヨコナデ 8世紀

2層 高台付 碗 底部　 2／3春 長 石など）少数含む 底面：ココナデ▼同心円ナデ

内 ：回転ココナデ ・ナデ（中央 に直径 3，5

cm の凹みあり）
図4 8 － 1 0 A 4 G （・ 須磨腰 口径　 14 ．8 砂 敦子 ほとんど含まず紛 普通 灰色 外 ：回転ヨコナデ 8世紀

3 B 一馬

上位

皿 署高　 2、55

底径　 ユ1．4

1／5存

つぽい 底面；糸切り

内：回転ナデ▼ナデ

図 4 8 － 1 1 A 4 G r 須恵靡 底径　 6、4 若 干の 石英 ・嚢 石な ど含 良好 青灰 色 外て回転ナデ 内面磨薗

3 B ′層

上位

皿 底部　 ま／4番 む 底面：回転へラケス．リ

内：回転ヨコナデ・ナデ

9世紀

図 4 8 － 1 2 A 4 G r 土師蓉 慮二箆　 5．7 緻 砂粒子 （石英 ・長 石一角 密通 明黄褐色 貼付高台 10 世紀

3 B 周

上面

南台什埠 底部　 ユ／4存 間 者など）含む 内外．底面：嗣整不明

l図4 8 － 1 3 A 7 G r 自在 底擾　 6．0 顧密 良好 癖 薬 ；明 オリー 外：施 幼 中 世前半

2層 療南台皿 底部　 1／4存 ブ灰色

露 台：灰 白色

底 面：癖がかかり調整不明

内：施軸

図 4 8 － 1 4 8 ・～ユz G r

付近

扱 土中

‾　土製品

土健

貴さ　 5．6

敢大証撞　 2．0

孔擾　 0．6 5

度盈　 】9．5

兜形
I

細身の紡錘形 東 面先 塊の一部に

熟慮あり

図4 8 － 1 5 C B G J・ 須溶質 7．0× 7．5角 ユ．5汀Tn 以下の砂粒子（石英 不良 灰 白色 衷面 ：布 目叩き

1・z層 布 目瓦 ・輿石など）含む 賓面 ：細 目叩き

図 5 9 － 1 A 6 G r 趨 文士普 日放卸 微妙 教子（石英 ・長 石・角 啓通 外：灰顛細色 波状 口線 中溶式（少し古い）

オ層

韻文食中地

有 文挟鉢 5．5× 3．5角 閃石など）含 む 内 ：にぷい喪褐

色

外 二磨消縄文（変形文）

内 ：ナデ

図 5 9 －2 A 6 G r 縄文土器 口綾部 徹砂粒子 ～4 m m 大の砂粒 昏通 にぷい斉嘘色 波状 日放 中放式（少し古 い）

オ腰

縄文典中也

有文淘鉢 3、5× 3．5勾 子く石英 ・貴石など）含む 外 ：摩浦風 丈

内て条膚

図 5 9 －3 A 6 G r 慮文士磨 ロ歯郊 jm m 大の砂粒子（石英 ・デ 普通 橙色 波状口趣 中津式 （少し古い）

コニ層

嫡文典中地

有文殊鉢 2．5×2．0角 イサ朴など）含む 外；膚消韻 文

内：ナデ



挿 図番 号 出土地 点 凍　 別

告　 種

紆海路（c lがg ）

療　 存　 率

騎　　 士 焼成 色　　 溺 成　 形一調　 整・文 壌 励　　 考

図 5 9 － 4 A 6 G r 縄文土器 日放細 微 妙粒子 ～ 31u m 大の砂粒 督通 にぷ い東 榎 色 外 ；厨潜楓文 中津式（少し古い）

エ層

親 文典中地

有文探鉢 4．O X 2．5角 子（テ’イサイト石 英など）含

む

～褐灰色 内 ：ナデ

図 5 9 － 5 A 8 G r 塊文土欝 胴部　 5．O X 3 ．0 角 微妙敦 子～ 2m m 大 の砂戟 啓通 外：殴色 外 ；膚消趨文 中韓式（少し古い）

1 0 濁

淘文典 中地

有文潔鉢 子（石英 ▼デ イサイトなど）含

む

内：灰 白色 内 ：ナデ

図 5 9 － 6 Å 6 G r 掬文士凄 胴部 1～ 3 m m 大の砂粒子（石英 督通 外：にぷい衆蛭 体細キャリバー形 中藤式（少し古い）

ニじ層

親文集中地

有文辞鉢 l L O X 7．0角 など）含む 色

内；灰薗 色

外 i摩消縄文（釣状 J字丈）

内 ；ナデ？

図 5 9 － 7 A 6 G r 槻丈 土潜 屑郎　 さ．0×6．0角 1～ 3 m m 大の砂粒子（石英 良好 線度轟褐 色 体恕キャリバー形 中醇式（少し古い）

1 0 滴

縄文集中地

有文深鉢 ・デイサ′仕など）含む 外 ：摩消韻文・条痕

内：条痕

図 5 9 － 8 A 6 G r 魂 文士磨 胴細　 5，0×5．0角 1～ 2m m 大 の砂粒子 け’イサ やや 外：にぷい惚色 外；磨消掬文（釣状 J字文） 中津式（少し古い）

カ層

親文典中嶋

有 文深韓 イト石其 ・長石など）含む 不良 内：にぷい貴橙

色

内；発癌

図 5 9 － 9 A 6 G r 嵐 文士儲 厨都　 5．5×2．0角 緻砂粒子 ～ 3r町m 大の砂飽 密通 にぷ い 舞褐 色 外 ：膚消縄文 中捧式（少し古い） ！

エ屈

楓文典中地

有文辞鉢 子（石英・長石など）含む ～にぷ い褐色 内 ：ナデ

図 5 9 － 1 0
II

A 6 G r 親 文士普 厨部　 4．0×3．0角 微妙粒子 ～ 2m m 大の砂聴 や や 外；橙色 外 ：虜消親文（盈機 円形の区画文） 中津式（少し古い）

エ周

韻文集中地

有 文跨鉢 早く石英 ・凄 石目角閃 石な

ど）含む

不良 内ユ灰褐色 内；条痕

図 5 9 － 1 1 A 8 G r 縄文土密 腰細　 6．5×5、0角 緻砂銀 子～ 3m m 大の砂粒 良好 灰斉色 外 ；薗 消砲文（凝韻 文・蚤方 形の・区 中浄式（少し古い〉

i1 0 層

縄文庭中地

有丈溌鉢 子（石英・長石など）含む 画丈）

内 ；条漉

I A 8 G r 縄文 土暑 胴部　 7．5 X 3 ．5 角 1 － 2m m 大の砂艶子（石英 督通 貴褐色～橙 色 外 ：麿消韻文（避櫓円形の区画文） 中溶式く少し古い）

1 0 層

砲文典中地

有文潔鉢 ・喪石など）多く含む 内 ：ナデ

佃 5 9 － 1 3

［

l

A 6 G r 鍋文士津 胴部　 4．0×3．5角 2～ 3m m 大の砂敦子（石英 壷‾壷‾‾‾外；にぷい粛橙 外；密消碗文（長摺円形の区画文） 中溶式（少し古い）

オ層

抱文典中地

有文浣鉢 ・デイサイト貴石など）含む 色

内：黄褐色

内 ；ナデ

撃 5 9 － 1 4 A 5 G r 地文土患 胴如　 5．O X 4 ．0 角 1 ～ 2m m 大の砂粒子（石英 普通 外：拉褐色 外 ：膚消鞄丈 中薄式（少し古い）

11 0 周

碗文典中地

有文探鉢 ・長石▼角閃石など）含む 内：にぷい斉拉

色

内 ：ナデ

図 5 9 － 1 5 A 6 G r 縄文 土骨 朗鄭　 5．5×4．5角 1～ 2m m 大の砂粒子（石英 瀞通 外：にぷい轟穐 外；磨翻魔 女（遵方形の区画文） 中捧式（少し甘い）

コ巳層

娩文典中地

有史襟鉢 t角閃石など）含む 色

内：明韓色

内；免疫

図 5 9 － 1 6

l［

ll

A 6 G r 碗丈土器 廓郎　 5．5×2．5角 1－ 2 m m 大の砂灘 子（石英 や や 明細 也 ～ にぷ 外：辟消絢文（菱形文） 中津式（少し古い）

コ仁腰

縄文典車地

有文縁鉢 ・デイサイトなど）含む 不良 い歯橙色 内 ：ナデ

；図 5 9 －ユ7
l

lI

A e Gr 魔女 土暑 飼郎　 5．0）く4．0角 1～ 2四m 大の砂教子（石英 督通 外 ：にぷい斉拉 外 ：ナデ→放線文 中渉式（少し古い〉

オ海

風文典申地

宥文汝鉢 ・デイサ．仕など）含む 色

内：灰 喪色

内：ナデ

A 6 Gr 親文土嚢 腰部　 3．5×3．5・角 1～2m m大の砂粒子（デイサ やや 汲斉色 外；圃盤不明→洗顔文（鈎状J字文）ア 如 、’

オ屈

l親文最中地

有文辞鉢 イト石其など〉含む 不良 内；ナデ

図 5 9 － 1 9

ll

A G G r 歳丈土潜 胴部　 3．0×2．5角 I～ 3m 用大の砂粒子（デイサ 良好 外　暗褐 色 外 ：ナデ→ 洗練文 中溶式（少し古い）

オ層

穐文典中嶋

宥文疎鉢 イト石英など〉含む 内 1にぷい費腹

色

内 ：ナデ

匝 5 9 －2 0

I

A 6 G r 楓文 士岩 飼部　 7．O X 3 ．0 角 1 ～加用 大の砂粒子（石英 や や 外：橙色 外 ；ナデ→洗顔 文脹 方形の区画文） 中溶式（少し古い）

エ周

楓丈集中地

有文詫鉢 ・長石など〉含む 不良 内：にぷい斉塵

色

内 ：ナデ

図 6 9 －2 1 Å6 G r 親文士暑 胴如　 5，0×2．5角 1・－3m m 大の砂粒子（石英 普 通 外 ：にぷい蘇竣 外 ：ナデ→沈線文 中溶式（少し古い）

オ屠

親文典中地

有文深鉢 1デイサイI・など）含む 色

内；にぷい弟褐

色

内 ；調整不明

図 8 0 － 2 2

l
ll
l

A 6 G r 縄文 土．浄 口径　 崩．4 徴砂地子 ～4 m m 大の砂粒 密通 にぷ い黄 拉 色 波状 口蹄　　　 体郎キャリバー形 中津Ⅲ式

カ眉

縄文食中地

有文溌鉢 上半釦　 1／8存 子（デイサイト石英 ・角閃石

など）含む

～灰 黄褐色 外 ：麿消趨文（釣状 J字 丈を女王に 4

枚施す）・ミがキ

内 ；ナデ

国 6 0 － 2 3 A 6 G r 縄文 土器 口線細 1－ 3m m 大の砂艶子（石英 普通 赤圏色 波状口線 中 溶式 く少 し新 し

エ腰

細文典中地

有文潔鉢 7．0×7．0角 ・薬石．デイサイトなど）含む 外；膚消縄文（鈎状 J字文〉

内こナデ

い）

図 8 0 － z4 A 6 G r 縄 文土患 日録部 撒砂教子 ～1 nlm 大の砂放 密通 轟灰 色 ～灰 爽 波状日蝕 中 溶式 （少し新 し

1 0 宥

砲文典や地

有 文渓鉢 6．0×圭　角 子（石英 ・デイサイト角閃石

など）含む

色 外：摩消親 文（釣状 J字文）

内 ：ナデ

い）

6

浄図番 阜 出土地点 確　 削

岩　 壕

計画鐙（C汀】・g）

洩　 存　 率

胎　　 土 焼成 色　　 調 成　 形・調　 整・文　様 備　　 考

図 6 0 － 2 5 A 6 G r 親文士農 ロ繰細 徴砂粒子 ～ 2m m 大の砂紐 普通 瓢褐色 波状 口繰 中浄 式 f少 し新 し

1 0 馬

親文典中地

有文渓鉢 4．O X 2 ．0 角 子（石英など）含む 外 ：臆潜縄文（区画文）

内 ：ナデ

い）

図 5 0 －2 6 A 6 G 】－ 諷文土器 口繚都 緻砂艶 子～加用大 の砂粒 良好 外 ；灰黄褐色 波状 口繰 中線 式 （少 し紡 し

1 0 腰

凝文典中地

有文深 鉢 lL O X 8 ．0角 子（石英など）多く含む 内 丁にぷい黄敗

色

外 ；感消縄文（格状文）

内 ；ミがキ

い）

匪I8 0 － 2 7 Å6 G r 抱文土讃 口線部 微妙粒子（石英・長石 など） 良好 にぷ い 拉色 ～ 波状 口放 中鉢 式 （少 し新 し

1 0 層

親文典 中地

有文辞鉢 5．5 ×5．0角 含む 暗褐色 外 ：辟消縄文欄載 丈〉

内 ：ミがキ

い）

図 6 0 － z 8 A 6 G r 縄文土潜 臼歯郎 い－2 m m 大の砂粒子 （石英 良好 外；喪灰色 波状 口奴 中確Ⅲ式

1 0 腰

縄文典 中地

宥文穣鉢 7．0×4．5角 ・長石など）含む 内 ：灰黄褐色 外 ；腰潜韻文（頂 細の尖った J字文）

内 1ミがキ

図 6 0 －2 g A 8 G r 親文土曽 日録如 1一一2 m m 大の砂粒子 （石英 好適 外 てにぷ い費鞄 波 状日録 中 綽式 く少 し新 し

エ層

璃文典中也

有文深鉢 ノ　3，0 ×3．0角 ・デイサイトなど）含む 色

内 ：褐色

外 ：膚梢縄文（頂都の尖った J字文）

内 ；ナデ

い）

図 6 0 － 3 0 A 6 G r 趨丈土器 胴部　 5．0 ×2．5角 1～ 2 m m 大の砂粒子 （石英 督適 外 ：にぷい赤縄 外 ：膚消縄文（鈎状J字文） 中 経式 （少 し新 し

1 0 腰

縄文典 中地

有文渓鉢 ・デイサイトなど）含 む 色

内 ：祖灰色

内 ；ミがキ い）

図 6 0 － 3 1 A 5 G r 轟文士額 日録翻 1～ 3 m 腋大の砂粒 子（石英 昏通 外 ；健色 波 状口歯 中 津式 （少 し新 し

カ層

親文典 中也

有文探鉢 6．O X 5．0 角 ・デイサイト長石など）含む 内 ；にぷい黄褐

色

外 ；ナデ→沈碑文（釣状 J字文）

内 ；ナデ

い）

図 6 0 － 3 2 A 8 G r 過文士欝 日放郁 放砂粒 子～ 2m nl大 の砂粒 普通 外 ；にぷい薮褐 波状 日放 中 津式 （少 し斬 し

オ層 有文溌鉢 7．0 ×5．0角 子（石英 tデ イサ再など）含 色 外 ：ミがキヤ沈毅文く区画文 1 い）

親 文典 中也 む 内 ：にぷい黄像

色

内 ：ナデ

図 6 0 － 3 3 A 6 C r 鍋文土磨 層 郎　 4．5 ×2．0角 】～ 3用m 大の砂粒子 （石英 好適 外 ：明赤褐色 外 ：贋滑縄文（潜伏文） 中 津 式（少 し新 し

コニ層

韻文顔 中地

有文渓鉢 ・長石など）含む 内 ：にぷい赤位

色

内 ：ナデ い）

図 6ユー 3 4 A 6 G r 韻 文土葛 鰯部　 4．5× 4．亭角 ユ～ 2汀日羽大の砂粒子 （石其 啓 i由 外 ：明褐 色 外 ：麿消縄文（鈎状J字文） 中 津 式（少 し新 し

オ層

楓文磯 中地

有文様鉢 ・デイサイトなど）含む 内：にぷい殴色 内 ；ナデ い）

図 6 1 － 3 5 A 6 G r 線文 土器 日録如 い－2 m m 大の砂粒子（石 英 密通 外：灰色 波状 口線 中 練式 （少 し新 し

1 0 層

親文典中地

有文貌鉢 5．0× 3．0角 ・デ イサイトな ど）また若干 の

角閃石を・含む

内；にぷい舞色 外 ：劇消錮文（区画文）

内 ：ナデ

い）

図 6 1 － 3 6 A 6 G r 繍文士畢 胴部　 4．5× 2．5角 ユ、 2汀Im 大の砂粒子（石英 昏通 外：明赤褐色 外 J磨薄綿文（区画文） 中 溶式 r少 し新 し

エ屈

嫡文顔中地

有文探鉢 ・喪石など）含む 内 ：にぷい費橙

色

内 ；ナデ い）

図 6 1 － 3 7 A 6 G r 縄文土器 飼如　 2．5 X 2、5角 緻砂粒 子～ 2耳目れ大 の砂粒 密通 明 褐色 ～ にぷ 外 ：虜消観文 中 津式 （少 し訴 し

エ履

嫡文典中也

有丈深鉢 子（石英なの 含む い鐙 色 内 ニナデ い）

図 8 1 － 3 8 A 6 G r 槻文土讃 厨細　 4．0× 3．0角 微砂組子～ 3 m 【u大の砂幾 やや 外：にぷい贅橙 外 ：膚消縄文 中 津式 （少 し新 し

エ層

碗文発中地

有文探鉢 子（石 英 ▼喪石 t角閃 石な

ど）含む

不良 色

内 ：明 斉 褐 色

～灰白色

内 ：ナデ い）

図 6 1 － 3 9 A 5 G r 縄文 土曹 嗣郎　 3．0× 2．0角 1～ 2汀nm 大の砂粒子 く石英 昏通 明 細色 ～ にぷ 外 ：ナデ→ 沈線 文 中 捗式 （少 し所 し

エ層

楓丈戴中也

有文挟鉢 ・デイサイトなど）やや 多く含

む

い炎橙 色 内 ：ナデ い）

図 6ユー4 0 A 6 G r 親 文士恩 飼都　 4 ．O X 2 ．5 角 巨－2 m 腋大の砂粒子 （石英 好適 外；にぷい拉褐 外 ；ナデ→洗顔安く区画文） 中位 式 （少 し新 し

ユP腰

縄文典中地

宥文淀鉢 ・デイサイトなど）含 む 色

内；洩粛橙色

内 ：ナデ い）

図 6 1 －4 1 A 6 G r 楓文土器 飼釦　 4．O X 3 ．5角 1 ・－3 m m 大 の砂淑子く石英 良好 黄灰 色 ～鼎 褐 外 ：厨消縄文（区画文） 中乾 式 （少 し新 し

1 0 届

禍文典中也

有文渓鉢 ・長石など）含む 色 内：ナデ い）

図 6ユー 4 2 A 6 G r 縄文土器 胴部　 6．5×5．0角 1一一5 m ロ大 の砂粒子（石英 良好 浅発 色 ～藤 袴 外：韻 文

オ層

親文典中地

有文深鉢 ・デイサイト 角閃 石など）．含

む

色 内：ナデ

厘沌 1－ 4 3 A 6 G r 縄文土盛 飼 跡　 7．5×4．0角 徴 砂粒子～ 2 m 【n 大の砂粒 良好 外 ：灰舞褐色 外 ：縄 文

1 0 層

親文典 中也

有文渓鉢 子（石英 ・デイサイト角閃石

など）含む

内：謡褐色 内：ナデ

図 6 1 － 4 4 A 6 G r 縞文士．監 ロ緑郵 1～ 2 m m 大 の砂 粒子（石英 普通 にぷ い顛 褐 色 水平口線　　　 体郎ボウル形 中津式（少し古い）

オ眉

題文典 中地

有文洩鉢 5．O X 3 ．0 角 ・デイサイトなど）含 む ～褐色 外 ：磨消韻文

内：ナデ

図 6 1 － 4 5 A 6 G r 耗文士署 日放 部 微砂政 子～ 3 m m 大の砂鞄 普通 赤 褐色 ～ にぷ 水 平日録　　　 体部ボウル形 中津 式 （少 し新 し

オ層

親文展 中地

有文洩鉢 6．0×3．0角 子（石英など）多 く含む い貴拉色 外 ：調整不明（鈎状J字文）

内 ：調整不明

い）



挿回番号 出土地点 馨　 勤

番　 薗

計淘薗（cm ・慮）

療　 裔　 率

勝　 m　土 焼成 色　 ′　陶 成　 形一渕　 盤・文 撼 備　　 考

図 6 1 －4 6 A 6 G r 趨文士患 日録部 微妙敦子～紬 m 大の砂粒 啓通 栂亀～爵泡色 水平 H 級　　　 俸郎ボウル形 中 溶 式（少 し新 し

オ雇

縄文集中地

有文浅鉢 4．5×3．0角 子 （石 英 ・長 石など）多く

含む

外 ：輝歯不明（沈顔文）

内 ：飼盤不明

い）

国もユー4 7 A 5 G r 親文士馨 ロ縁部 い－毎皿大の砂艶子（石英 良好 洩 資色 ～ 明褐 波状 臼歯　　　 体薗皿形 中 昏式 （少し新 し

1 0 層

縄文集 中地

有文伐鉢 3．0〉く6．0角 ーデイサイト角閃石など）含

む

色 外 ；ミがキ？→沈線文（円形文）

内 ：困盤不明

い）

図 6 1 －4 8 A 6 G r 韻文土阜 尉都　 も5× 3．0角 秘抄粒子～ 1m m 大の砂飽 良好 にぷ い 資橙 色 外 二礫消縄文 ・ミがキ 中 藤 式（少 し新 し

1 0 層

楓文免中地

有文洩鉢 子（石英など）含む ～鼎褐色 内 ：ミがキ い）

図 6 1 －4 9 A 6 G r 縄文土畢 飼 翻　 7、5 X 4．0角 撤紗粒子～ 2 m m 大の砂粒 良好 灰 資裾 色 ～瓢 外 ：薗消親文（長方形の区画文） 中溶式 （少 し漸 し

1 0 層

縄文集 中地

有文璃鉢 子（石英など）含む 褐色 内：ナデ い）

図 8 1 － 6 0 Å6 G r 線文土器 腰 細　 6、0× 3．0角 緻砂粒子～ z瓜m 大の砂敢 歯遥 餞 顔色 一灰 顔 外 ：腰詳細文く鈎状J字丈） 中 溶式 （少 し新 し

1 0 腰

趨丈轟 申地

有文洩鉢 子（石英 ・デイサイトなど）含

む

色 内 ：ナデ い）

図 6 1 － 5 1 A 6 G r 綿文士尊 日放如 1一一紬 m 大の砂粒子 く石英 良好 輿褐 色 ～鼎 褐 波状 日放 中津Ⅷ式

1 0 層

組文集中 也

有文浅鉢 3．5× 2．0角　＿ など）含む 色 外 ：療治縄文く鈎耽 J字丈〉

内 ：ミが卑

図 6 1 － 5 2 A 6 G r 嫡文土器 胴部　 8．5× 5．5角 微妙粒 子～ 1乳用大の砂粒
l

普通 外 ；にぷい顛褐 外 ；腰桶縄文（鮮吠文トミがキ 中 捧式 （少し新 し

l o 膚

嫡文典 中地

有文政鉢 子（石英 t角 閃石 など）含

む

色

内；灰演褐色

内 ；ミがキ い）

図6 1 －5 3 Å 6 G r 掬文土讃 厨細　 8．O X 5．5角 砂滋 子～ 1 m m 大 の砂粒 子 昏通 にぷ い 舞橙 色 外 ：席料縄文（円形文） 中 津式 （少 し新 し

1 0 層

縄文集 中地

有丈洩鉢 （石英・長石など）含 む ～灰薮色 内 ；ナデ・免痕 い）

図 6 1 － 5 4 A 6 G r 親 文士潜 把手郎 1 m m 大の 砂粒 子（石其・長 良好 貴灰色 半球状 の把手に上下からの穿孔あ 中歯∬～Ⅲ式

1 0 層

縄文集中地

密文双 耳壷 6．5× 5．0角 石・角閃石など）含む り

外　 腐 消嫡文く鈎 状J字丈・澄形文 t

単月状文）

内 ；ミがキ

図 6 2 － 5 5 A 6 G r 縄 文土器 臼歯部 微妙牡子 一如旺大の砂粒 薗適 外 ；賂褐 色 薗状 口録 中津式

1 0 月

鴻文典中地

顛丈浣鉢 12 ．0× 7．0 角 子（石英 ・デイサイト金家母

など）含 む

内：輿 褐色 外；食感

内：条癖

図 6 2 － 5 6 A 8 G r 親 文士儲 口線廊 緻砂教子 ～ 1m m 大の砂教 密通 にぷ い黄 偉 色 波状口線 中浄式

1 0 贋

韻文集中地

癖文溌鉢 5．5× 6．5角 子（テ’ィサイト石其 など〉含

む

～農褐色 外て条痕

内 ；条痕

図 8 2 －5 7 A 6 G r 娩文 土爵 口箆　 30 ．0 1 ～ 3 m m 大の砂粒子（石其 普 通 外：にぷい黄鹿 水平 口政　　　 体部バケツ形 中津式

エ薗 靡丈 採鍵 日録翻 1！8存 ・デイサイト角 閃石・長 石な 色 外 ：免疫

親文典中地 ど）含む 内；灰 輿褐色 内 ：条轟

図 6 2 －5 8 A 6 G r 親 文士恐 臼歯如 醇砂粒子～舶用火の砂粒 や や 轟褐色 外：魚礁 中津式

ユ0 層

楓文典中飽

鰊文禄鉢 7．5×7，0角 子け ’イサイト石英 など）や

や多く含む

不良 内工粂應

図 6 2 －5 9 A 5 G r 縄 文土草 日蝕郎 徴砂教子～ 3 m m 大の砂粒 普通 にぷい斉褐色 水平白線 中津式

1 0 層

親文典中也

顛丈溌鉢 5．0×5．0角 子（デイサイト石其な ど）含

む

外：条磯

内；条癌

図 6 z －6 0 A 6 Gr 親文士普 口線画 微妙粒子 ～3 m m 太の砂粒 督通 外 ；にぷい喪淘 水平日蝕 中溶式

1 0 層 癖文慄鉢 5，0×3．5角 子（石英 tデイサイト角閃石 色 ．外；条痛

娩丈顔中地 など）含む 内：賓線色 内：条慮

団 6 2 －6 1 A 6 Gr 轟文士患 口顔劫 緻砂粒子 ～2用m大の砂粒 督過 にぷ い敏 也 ～ 水平日放 臼歯磯部付近に穿

ユ0 膚 靡 文禄鉢 8．5×3．5角 干（石英 ▼デイサイト角閃石 鼎簡 色 外；粂痕 孔あり

縄文集中地 など）含む 内；条痕 中浄式

図 6 2 －6 z A 8 G r 槻文土．醇 日銀如 lInm 以下の砂粒子（石英 ▼ 薗通 外 ；にぷい顔密 水平口練 中溶式

1 0 層

親文典中地

無文禄鉢 4．0×3．5角 デイサイトなど）含 む 灰色

内；灰黄褐色

外三条痕

内；条癒

図 6 2 －6 3 A 5 G r 縄文土器 口線画 撤砂粒子 ～3 m 腋大の砂粒 普通 外 ：輿灰色 波状日放 中溶式

1 0 腐

磯文典中也

解文浣鉢 4．0〉く4．0角 子（石英 ▼デイサイト角閃石

など）含む

内 ：灰発色 外 ：衆痕

内：条 痕

図6 2 －8 4 A 8 G r 耗文士盟 口放郎 1一一3 m m 大 の砂艶子（石英 昏適 外 ：穐灰色 水平日録 中溶式

1 0 層

縄文泉中地

忽文泣鉢 4，5 X 4 、0 角 ・デイサイトなど〉含む 内 二灰簸梱包 外 ；粂感

内；象癖

図 6 2 － 8 5 Å6 G r 親文土患 ロ線癖 薗砂浪子～ 5 m m 大の砂鍵 普通 灰黄褐色 外 ；衆痕 中俸式

膚位不明

碗文典や地

無文採鉢 5．0￥3．5角 子（石英 ・デイサ帝など）含

む

内：衆痕

7

挿図番 号 出土地点 薗　 別

凝　 薗

計測値 rcm ・g〉

祝　 辞　 率

胎　　 土 放戌 色　　 調 成　 形・詞　 盤▼文　嬢 開　　 卑

図 6 2 － 5 8 A 6 G r 縄文土器 飼郎　 β．O X 6 ．0 角 該砂粒子 ～釦細 大の砂粒 督通 発 灰色 ～ 罷袖 体痢キャリバー形 中津式

1 0 層

魂丈顔中地

顛文採鉢 子 （デイサイト石英な ど）含

む

色 外 ：発癌

内 ；条痕

図 5之－ 6 7 A 6 G r 縞文士尊 胴部　 6．O X 5 ．0 角 】四m 火の砂敦 子（石英 ・デ 密通 外 ：典鴇色 体部キャリバー形 中捧式

オ屏

塊文典中地

照文藻鉢 イサイト角朗石など）含む 内 ；にぷい角駐

褐色

外 ；粂痕

内 ：轟痕

図 8 2 －8 8 A 6 G r 縄文土器 屑 郎 圏診鍵 子～ 3 m m 大の砂放 静適 褐 灰色 ～ 熟褐 外 ：免疫 中陣式

1

1 0 屈

磯文典中地

顛文漢鉢 17 、0 ）く13 ．0 角 子 （石英・デイサ打など）含

む

色 内 ：粂感

図 5 3 －6 9 A 8 G r 耗文士潜 厨 如 1～ 3m m 大の砂粒子 （デイサ 普通 明 斉 格色 ～ に 外 ：条痕 ．．　・苓

］
1 0 腰

錮安藤中地

無女傑鉢 14 ．0 × 12 ．5 角 イト石英 ・角 閃石など）含

む

ぷい灰黄絡色 内：灸痕

田 8 3 －7 0 A 6 G r 錮文士若 胴細 緻砂 粒子～ 2 m 的大の砂粒 密通 にぷ い斉 奴色 外：免痕 中津式

1 0 盾

縄文食 中地

顛文授鍵 16 ．0 ×ユ5．0角 早く石英 ・デイサイト角閃石

など）含む

～黄裡色 内：粂感

図 6 3 － 7 1 A 6 G r 鴻文士忍 園部　 9．0×8．0角 傲砂粒 子～ 4 m m 大の砂粒 薗 薗 外 ：灰舞縛色 外 ：粂痕 中醇式

1 0 腐

楓文典 中也

麻文潔鍵 子（デイサイト 石英など）含

む

内：褐灰色 内：条痕

図 6 3 － 7 2 A 6 G r 周文土爺　 －飼 痢　 8．O X 6 ．0 角 微 妙艶 子～ 3 m m 大の砂粒 督 i由 明 細竜 一 灰資 外 ：条痕 中浄式

エ層

楓文典 中地

祭文没跨 子 （石英・デ イサイト角 閃石

など）含む

褐色 内：灸痕

図 6 3 － 7 3 Å6 G r 親丈土器 腰 細　 6．0×5．5角 1～　 m m 大の砂粒子 （デイサ 馨通 外 ；にぷ い褐色 外 こ免療 中津式

ユ0腰

縄文集 中地

顛文諜蝉 イト石英 など）含む 内 ：斉灰色 内 ：条痕

固 6 3 － 7 4 A 6 G r 楓虻：土器 飼 如　 7．5 X 4 ．5 角 1 ～ 3m m 大の砂粒子 （デイサ 督通 明 緯 色～ にぷ 外 ；条痕 中捧式

コこ薗

縄文集 中地

索文深鉢 イト石英など）含む い灰賓樫色 内：免疫

図 6 4 － 7 5 A 5 G r 親文土壌 口鹿部 緻砂粒 千一細目n大の砂粒 良好 外 ：灰費鴇色 水 平日録 中診式

1 0 層

親文数 中地

寮文挟鉢 4．O X a ．5 角 子（石英 Ⅰデイサイト角 閃石

など）含む

内 ；掲灰色 外 丁粂痕

内 ；鎮痛→一都ナデ

図 6 4 － 7 6 A 6 G r 趨丈土器 靡郎擾　 2 6．8 1 一一4 m m 大の砂敦子 （石英 密通 斉 灰 色～ 斉拉 休部キャリバー形 中浄式

1 0 層

魔 文典 中地

顛文醸鉢 噺卸 1！8存 ・デイサイトなど）含む 色 外 こ条痕

内：免痕→一触ナデ

図 6 4 － 7 7 A 8 G r 線文土薗 口径　 2 5．4 敏砂粒子 ～ 4汀‖n大の砂盤 や や 緯 灰色 ～ 灰鴇 水平 日放 外 面 に若 干 のスス

1 0 腰 舞文深鉢 口顔都　 1／1 2存　 ‾ 子（テ’すサ什 ・石英など）や 不良 色 I 中 条癌 付潜

施文典 中地 や多く含む 内 ：条痕→一郎ナデ 中津式

図 6 4 － 7 8 A 8 G r 親文 士患 口径　 3 1．7 1 ～ 3m 私大 の砂敦子（デイサ 普通 外 ：にぷい舞橙 水平 口録　　　 倖都キャリバー形 中津式

1 0 層 無文貌鋳 日録如　 l／5番 イト 石英など〉やや多 く含 褐色 外 ：負感

縄文免 中地 む 内：灰黄色 内 ：ナデ

図 6 4 － 7 9 A 8 G r 縄文土暑 口綾部 1～ 2 rn面大の砂敦子 （石英 啓適 外 ：明褐色 波 状口録　　　 体部キャリバー 形 中津式

オ層

鼠文典中地

顛文浣鉢 19 ．0 × 15 ．8角 ・デイサイト 角閃石など）含

む

内 ：灰邁色 外 ；条娠

内 ：ナデ

図 8 4 －8 0

l

l

A e G r 凝文 士患 日放郎 1～ 3汀Im 大の砂教 子（デイサ 良好 斉灰 色 ～灰 贅 放 映口線　　　 体部キャリバー形 中溶式

ユ0雇

楓女集中地

痺文楳鉢 ユユ．5）り 1．0角 イト石英など）含む 色 外 ：桑痕

内 ：ナデ

ト図 6 4 － 8 ユ A 6 G r 縄文 土器 口鹿部 1m m 大の砂教子（石英 一㌢ 薗適 外：にぷい資拉 水平 日放 中浄式

1
1

1 0 属 無文渓鍵 7．5× 6．0角 イサイト長石 ・角 閃石など） 色 外 ：粂感

縄文頻中地 含む 内 ：灰 爽 橙 福

邑

内 ：ナデ

図 6 5 － 8 2 A 5 G r 縄文 土摩 口凍部 認砂穀子 ～6 m 汀l大の 砂粒 普通 風褐色 波状 日録 中津式

1 0 腰

縄文集中地

清文慄鉢 16 ．5 X iO ．0角 早く石英 、デイサイトなど）含

む

外 ：鎮痛→一細ナデ

内；条痕

図 6 5 －8 3 A 6 G r 縞文士曹 口径　 23 ．0 静砂粒子 ～3 m m 大の 砂地 督通 褐灰 色 一風 褐 水平口縁　　　 捗郎筒形 中趣式

1 0 層

親文典中盤

醇文擦鉢 日放郎 】／5存 子（石英 ▼デイサイト角閃石・

金雲母など）含む

色 外：免痕一寸一触ナデ

内：粂痕

属 5 5 －8 4 A 6 G r 親文土凄 日録如 1m 私大の砂粒子（石英 －デ 番地 外 ：灰 黄 褐 色 水平口放 中津式

1 0 屈

親文典 中也

簸文深鉾 7．5×5．0角 イサイトなど）含む 内：感弊恕色 外：発癌→一 郎ナデ

内：発癌

図 8 5 － 8 5 A e G r・ 施丈土器 日銀細 微 砂敦 子～ 2 m m 大の砂飽 密通 灰費冷色 水平白線 中藤式

1 0 層

縄文集中地

寮文深鉢 6，5 X 5 ．0 角 子 （石英 ・デイサイト長石 な

ど）含む

外：衆疲→一 郎ナデ

内：象痕

F
縄文土器 日放 如 1～ 3 m m 大の砂粒子（テ’ィサ 昏 通 外 ：にぷ い顔褐 波状白線 中津式

祭文露鉢 13 ．0 × 4．5角 イト石英など）含む 色

内：にぷ い貴捜

色

外 ：条療→一郎ナデ

内 ：条感



挿画番甘 出土地点 薗　 到

普　 磯

計淘馨（cm ・g ）

教　 存　 串

薗　　 土 醜成 色　　 錮 成 形・詞　盤一文　様 償　　 卑

図 6 5 －8 7 A 6 G f 縄文土尊 打線湘 傲 砂敦 子～ 3 m m 大の砂滋 薗適 資灰色 水平 口練 中津式

1 0 層

縄文集 中地

應文鞍鉢 5．O X 4．0角 子（石英・デイサイト金 塞母

など）含む

外 ：灸痕→一郎ナデ

内 ；発癌

回 6 5 － 8 8 A 8 G J・ 繍文土器 日録細 畿 砂滋 子～短細 大の砂鍵 密通 外；灰顛冷 色 水平 口録 中溶式

1 0 膚

親文儀 中地

顛文挟鉢 5．5 X 4 ．0角 子 （デイサイト石 英など）含

む

内；掲 灰色 外 ：象痕→一如ナデ

内 ：灸痕

図 6 5 － 8 9 A 6 G r 錮文土思 靡如 1～ 3m m 大の砂粒子 （デイサ 普通 外 ：褐 灰 顔 色 俸勧キャリバー形 中津式

1 0 層 廉文辞鍵 12 ．0 ×7．0 角 イト石英 など）やや 多く含 内 ：療 貴 奴 褐 外 ご免癖→一細ナデ

親文顔中地 む 色 内 ：染液

図 6 5 車 9 0 A 6 G r 磯丈 土薗 胴細 紋砂粒子 ～ 3t甘m 大の砂粒 薗通 外 ：研 赤 褐 色 停郎キャリバー形 中津式

1 0 層 顛文探鉢 10 ．0× 8．0角 子 （デイサイト石英など）含 一 にぷい 櫨 色 外；条痕→ －如ナデ

韻文顛中地 む 内：褐灰色 内：尭痕

図 6 5 嶋9 1 A 6 G r 親 文士鰯 厨卸 緻砂粒子 ～4汀Hn 大の砂粒 密通 外 ：塵 亀 ～ 灰 外：条痕→－ 如ナデ 中津式

1 0 層

親文典中地

顛 文深鉢 I4 ．0 × 10 ．0 角 テ く石英 ・デイサイト放色粒

子など）含む

黄 褐色

内：にぷい斉眩

色

内：糸底

図 6 5 － 9 2 Å6 G r 親文士昏 腰細 1～5 m m 大の砂澄子（デイサ 啓通 明済 褐色 ～ 鼎 外二条痕 →一都ナデ 中溶式

1 0 腰

縄文集中地

顛文溌鉢 11 ，0 ×9 ．5滴 イト石英など）含む 褐色 内：桑痕

図 6 6 －9 3 A e Gr 施文士諺 厨郎 掬砂粒子 ～3 m lu‾大の砂粒 啓通 明黄 簿色 ～ 褐 外：粂痕→一部ナデ 中浄式

オ層

楓文顛中地

顛文繹鉢 12 ．0 × 11 ．0角 子（石英 、デイサイト 角閃‘石

など）含む

灰色 内；貌痕

図 6 6 －9 4 A 6 G r 縄文土器 胴部 緻砂教子～加川 大の静聴 良好 灰爽絢色 外；轟癖→一郎ナデ 中藤式

ユ0周

韻文奥中也

顛文溌鉢 ユ0．0× 6．0角 子 （石英 ▼デイサイト金雲母

など）及び着千の lc ln大の

砂粒子含む

内；条痕

図 6 6 － 9 6 Å6 G r 磯文士穏 劇画　 9．5× 4．0角 1～4 m m 大の砂粒子 （石英 密通 外 ：灰 舞 褐 色 外 ：衆療→一郎ナデ 中溶式

カ腰

縄 文顔中 地

廠文教鉢 ・デイサイト音千の－角閃石な

ど）含む

内 ：にぷい顔線

色

内：余塵

図 6 6 － 9 6 A 8 G r 親文士避 飼顧　 6．5× 5．0角 微 妙粒 子～ 2m 四大の砂幾 普通 外 ；にぷい盤色 外 ：条應→一癖ナデ 中藤式

エ層

瀾戊備 中地

顛文浣鉢 子 （石英・デイサイト 長石な

ど）含む

～明格色

内：淡発色

内 ：粂痕

図 6 6 － 9 7 A 6 G r・ 嫡文士儲 臼鹿部 1～ 2 m m 大の砂粒 子（石英 啓通 外 三にぷい歯褐 波状 臼歯 中溶式

1 0 層

縄文集中地

麻支線鉢 10 ，5 X 8 ．0 角 ・畏石・デイサイトなど）含む 灰色

内 ；にぷい灰発

色

外 ：免痕→一顧ナデ

内 ；条癖一寸一顧ナデ

図 6 6 － 9 8 A 6 G r 掬 文士．昏 ロ線都 ． 1～短和犬の砂粒子（石 英 普通 にぷ い 薗細 色 水平 口線　　　 俸都キャリバー形 中津式

1 0 滴

線文集中地

無文浣鉢 14 ．5 ×12 ．0 角 ・長 石など）含む 、黒褐色 外 ：条癖→一部ナデ

内 ：粂囁→一部ナデ

図 5 6 － 9 9 Å8 G r 縄文土磨 日放部 1 m m 大の砂教子 （石英 ・デ 普通 外；朝来褐 色 水平口座　　　 体部キャリバー形 中津式

オ層

縄文集中地

無文裸鉢 9．0×7，0角 イサイト角閃 石・蜃 石など）

含む

内：灰 白色 外：条療一寸一 朗ナデ

内：条痕→一 触ナデ

図 6 6 － 1 0 0 A 6 G r 組 文士尊 ロ線如 1～ 3 m m 大の砂敦子（石英 良好 外 ；轟娼色 永平 日線　　　 熔解キャリバー 形 中溶式

ユ0慮

親文典中砲

孫文深鍵 10 ．0 × 8．5角 ・デイサイト角 閃石など）含

む

内；灰顔色 外；条痕→一部ナデ

内：条癖→ 一郎ナデ

図 8 8 － 1 0 ユ A 6 G r 親文土屠 ロ辟郎 1～ 3 m m 大 の砂粒子（石英 瀞通 外 ；褐色 波決日放 中津式

1 0 腰

縄文典中也

顔文深蝉 7．0〉く6．5角 ・デイサ打など）含む 内 ：にぷ い賛褐

色

外：免痕→一部ナチー

内；魚痕→一 癖ナデ

固 6 6 －ユO z A 8 G r 縄 文土留 目録郁 ユ～3 m m 大の砂敏子（デイサ や や 外 ；克灰色 水平白線 中溶式

オ層

周文盤中地

顛文慄蝉 】＿0・0〉り 0・0角 イト 石英・角 閃石など）含

む

不慮 内 ：風褐色 外；轟感→一都ナデ

内：県政→一 顧ナデ

国 6 6 － 1 0 3 Å6 C r 歯文士儲 日放如 1～ 3Ⅱ＝n大 の砂粒 子（石英 督通 外 ：にぷ い薗 位 水平口級 中浄式

1 0 層

縄文奥 中也

顛文深姉 9．O X 6 ．0角 ・デ イサイト 角閃石な ど）含

む

線色

内 ：にぷい顛橙

色

外；粂感一十一郎ナデ

内：条痕→一 郎ナデ

園 8 6 － 1 0 4 A 6 G r 碑文土靡 日経如 1m m 以下の砂淑 子（石英 ・ 普通 外 ：枚 穐 灰 色 水平 口歯 中溶式

1 0 屠 摩文裸鉢 5．0×2．0角 デ イサイト 角閃石 ・長 石な 内 ：灰 舞 褐 色 外 ：条感→一掬ナデ

施文顔 中地 の含 む ～黒褐色 内 ：条癖一斗一触ナデ

厩 6 6 －1 0 5 A 6 G l・ 塊文士思 解離　 9．5 X 7．0角 徽 砂敦子～ 3 m nl大の砂粒 密通 外 ：にぷい褐色 外 ：条療→一都ナデ 園部 中央に穿孔あ

り

中溶式

1 0 滴

韻 文集 中地

無文深鉢 子（石英 1デ イサイト嘘 色敦

子・鼎雲母など）含む

内 ：舞灰色 内：条感一寸一癖ナデ

図 6 7 － 1 0 6 A 6 G r 縄文土歯 胴 部　 8．0× 6．0角 1～ 3汀日羽大の砂粒 子（デイサ 密通 外 ：にぷい鼻褐

色

内 ：褐灰色

棒 郎キャリバー形 中藤式

オ層

親 文典 中地

麻文撰鉢 イト石英 ・角閃 石など）含

む

外 ：象感→一部ナデ

内 ；条感→一郎ナデ

8

挿回番号 出土地点 薗　 別

巻　 幾

計測歯（crnIg）

麹　 存　 率

鮨　　 土 盤 成 色　　 調 成　 形▼調　整・文　榛 備　　 考

図 6 7 －ユ0 7 A 6 G r 錮文士審 底径　 9．0 錦紗粒 子～ 4腋m 大の砂洩 良好 外 ：灰黄色 平底 胴 廊下単部 に穿孔

10 雇 無文傑鉢 緯線下草～底部 子 く石英 ・デ イサイト惑 石 ・ 内 ：簸灰色 外 ：灸痕→一郎ナデ あり

耗文典中也 ユ／4存 角 閃石など）含む 内 ：条痕→一部ナデ 中捧式

図 6 7 － 1 0 8 A 6 G r 縄文土器 口綾部 微 砂粒子～ 2 m m 大の砂艶 や や 洩発 色 水平 日放 中溶式

オ題

碗文典中地

癖文溶鉢 5．0×4．5角 子（石英 ・デイサイト角閃石 ・

遵 石など）含む

不 良 外 ；条療→一郎ナデ

内：ナデ

包 6 7 － 1 0 9 Å6 C r 抱文土器 厨郎 l～ 3m m 大の砂粒子 （デイサ 薗通 灰 斉色 ～ 灰贅 外 ：負痕→一郎ナデ 中津式

1 0 腰

施文顔中地

鰊文採鉢 1ユ．5ズ 10 ．5角 ハ ・石英 ・角閃 石など）含

む

褐色 内：ナデ

図 6 7 － 1 1 0 A 6 G r 楓文上層 胴部　 8．5 X 5 ，5 角 撤 砂粒子～ 4 m m 大の砂粒 や や 絡 灰 色 ～顛灰 外 ：鎮痛→一郎ナデ 中泣式

1 0 凝

窺文典中地

鰊文深鉢 子 （テ’イサイト石英 など）含

む

良好 色 内；ナデ

図 6 7 － 1 1 1 A 6 G r 碗丈土盛 日放翻 薇砂敏 子～ 2 m m 大の砂放 や や 外 ；明 斉褐 色 水平日録　　　 熔郎キャリバー形 中確式

オ層 無文襟鉢 ユ1．0× 7．5角 子（デイサイト：石英 ・角閃石 不 良 ～にぷい位色 外：ナデ

周文集中地 など）含む 内；黄褐色 内：条痕

図 6 7 － 1 1 2 A 6 G r 韻文土器 日放朝 敏 砂盤 千一 2 m m 大の砂粒 督 適 褐 灰 色～ 麻 褐 水平白線 申浄式

1 0 旛

縄文輿中地

無丈顔鉢 6．5×6．5角 子くデイサイト 石英な ど）含

む

色 外：粗いナデ

内；免感

図6 7 － 1 ユ3 A 6 G r 親文士老 日録郁 1～ 2 m m 大の砂粒予行′ィサ や や にぷ い顛 拉色 水平口椋 中津式

エ届

趨文典中也

発文挟鉢 5．5×4．5角 イト石其など）含む 不 良 ～明糞褐色 外：ナデ

内：粂痕

図 6 7 － 1 1 4 A 6 G r 韻文土器 日放如 1－ 2 m m 大の砂粒子 （石英 や や 外 ：にぷい贅撥 水平日放 中藤式

オ膚 無文辞鉢 9．0×5．0角 ・デイサイト角閃石 など）含 不 良 色 外：ナデ

縄文集中地 む 内：灰 白色 内；粂痕

図 6 7 －ユ1 5 A 6 G r 縄文士患 ロ録部 微 妙粒子～ 2 m m 大の砂粒 督 適 にぷ い顛 拉 色 水平口緑 中津式

エ層

縄文集中地

靡文浣蝉 4．0×2．5角 子 （石英・デイサイト角閃 石

など）含む

～袖色 外；ナデ

内：免疫

図 6 7 －ユ1 6 A 6 GJ・ 縄文土患 日放郎 緻砂粒子～ 2 m 腋大の砂粒 静適 にぷい演橙色 水平打線 中藤式

エ慮

縄文集中地

経文深鱒 5．5 X 4 ．5 角 子（石英・デイサイト 角閃石

など）含む

外．：ナデ

内；免疫

図6 7 － 1 1 7 A 6 G r 縄文土．盟 御前　 8、0×5．0角 1～ 3 m m 大の砂粒子（デイや 督 通 にぷ い沸 拉 色 体郎キャリバー形 中津式

オ層

過文轟中地

無文漢鋳 イト 石英など）含む ～褐灰色 外：ナデ

内：条痕

図 6 7 － 1 1 8 Å6 G r 魔女土器 口陸郁 微 妙粒 子－ 3 m m 大の砂粒 密通 外 ；にぷい栄位 水平日放 中津式

1 D 層 顛文深鉢 7．O X 6 ．0 角 子 （石英 ・デイサイト角閃 石・ 褐色 外；ナデ

縄文集中地 金雲母など）含む 内：灰顔色 内；粂痕一→一 郎ナデ

図 6 7 － 1 1 9 A 8 G r 縄文土灘 胴 部　 8、0×6．0角 1～ 3 m m 大の砂 艶子（デイサ 普通 にぷい顛橙色 外 ご観施なナデ 内面におこげ付着

1 0 層

縄文顔 中地

顛文耗鉾 イト石英など）含む 内；粂感→一翻粗鰻なナデ 中津式

日C年 代珊定拭耕

図 6 7 －ユ2 0 A 8 G r 縄文土壌 靡 部　 6．0×6．0角 1～ 3汀‖重大の砂粒 子（デイサ 普通 外 ；捜色 外；ナデ 中津式

オ煽

碗文顔 中地

顛文深鉢 イト 石 英 ・角 閃石な ど）含

む

内 ：にぷい 舞橙

色 一掬灰色

内：発癌→一画ナデ

図 6 7 －1 2 1 A 6 G l・ 親文土台 飼 如　 6、0×5．0角 級 砂粒 子～短冊 大の砂故 密通 外 ；にぷい東榎 外 ；ナデ 中溶式

1 0 屠

級文典 中地

顛文禄鉢 子 （石英 ・デイサイトなど）含

む

色

内：発灰色

内：発癌→一部ナデ

図 8 8 －ユ2之 A 8 G r 韻文土凝 口径　 2 9 ．6 ユ～如澗大の砂粒 子（石英 や や 外 ；にぷ い赤褐 波状口銀　　　 体部キャリバー形 中津式

1 0 層 顛文濱鉢 口線都～熔解上半 ・デイサイト角閃石 ・金 雲母 不良 色 外 ：ナデ

親 文典 中地 ユ／7番 など）含む 内 ：にぷい糞褐

色

内：ナデ

図 6 8 － 1 z 3 A 6 G r 縄文土暑 口径 ．2 9．1 線砂粒子 ～ 2m m 大の砂粒 普通 外 ：にぷい頻＿褐 漆状 日録 中津式

1 0 屈 寮文渓鉢 口綾部　 l／8存 子 （デイサイト石英 ・角閃石 色 外 ；ナデ

縄文顔 中地 など）含む 内 ：洩喪灰色 内：ナデ

図 8 8 －ユ2 4 A 6 G r 鏑文士告 口趣部 蝕砂粒子 ～ 4m ロ】大の砂粒 好適 外 ：褐色 水 平 口凌　　　　 体肺キャリバー 形 中津式

オ屈

縄文幾 中盤

無文挟鉢 10．5 X 8．5角 子（デイサイト石英 ・角閃石

など〉含む

内 ；明灰褐色 外 ：ナチ′

内；ナデ

図 6 8 － 1 2 5 Å 6 G r 楓文土器 口陸釦 1～ 4 m m 大の砂敦子 （石英 督通 に ぷい 東榎 色 水平 口諒 中津式

1 0 屈

楓文典 中地

顛文深鍵 6．5× 6．0角 ・デイサイト角閃 石など）含

む

～灰斉拇色 外 ：細いナデ

内 ：細いナデ

図 6 8 － 1 2 6 A 6 G r 縄 文土器 口径　 2 3．0 緻砂教子 ～ 3肌用大の砂粒 やや にぷい黄褐色 水平 日録 臼腹部や や下位 に

1 0 層 顛文採鉢 日録郎　 lノ7存 子（石英・デイサイト長石 ・角 不良 外 ：ナデ 穿孔あり

脇丈尭 中也 関石など）含む 内 ：ナデ 中津式

国 6 8 － 1 z 7 A 6 G r 韻文土曹 口径　 2 5．8 1 ～ 3 m m 大の砂敦子 （石 英 やや にぷい舞拉色 水平 良縁 中津式

10 層

．魔文磯 中也

無丈採録 臼歯部　 1／7存 ・デイサイトなど）含む 不良 外 ：ナデ

内 ：ナデ



挿図薗骨 出土地点 薗　 別

屠　 薗

計蘭留（叩 ・g）

親　 藩　 率

月軒　　 士 盤戚 色！ ’囲 威　厳・固　唾 ・安　換 歯　　 尊

図 6か一日ほ A 8 G r 縄文 土．告 日録郎 1・、3 m m 大の砂粒子 （デイす 普通 外 ：にぷ い糞拉 水平臼練 中溶式

1 0 庵

鏑文典中地

顛文函 鉢 7．O X 5 ．5 角 イト石英なの 含む 色

内 ；灰発色

外 ：ナデ

内 ：ナデ

図 6 8 －ユ2 9 A 6 G r 磯 文士麿 口線画 】～加潤 大の砂粒子（石英 督通 灰顔色 永 平日趣 中津式

1 0 層

縄文姦中地

顛文溌鉢 4．0×3．5角 ・デ イサイト 角閃石な ど）含

む

外 ；ナデ

内；ナデ

図 6 8 － 1 3 0 Å6 G r 歳文士暑 ロ綾部 微妙敦子～ 2 m m 大の砂観 啓通 にぷい浄橙色 水平 口蝕 中津式

エ層

醜女衆中地

節丈繚鍵 4．0×3．5角 子（石英 ・デイサイト角閃石

など）含む

外 ：ナデ

内 ；ナデ

図 6 8 － 1 3 1 A 8 G r 韻文土靡 厨郎 故紗粒子～ 7 m m 大の砂粒 督通 外 ；にぷい東褐 外 ；ナデ 中溶式

1 0 腰

縄文集 中地

照文蘭鋳 10 ．0 ×5 ．5 角 早 く石英イデイサ打など）含

む

色

内：暗灰爽色

内 ：ナデ

図 6 8 － 1 3 2 A 6 G r 姐文士恐 厨翻 緻砂敏 子～ 5 m m 大の砂鍵 密通 外 乙にぷ い鹿色 外 ：ナデ 申溶式

カ腰

縄文集中地

鱒文探鉢 1 1．0 ×1 1．0角 早くデイサイト石英なの 含

む

内；灰資褐色 内 ；ナデ

図 6 8 － 1 3 3 A 6 G r 縄文土凄 胴部 餞 砂艶 子～ 2 m m 大 の砂激 普通 橙色～淡顔色 外：ナデ 中津式

コニ腰

楓文免中地

無文楳鉢 1 0．0 ×7．0 角 子け rイサイト石英 ・角閃 石

など）含む

内：ナデ

図 6 8 － 1 3 4 A 6 G r 穐 文士尊 脚部　 7．0×5．5角 1～ 5rn m 大の砂密子（デイサ 普通 外 ；橙色 外：ナデ 中津式

オ瀾

縄文集中地

顛文 辣鉢 1イト石英など）含む 内；抱灰 色 内：ナデ

図 6 9 －ユ3 5 A e G r 魔文士醇 周密　 6．O X 4 ．0 角 1 ～ 3m m 大の砂粒子 （石其 啓適 にぷい韓色～ 外：ナデ 中浄式

1 0 層

縄文集中地

鰊文深鉢 ・デ イサイト角 閃石など）含

む

灰顛拉褐色 内；ナデ

国 6 9 － 1 3 8 Å6 G r 韻文 土著 飼都　 7．O X 5．0 角 微妙粒子～ 2斤目刀大の砂粒 魯 迅 外 ；にぷ い顛塵 外 ：ナデ 中歯式

1 0 腰

緒文典中盤

無文凍鉢 子 （デイサイト石英 ・角閃石

など）含 む

色

内：灰発色

内；ナデ

図6 9 －ユ3 7 A 6 G r 績文士単 胴郎　 4．0× 4，0角 】～血潮大の砂敦子（デイサ 督過 輿簿色 ～海亀 外 ：ナデ 中線式

エ屑

縄 文集 中地

簿丈漆姉 イト石英 など）含む 内；ナデ

図 5 9 － 1 3 8 Å5 G r 縄文土昏 日録節 l～3 m 駄犬の砂粒子（デイサ 督通 外 ：にぷい密褐

色

内 ；灰顛褐色

波状口録 中津式

オ確

楓文集 中地

索女波韓 14．0 ×8 ．5 角 イト 石英 ・花 園藩など）含

む

外、：ミがキ紬 歯部付近は餐療→ ミがキ）

内；条療

図 6 9 －ユ3 9 A 5 G r 縄文土塵 胴部　 8．5× 4．5角 微妙粒 子～’短皿太の砂粒 歯過 外 ：にぷい褐 色 体密キヤツパー形 中溶式

1 0 雇

姐文典 中地

一癖女傑鉢 子 石其 ・デ丹 イト角 閃石

など）食む

内：褐灰色 外 ：ミがキ

内ニケス㌣（R L ）→すデ

図 6 9 － 1 4 0 A 8 G r 磯文士層 厨 翻　 9．O X 6．0角 1～ 3 m m 大の砂教 子（デイサ 密通 こぷ い贅密 色 外 ：ケス’舛 RL 〉 中津式

1 0 膚

縄文集 中地

無文政鉢 イト石英 ・角 閃石・蜃石な

ど）含む

～盤色 内 ；ケスーリ（Ln ？〉→亀いすデ

図 6 9 － 1 4 1 A 6 G r 縄文土尊 飼卸　 ．5 X ．咽 緻砂敏 子～ 4t汀的大の紗殴 密通 簿 灰色 ～ にぷ 外 ；ケス’リ（p U ） 中溶式

1 0 層

凝文轟中地

顛文慄鉢 子（石英 ▼デイサイト角閃 石

など）含む

い冷色 内 ：ナデ

図 8 9 －ユ4 2 A 8 G r 線文士単 口綾部 1～舶皿大 の砂教 子（デイサ やや 外 ；灰 薗 褐 色 俸密キャリバー形 中津式

カ眉

薗文典中地

節丈跨鉢 9．O X 6．5角 イト石英 ・角 閃石 など）含

む

不良 ～ にぷ い粛 魔

色

内：灰白色

内外 ユ詞塵不明

図 6 9 － 1 4 3 A 6 G r 週 文士患 口慈　 20 ．6 撤砂粒子 ～2 m m 大の砂粒 や や 橙色 ～ 明寅 灰 波状 口線 中溶式

1 0 層

縄文集中地

魚 文潔鍵 口鹿部 1／9存 子（デイサイト 石英 ▼角閃石

など）含む

不良 裡色 外ご窟整不明

内；熟慮

函 6 9 －エ4 4 A 6 G r 縄文 土暑 日録噺 浄砂教子 ？2 m m 大の砂粒 薗適 外 ；にぷい贅盤 水平日放 中捧式

1 0 層

線文典中地

無文浣鉢 6．5×6，0角 子（デイサイト 石英など）食

む

褐色

内：にぷい灰 発

色

内外；飼盤不明

函 6 8 －1 4 5 A 6 G r 縄文土器 靡如 掛砂粒子～ 3汀欄大の砂粒 督通 外 ：にぷい榎色 外；最盛 中溶式

ユ0屠

場文集中地

顛文涙鉢 13 ．5 X 9 ．0角 子（デイサイト石英 ・角閃石

など）含む

一県褐 色

内 ；灰 白色

内ヱ調整不明

図 6 9 － 1 4 8 Å6 G r 縞文士患 胴部　 8．5 X 5 ．5角 徴砂教子～ 4 m m 大の砂粒 や や 外 ：嘘 色 ～淡 外：ナデ 中津式

カ溜

凝文典中嶋

顛文淫鉢 子（デイサイト石英．角閃石

など）含む

不 良 発色

内 ：にぷい蛮拉

色

内：圃盤不明

図 7 0 － 14 7 A 6 G r 碗文士想 日渡　 3 2．0 徽砂教子～紬 m 大の砂艶 良好 外 ：顔褐色 水平口蹟　　　 体部皿形 中溶式

1 0 層

腐文典 中地

顛文該鉢 体如上 半 1／ヰ存 子く石其 ・貴石 ・角 閃石な

ど）含む

内 ：束橙色 内外 ：ミがキ

団 7 0 －ユ4 8 A 6 G r 親文士澄 口径　 2 7．2 陶砂敦子～ 2 m m 大の砂粒 密通 外 ；麻縄色 水 平日録　　　 鮮部ボウル形 中津式

1 0 腰

縄丈集中地

無丈洩鉢 口聴蘭 ～俸部

1！15存

子（石英・若 干の金霊母な

ど）含む

内：灰色 内外 ；ミがキ

9

挿図番 号 出土地点 種　 別

巻　 線

計泡薗（cm tg）

残　 存　 率

臆　　 土 焼成 色　　 溺 成 形▼溺　 盤、文 様 健　　 卑

図 7 0 － 1 4 9 A 5 G r 穐文士一審 口径　 17．4 王m m 大の砂澄子 （石英 ・角 や や 灰角樽色 水平 日録　　　 鮮郎ボウル形 中浄式

オ層

親文典 中地

顛文洩鉢 休部　 1／8存 閃 石な ど）及 び蜜 予 め金

雲母含む

不良 内外 ；ミがキ

図 7 0 －1 5 0 A 6 G l・ 縄文土暑 口線 画 督通微妙滋 子～ 2m m 大の砂粒 鼎 褐色 ～灰 頚 水 平口繰　　　 俸部ボウル形 中津式

1 0 眉

濁文集中地

寮文洩鉢 4．5 ×4．5角 予行 ’イサイト石 英など）含

む

褐色 内外 ；ミがキ

図 7 0 － 1 5 1 A 巧G r 鈎文士潜 層 郎　 8．0 ×5．0角 1 m m 以下の砂粒子（石英・ 良好 に ぷい 興色 ～ 鉢部皿形 中溶 式

ユ0層

縄文奥中地

麻丈洩鉢 デイサ打など）含 む 暗費灰褐色 内外 ；ミがキ

図7 0 －ユ6 z A 6 G r 縄文土．審 駒郎 1～抽欄大の砂浪子 （デイサ 普通 灰 粛褐 色 ～斉 底 部と鮮脚の境 は不明瞭 中津式

干潮

親文典 中嶋

索文洩鉢 9．5×5．5角 イト石英 t長 石など）含む 細色 内外 ：ミがキ

図 7 0 －1 5 3 A 8 G r 縞文士書 俸郎 ～底如 l～加 m大の砂粒子 （デイサ 普通 外 ：にぷい資拉 平底 中津式

ユ0層

鍋 文典中地

経文洩鉢 6．0 ×4，0角 イト石英など）含む 色～灰黄褐色

内 ：褐色

内外 ：ミがキ

図 7 0 － 1 5 4 A 6 G r 縄文土器 日雀　 2 9．0 1 ～ 3m m 大 の砂粒 子（デイサ 普通 外 ：拉 亀 ～ 灰 水 平口録　　　 鮮部ボウル形 内面にスス付瀞

1 0 屠 癖文洩蝉 復 元跨高　 1 4．0 イト石英など）含む 顔褐色 平底 中溶式

縄文発 中地 慮擾　 9．0

1／5 存

内 ；灰 白色 ～

黒褐色

外 ：粂痕→ナデーケス‘リ（RL 〉

底 面；粗緒なナデ

内 ：条痕 1軋姥なすデ

図 7 0 － 1 5 5 A 6 G r 縄文土．常 口鹿部 1 m m 大の砂粒 子（石英 ・喪 密通 外 ：にぷい橙色 水平 口靡 中津式

1 0 層

属 文顔 中地

麻文銀鈴 5．5× 3．5角 石など）含む ～褐灰色

内 ；黄灰色

外 ：条癖一一都ナデ

内 ；粂痕

図 7 0 － 1 5 6 A 6 G r 魔 女土恩 厨蘭　 6．0× 3，5角 ユ～ 2m m 大 の砂教子 （石英 や や 外 ユにぷい演題 俸部ボウル形 中繚式

コニ層

嫡文典中地

顛文洩鉢 1デイサ′仕など）含 む 不良 色

内；細灰色

外 ；ナデ

内 ；泰盛

図 7 1 － 1 5 7 A 6 G r 親文士蜃 産後　 9．0 1 ～ 4m m 大 の砂粒子 （石英 や や 暗灰色 上 げ底 中溶式

1 0 層

親文典 中地

虚 蜘 底細　 3／4存 ・デイサイトなど）含 む 不良 外 ・底面：ナデ

内 ；粗雑なナデ

図 7 1 －ユ5 8 A 6 G r 縄文土唐 底径　 9．4 1 ～ 3m m 大の砂粒干 （石英 やや 外；橙色 上げ底 中津式

1 0 層

鴇文典中地

底部 偉効 下位 ～底部

1ノ6存

・デイサ有なの 食む 不良 内 ：灰白色 外 ・底面 ：ナデ

内 ：条療→ナデ

図 7 1 － 1 5 9 A 6 G r 魔 丈土壌 慮径　 5．6 1 ～ 3 m 粗大の砂教子 （石 英 書通 灰黄色～櫨色 上げ底 中津式

カ層

親文顔中地

虚癖 底部． 1！3存 ・デ イサイト 角閃 石など）含

む

外 ；ミがキ？

底面 ：ナデ

内 ：衆痕－ヰナデ

図 7 1 － 1 6 0 A 6 C r 趨文士．辞 塵饉： 9．0 1 ～ 3m m 大 の砂粒子く石 英 密通 外こ灰 斉色 上げ底 中泳式

1 0 層

縄文鬼中地

底部 底釦　 1／8存 ・デイサイトなど）含む 内：典灰色 外 ：クテナデ・ヨコナデ

底面：ナデ

内 ：条感 →ナデ

図 7 1 － 1 6 1 A O G r 鴻文士患 底鐘　 8．0 1 ～4 m m 大の砂粒子（石英 や や にぷい資塩島 上げ底 中鉢式

凝位不明

風文典中地

底部 底部 1′2存 ・デイサ小など）含む 不良 内外；桑痕→ナデ

底面；ナデ

図 7ユー 1 8 2 A 6 G r 親文土普 庭径　 7．0 ユ～3ロ1m 大 の砂地子（石英 普通 灰白色 上げ底 中津式

1 0 凝

視文数中地

底紡 底部　 1ハ 2存 ・デイサイト 角閃 石など）含

む

内外・底面：ナデ

図 7 1 － 1 6 3 A 8 G r 親文士思 定番　 8、8 緻 砂粒 千一 2江＝n大の砂粗 啓適 賓灰 褐色 ～孫 上げ底 中溶式

1 0 膚

親文典車地

底部 底部　 3／4存 子 （石英 ・デ イサイト角閃石

など）含む

絡色 内外一底面：ナデ

図 7 1 － 1 6 4 A 6 G r 娩文士恩 應鍾　 7．ユ 1～ 3【u腋大の砂飽子（デイサ や や 外 ；明 爵 位穐 上げ底 中津式

オ腰

縄文典 中地

底部 底部　 3／4存 イト石英な ど）や や多く含

む

不良 色

内 ：拇 色 ～熟

褐 色

内外．底面；ナデ

図 7 1 － 1 6 6 A 6 G r 鞠文士摩 底径　 日．0 ユ～ 5 m m 大の砂粒 子（デイサ 普通 外 ：灰頗褐色 上げ底 中捧式

オ層

親文典 中地

底部 底部　 ユ／5存 イト石英 など）含む 内 ；にぷい斉拉

色

内外・底面：ナデ

図 7 1 － 1 6 6 Å6 G r 凋文士署 慮径　 13．0 い－6 m m 大の砂組 子（デイサ 普通 外 ：浅薄色 上げ底 中津式

オ層

喝文典 中地

底如 應如　 1／2存 イト石英など）含む 内 ：爵褐色 内外 1底面：祖鰻なナデ

図 7 1 － 1 6 7 A 6 G r 絢文土屠 鹿渡　 9、0 徴砂敏 子～ 4 m m 大の砂粒 や や 外 ：灰斉色 上げ底 中津式

1 0 眉

嫡 丈顔 中地

底部 底部　 l／烏存 子（デイサイト石英 ・角 閃石

など）含む

不良 内 ：爽灰色 外 ・底面：奴幾なナデ

内 こナデ

図 7 1 － 1 6 8 Å 6 G r 碗 文士屠 底蓬　 1 4．2 致砂艶 子～ 9m m 大の砂放 や や 外 ：灰斉褐色 凹 底 中捧式

1 0 腰 底 部 熔解 下位～庭師 子（石英 ・デイサイtなど）含 不良 内 ：潤色 外 ；粂癌→経緯なナデ

親文典 中地 1ノ8裔 む 底面 ：放線なナデ

内 ：免疲→一郎ナデ



挿図番号 出土地点 薗　 到

単　 極

計測蜜（c打1・g）

幾　 存　 率

叫、瀞　　 土 焼成 二色　　 調 成　 形Ⅰ溺　 盤・文 様 磯　　 考

図 7 1 －ユ5 9 A 8 G r 碑文 土器 庭径　 9．4 h 潤大の砂艶子く石英一㌢ 密通 贋 灰色 田鹿 中津式

1 0 濁

縄文集中地

底部 底部　 2／3存 イサイト長 石など）含む 内外：灸痕→ 一郎ナデ

底面；ナデ

図 7 1 －ユ7 0 A 8 G l・ 姐文 士思 底径　 11 ．7 ユ～短沌火の砂敦子（石英 昏通 外 ；後色 凹庭 中泣式

エ層

縄文嶺中地

底部 底部　 1／5存 ・デイサイト最石など〉含む 内 ：舞褐 色 一

県褐色

外・底面 ：ナデ

内；桑痕，ナデ

図 7 1 － 1 7 1 A 6 G r 姻文土器 底径　 10 ．z 1 ～ヰm rn大の砂粒子 （石英 昏通 外 ：灰薗褐色 凹底 中津式

エ層

楓文典中砲

底細 体釦下位～底部

1／8存

Ⅰデ イサイト角 閃石など）や

や多く含む

内 ：明 薗 褐 色

～に ぷい 素 腹

色

内外・底面：ナデ

‾図 7 1 － 1 7 2 A 6 G r 地文土螢 底径　 9．0 い｝3m m 大の砂粒子 （石英 良好 顔 褐 色 ～改 発 凹底 中津式

1 0 周

凝文典 中地

盛蹄 底部　 1／5存 ▼デけ ′仕など）含む 色 内外・底面；ナデ

図 7 1 － 1 7 3 A 6 G r 轟文士譜 慮径　 7．4 撒砂粒子～有m l大の砂粒 好適 に ぷ い顛 橙色 凹慮

内外 ・底面：ナデ

中藤式

1 0 腰

縄文典 中地

底鄭 底部 1！2存 子（デイサイト石英 など）含

む ・

～褐灰色

図 7 1 － 1 7 4 A 6 G r 周文土器 慮径　 9．ユ 1～ 2m m 大 の砂 粒子（石英 や や 灰黄色 園庭 中藤式

1 0 滴 底部 体如下位 1／2存 ・デイサイトなの 多く、また著 不 良 外・・底面：ナデ？

風 文典 中地 底部　 ほぼ克 千 の角閃石を含む 内；園盤不明

図 7 ユー 1 7 5 A 6 G r ． 親文土器 底径　 8．0 1 ～ 3m m 大 の砂地 子（石英 や や 外 ；にぷい橙色 凹底 中藤式

オ層 底部 底部　 l／8存 ・デイサイト 角閃石な ど）や 不 良 内 ；にぷ い舜拉 外，底面：調整不明

親文典 中也 や 多く含む 色 ～灰簸色 内：衆感

図 7 1 － 1 7 6 A 6 G r 縄文土讃 慮径　 10 ．2 1・－4m m 大の砂粒干 （デイサ や や にぷい喪敗色 田鹿 中津式

オ腐

醜丈衆 中地

底部 底部 iノ3存 イト石其など）含む 不 良 外 ・底面；ナデ

内：調整不明

図 7 1 － 1 7 7 A 6 G r 縄文土瀞 威亀　 8．9 ユー 5 m m 大の砂粒子 げ．イサ 昏通 外 ；開 祖 灰 色 凹塵

外 ・底面；痢盤不明

中藤式

1 0 層 底部 底藤　 色／5存 イト石英 1角 閃石など）や ～淡赤橙色

縄文顛 中地 や 多く含む 内 ：灰 一色～ 灰

白色

内：粗いナデ

図 7 ユー 1 7 8 A 6 G r 鍋文士腰 威径． 日用 1m m 大の砂粒子（石英 ・デ －やや 外 ：拉 色 ㌣ に 凹底 中津式

コこ層

縄文集中地

底部 底部 1／4存 イサイトなど）多く、また薯 千

の角閃石を含む

不良 ぷい黄恕色

内 ：灰 白・色 ～

明黄褐色

内外 ・底面：園裟不明

図 7 1 －ユ7 9 A 8 G r 縄文 土．器 底毎　 ‾9．6 1 ～ 2m m 大 の砂銀 子（デイサ 督通 灰色 平底 中溶式

ユ0遍

碑文藤中地

底 如 ． 体紡下位～底部

1／5存

イト石英など）含む 外 ；発癌

底面 ・内：ナデ

図 7 1 － 1 8 0 Å5 G r 縄文土筆 底在　 り．6 1 ～ 3m 駄犬の砂教子くデイサ 歯率 外 ：洩 贅 密 色 器塵のくびれ は指ナデによる 中津式

1 0 層 底部 休部下位～底如 イト石英 など）多く含 む ～橙色 平時

縄文集中地 2／3番 内；朗褐色 内外 ・底面 ；ナデ

図 7ユー 1 8 ユ Å6 G r 縄文 土岩 底径　 6．0 徴砂也 子～抽沌大 の砂粒 啓適 外 ：にぷい簿色 平底 中捧式

オ層 底 部 体癖下位～底部 子（デ イサイト石英 など）や ～鼎褐色 内外▼底面 ：ナデ

磯文典中地 （浅鉢？） 1／7存 や多く含む 内；橙色

図 7 1 車 1 8 2 A 8 G r 施文 士思 底各　 色．0 1 ～如Im 大の砂粒子（石英 普通 灰白色 平底

内外 ・底 面：倒盤不明

中津式

　オ盛

観文典中地

底部

（洩鉢 ？）

底部 】／4存 ・花崗岩 ・デ イサイトなど）含

む

図 7 1 － 1 8 3 A 8 G r 通文 士．静 庭径　 9．6 撤砂粒テ ～加川大 の砂粒 督通 外：にぷい密色’平底 中趣式

1 0 層 底部 体部下位～底部 子（石 英・デ イサイト長 石な 内：柘淘色 内外 ：ミがキ

親文典車地 （洩鉢？） 1／8存 ど）含む 底面 ：調整不明

図 7 8 －1 8 4 Å6 G r 属 文士署 徴砂敦子 ～ 4m rn大 の砂粒 密通 にぷ い束鹿色 水 平日放　　　 体郎キャリバー形 中捧式

オ固 小型深鉢 慮径（184 －2 〉　8．7 予（デ イサイト石英 なの 含 平底

浄文典中地 口線郎（184－1）

1／1 1存

底顧（ユ84 －2）

1ノ自存

む 内外 ・底面 ：ナデ

図 7合一 1 8 5 A 6 G r 縄文 土・詳 ロ線画 1～ 2 m 腋大の砂艶子（石英 普通 外；簸灰 色 水平 口線 中藤式

1 0 編

集文集中地

小型鉢 3．5× 2．8角 1デイサ小など）含む 内：灰顔色， ． 外 ：ナデ→ 洗顔

内 ：粂療→ナデ

図 7 z － 1 8 6 A 6 G r 楓文 士歯 頭部径 14 ．0 1 ～ 3 m 腋大の砂粒子（石英 ・やや 灰白色 丸底ぎみ の平底 中捧式

エ～オ層 小型鉢 底径　 7．5 ・デイサ在など）多く，また薯 不良 タト底面 ：調整不明

碑文集中地 寧／3存 千の角閃石を含む 内 ；ナデ

図 7 2 － 1 8 7 A 6 G r 突鮮文 土着 日録却 1～ 3m m 大の砂粒予行’イサ 諺滴 橙色 ～灰 爽穐 内外 ：ナデ 無刻 目突寮つ額

エ層

楓文典中地

日放解 4．5× 3．0角 イト石英 など痛 む 色

lu二l

挿 画 番 号 出 土 地 点 題　 別

思　 脅

計 滞 薗 （c m ・g）

残　 存　 率

成　 形 ・調　 整 ・文　 操 倍　　 率

図 4 9 一 ユ C 4 G r 流 紋 岩 現 存 長 1 6．0　　　　 最 大 幅　 王0 ．6　 r 簸 形

S D O 4 打 製 石 井 散 大 厚　 3 ．6　　　　 塵 盤　 6 2け 右 鋼 線 ：般 打 → 研 層

⑥ 層 基 酪 欠 級 左 側 級 ：巌 打

図 4 9 － 2 C 8 G r 流 紋 岩 長 さ　 ユ2．7　　　　 最 大 樽　 1 3 ．5 裏 面 義 郎 の 加 工 は 再 加 工 か 喪 凄 面 と も 摩 滅 痕 あ り（特 に 裏 面

S l〕0 8 大 型 石 包 丁 悌 石 器 褒 大 牒 ： 2 ．1　　　　 薗 量　 3 7 5

鬼 形 品

の 面 嶺 が 広 い ）

図 4 9 － 3 C 9 G r 流 紋 岩 現 存 畏　 1 2．1　　　 現 存 堵　 3 ．6 荒 研 ぎ ・中 研 ぎ ・仕 上 げ 研 ぎ 面 あ

S D O 8 庭 石 厚 さ　 2 ．0　　　　 薗 盈　 1 1 1

大 観 品

り

図 4 9 － 4 A 9 G r 絃 鍍 岩 貴 さ　 8 ．5　　　　　 堵　 8 ．0 上 下 左 右 辺 の 中 央 部 に 操 り が 入 る ・ 打 製 石 井 の 富永 使 用 か

S X O 2 石 鍵 ？ 敢 大 塔　 3 ．5　　　　 薗 薗　 2 6 0

鬼 形 品

図 4 9 － 5 A l O G r 安 山 岩 ～ 玄 武 岩 寅 の 質 入 現 存 蚤　 3 ．4　　　　 現 存 汲 大 緒　 3 ．2 乳 棒 状 と 患 わ れ る

S X O 3 岩

麿 盤 石 斧

現 存 最 大 厚　 2 ．5　　　　 蛮 盈　 2 8．5

基 部

図 4 9 － 6 D 3 G r・ 鼎 噴 石 長 さ　 2 ．8　　　　　 輯　 1 ．7

S D 2 4 楔 形 石 器 簸 大 厚　 1．3　　　　　 感 激　 4

尭 形 晶

図 4 9 － 7 C l O G r 鼎 噴 石 長 さ　 2 ．2　　　　　 緒　 2 ．0

S D 4 0

底 面 直

線 形 石 普 最 大 厚　 0 ．8　　　　 度 亜　 3 ．5

鬼 形 晶

図 4 9 － 8 C l O G r ：珪 酸 岩 （玉 髄 ） 長 さ　 8 ．0　　　　　 汲 大 幅　 5 ．8 剥 擬 面 は 醜 打 に よ る もの か

S D 4 0 敵 石 最 大 摩　 5 ，3　　　　　 度 盈　 2 9 5

克 形 品

図 5 0 － 9 B 4 G r 流 紋 岩 長 さ　 1 2．2　　　　 盈 大 幡　 1 2 ．0 ー 側 線 の み 加 工

P 3 石 瀞 嚢 財’ 歯 大 厚　 3 ．4　　　　 度 盤　 4 ユ5

鬼 形 晶

図 4 9 － ユ0 A 5 G r 轟 礎 石 喪 さ　 3 ．2　　　　 線 1 ．ユ

．P 2 加 工 感 あ る 剥 片 薗 大 塔　 0 ．8　　　　 露 盤 ． 1 ．6

尭 形 品

囲 5 0 － 1 1 D 5 G r 流 紋 岩 ～ デ イ サ イ ト 遵 さ　 9 ．1　　　　 螢 大 幅　 1 3 ．1 基 部 は 人 工 的 に 折 半 さ れ た よ うな き 来 賓 面 と も 摩 滅 痕 あ り

P l 打 製 石 斧 の 2 次 使 用 培 大 厚　 2 、2　　　　 度 盈　 1 9 8

克 形 品

れ い な 断 面 で 、稜 線 は 鋭 利 で は な

い

図 5 0 － 1 z C 9 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 歯 長 さ　 5 ．1　　　　 最 大 醇　 3．6

P 3 加 工 痕 あ る 剥 片 簸 大 醇　 0 ，5　　　　 塵 量　 ユ0 ．5

鬼 膨 品

図 5 0 － 1 3 ヨ 6 G r 沈 毅 岩 ～ 安 山 岩 現 存 度 ‘1 0．2　　　　 堵　 8 ．4 片 面 に 研 磨

土 凄 輿 頚 平 石 辟 さ　 2 ．5　　　　 度 蕊　 3 5 5

下 部 欠 級

図 5 ユ ー l B 4 G l・ 塩 遊 牧 片 岩 現 存 貴　 9 ．7　　　　 現 存 鹿 大 儀　 3．5

3 周 太 型 始 刃 石 斧 現 存 最 大 犀　 4 ．7　　　　　 蜜 盈　 1 8 1

刃 部

駁 5 1 － z Å 8 G r 玄 武 潜 現 存 艮　 5 ．9　　　　 現 存 敢 太 線　 3．9

3 丑 屈 大 型 始 刃 石 斧 曳 存 牒 ： 3 ．1　　　　 露 盤　 9 2 ．5

基 部

函 5 1 － 3 D 7 G r 塩 基 健 片 岩 現 存 長　 4 ．8　　　　 現 存 紺　 5 ．3

3 B 屈 密 麒 石 斧

（大 型 蛤 刃 石 斧 ）

現 存 厚　 1 ，2　　　　　 度 盈　 4 2

体 郁

図 5 1 － 4 A 5 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 蚤　 6 ．8　　　　 現 存 盈 大 幅　 6．7 分 銅 形

3 屈 打 製 石 斧 螢 大 塔　 2 ，g　　　　 露 盤　 1 1 7

刃 郎 欠 親

図 5 1 － 5 8 8 G r 嵐 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 長　 1 4 ．1　　　 汲 大 樹 1 2．4 分 銅 形

4 層 上 面 打 麒 石 簿 簸 大 厚　 3 ．5　　　　 度 盈　 5 7 5

刃 郎 欠 親

図 5 1 － 6 D 5 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 長　 ユ5．0　　　　 現 存 汲 大 幅　 8 ．7 線 形 貰 面 に 膚 減 痕 あ り

3 C 凝 打 製 石 斧 扱 大 厚　 3 ．3　　　　　 過 激　 4 8 5

刃 郎 欠 損

右 側 録 中 央 は 緻 打 に よ る 成 形

左 側 線 刃 榔 寄 り に 一 部 赦 打 に よ

る 成 形 あ り

図 5 1 － 7 A 5 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 畏　 1 6 ．2　　　　 現 存 盈 大 幅　 9 ．7 分 銅 形 茎 面 に キ ズ 状 の 研 磨 痕 あ り

3 膚 打 製 石 斧 螢 大 厚　 3．8　　　　　 蜜 蕊 ． 5 6 0

基 部 ・刃 卸 欠 韻

図 5 1 － 8 B 5 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 畏　 1 6 ．8　　　　 藤 大 緒　 7 ．4 し ゃ も じ 形

3 】3膚 打 製 石 斧 敦 夫 厚 ・ 2 ．8　　　　 度 盈　 4 8 0

刃 郎 欠 損



挿図番 号 出土地点 薗　 別

忠　 魂

計 圃藩（C即 g）

残　 存　 率

二　成　 形 ・、図　度 ・文 様 備　　 考

図 5 2 － 9 D 7 G r 滝紋螢 ～東 山潜 現存盈 1有　　　　 現存承大幡　 ・9 裸形

3鼠層 打鍵石斧 現存敢大塔　 2．8　　 ・魔 盈　 3 8 0

遊廓・刃郎欠執

図 5 z － 1 0 A 4 G r 庶放卦 ～安山岩 現存遵　 朋．ユ　　　　 現存衆大麻　 8・0

3 層 打蛍石薄 戯 大坪　 2，7　　　　 虚遜： 4 15

絆部 単分欠親

図 5 2 － 1 1 C lO G r 波紋馨 ～安山岩 現存長 13．4　　　　 現存緒　 6．5 嬉静形 刃都に磨滅痕あり

3層 打鍵 石斧 蟄大厚： 3．2　　　　 題蟄　 3 10

義郎 ・体紡半分欠損

図 5 2 － 1 2 A z G r 流紋岩～安山岩 現存遅　 日．5　　　　 現存薗大路　 用、6 分銅形

3ち層 打鍵石斧 帝大呼・ 3，6　　　　 薗蟄　 3 65

下半部

図 6 8 － 1 3 D 7 G r 洩放岩～安山岩 現存喪　 7．2　　　　 現存教大観　 9．0 衷姦面とも磨滅 痕あり

3 B 層 打製石斧 現存盈大原　 2，4　　　　 度数 1 60

刃郎

弦 5 2 － 1 4 D lO G r 流紋皆～安山岩 現存長　 5．8　　　　 現存緒　 9、8 激甚 面とも磨或感あり（韓に敦薗

3層 打腰 石斧 現存農大厚　 2．4　　　　 虚数 1 5 1

刃廓

は啓しい）

図 5 2 －1 5 B 5 G r 務紋岩～安山岩 現存貴　 5．9　　　　 現存薇大樹　 5、7 攫形

3周 打製 石斧 l現存費大厚　 ．　　　　 塵薗　 H l

基部
凰 5 2 － 1 6 A 7 G r 流放営～安山岩 現存喪　 6，6　　　　 現存敢大堵　 6，0 鹿骨形

3腋層 打麒 石斧 現存蟄大原　 2．4　　　　 薗薗 11 9

基部

図 6 z －ユ7 ． C 3 G r 濠紋岩一乗山裟 現存長　 7．0　　　　 現存液大樹　 7．0 嚢遜面とも感液癖あり

S C 層 打製石斧 現存薗大塔 1．9　　　　 薗盈　 ユ4 5

半解欠嶺

固 5 2 － 1 8 A 6 G r 清放岩～東 山鱒 現存液　 5．4　　　　 現存液大嶺　 6．8

3 B 膚 打麒石斧 現存薗大圏　 2．3　　　　 度蟄　 87

刃痢

図5 3 － 1 9 D A G r 波紋替～安山潜 現存贋　 18 ．4　　　　 蟄大緒　 13 ．6 叢薗刃部及び鰻辺 蹄に磨滅疲あ

3乳濁 打製 石斧 掛大摩　 2．9　　　　 薗盈　 75 5

基部欠扱

り

図 5 3 － 2 0 B 5 G r 清紋岩～安 山岩 現存盈 12 ．6　　　　 汲大晦 1ユ．8 分銅形 部分的に腐薗療あり

3 層 打鍵石斧 農大厚 1．6　　　　 露盤　 30 0

基如・刃 如欠損

図 6 3 － 2 1 D 7 G r 墟放岩～安 山岩 現存贋 11 ．5　　　　 汲大樹 14 ，0 選者研摩療観衆される

3王3屠 打製石斧 最大厚　 2．8　　　　 虚数　 42 5

義郎▼刃部火線

図 5 3 － 2 2 A 4 G r 流紋岩～安 山患 現存蜃　 王4．6　　　　 盈大幡　 8．2

料簡 打製 有季 現存螢大 厚　 乞．4　　　　 薗盈　 36 2

基線欠楓

図 5 3 －－2 3 A a G r 穂波患～安 山岩 現存費 15．0　　　　 液大幡　 8．3

3 カ層 好感石井 汲大将　 2．0　　　　 薗蟄　 28 5

義郎・刃紡欠親

図 5 3 － 2 4 A 5 G r 流放藩～安 山岩 現存度　 ユ3，0．　　　 現存緻大幡　 6．8 短静酵 蜃面刃部及び鹿退部 に摩滅感あ

3層 打製石奔 現存隆大尽 1．5　　　　 薗蟄　 22 0

基部・体部 半分欠親

り

図 5 8 － z 5 3 ～ 6 G r付近 磯波岩～安 山岩 盈大選　 ユ2，8　　　　 現存盈大樹　 6．8 撥形

韓 土中 打感着発 蟄大将 1．5　　　　 蜜盈 16 6

逼部・刃郎欠嶺

図 6 4 － 2 6 か 3 G r 薗紋岩～安 山岩 現存獲 10．0　　　　 級大幡 15，5 衷濱面 とも刃 細はツル ツル の函

3 C 屈 打倒石斧 現存蟄大原 ］．6　　　　 薗盈　 26 0

刃都

洩疲あり．濱 面は醇に啓しく大 き

な剥醸面にも観察される

韻 5 4 － 2 7 D 6 G r 流紋岩～安 山岩 現存長　 8．6　　　　 現存盈大幡　 ユ4．0

3 ：B 魔 釘製石斧 現存鹿大 厚 1，4　　　 底盈　 20 5

基部・休部半分欠損

砲 5 4 － 2 8 A a G r 或放岩～安山岩 現存真　 6，6　　　　 像大槻　 9．2

3 丑層・ 打麒石斧 蟄大犀　 呈．9　　　　 度盤　 1ユ8．5

刃廓

回5 4 － 2 9 A 5 G r 流紋岩～安 山岩 現存展　 7、6　　　　 簸大幡　 9．0

1 ～ 2 濁 打製石斧 現存及大厚 1．6　　　　 慶盈 10 7．5

刃郎

図 6 4 －3 0 A ・－D 薗銀貨～安 山替 現存盈　 6．0　　　　 現存扱大幅 IJ ，2

－1 ～5 G r

韓 土中

打鍵石斧 現存盈大 塔　 ユ，5　　　　 薗量　 86 ，5

刃郎

二・Ll

挿 図 番 号 出 土 地 点 薗　 劉

畢　 確

酔 薗 歯 （c m ・g 〉

痩　 存　 率

成　 形 ・調　 整 ＋ 文 ∵ 韓 歯　　 考

図 6 4 － 3 ユ B 7 G r 液 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 長　 2．g　　　　 現 存 薗 太 線　 5．9 表 凝 面 とも 解 放 感 あ り

3 ち眉 打 製 石 斧 現 存 最 大 摩 1．z　　　　 塵 薗 13

刃 細

図 5 4 － 3 2 B 6 G r 苑 故 岩 ～ 安 山 岩 現 存 長　 6 ．8　　　　 現 存 蟄 大 堵　 8．2

2 層

3層 上 面

打 麒 石 斧 勢 布 教 大 厚 1．9　　　　 度 蟄　 ユ1 2

逐 舶

図 5 4 － 3 3 A 3 G r 流 鍵 岩 ～ 安 山 岩 現 存 貴　 13 ．4　　　　 凝 大 幡 1 1．0

1 ～ z 層 打 製 石 斧 か 9 液 大 原　 2 ．0　　　　 薗 鹿　 2 90

逓 部 ・刃 郁 欠 洩

図 5 4 － 3 4 p 3 G r 耗 紋 岩 ～ 安 山 岩 長 さ　 14 ．8　　　　 盈 大 幡　 6 ．7

1 ・一 之層 石 斧 東 成 晶 簸 大 厚　 ．4　　　　 薗 盤　 銅 7

完 形 晶

函 5 4 － 3 5 D l O G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 鼻　 1 2．0　　　　 現 存 汲 大 幡　 7 ，3

3 五感 石 斧 東 成 晶 現 存 最 大 繹 1 4 ．6　　　　 薗 濠　 39 5

体 翻

図 5 5 － 3 6 A 3 G r 安 山 岩 （サヌカイト） 現 存 長 ・ 6．7　　　　 窺 容 赦 大 紡　 18 ．3 刃 郎 湾 曲

4 層 上 面 スク レ イ ハ ’－ 農 大 厚 1 ．1　　　　 薗 盈　 64

一 側 線 欠 娩

図 5 5 － 3 7 D 5 G r 涯 鮮 碧 ～ 安 山 岩 貴 さ　 7．3　　　　　 慶 大 韓． ユ］．8 刃 郎 や や 湾 曲

3 層 ス ク レ イ ハ ‘－ 重 大 厚　 ユ．8　　　　 度 蟄 153

一 都 欠 襖

図 5 5 － 3 8 8 5 G r 務 紋 蛍 ～ 安 山 潜 貴 さ　 3 ．3　　　　　 蟄 大 将　 4．9 下 線 辺 釦 は 刃 こ ぼ れ 状 を 呈 す る

3 お 題 ス ク レ イ バ ー・－ 汲 大 坪 1 ．1　　　　 度 蟄 17

尭 形 晶

団 5 5 － 3 9 A 6 G r 玉 髄 （珪 貿 岩 ） 長 さ　 5 ．7　　　　 最 大 幅　 4 ，2 下 線 辺 部 は 刃 こ ぼ れ 状 を 呈 す る

3 且 腰 ス ク レ イ ハ ‘－ 薗 大 厚　 2 ．8　　　　 番 薗　 36

克 形 晶

図 5 5 － 4 0 A 8 G r 五 感 （珪 貿 岩 ） 長 さ　 5 ．8　　　　 最 大 鰭　 2 ．5 銀 糸 は 全 て 鋭 利 両 側 線 は 刃 こ ぼ れ 状 を 患 す る

3 丑 腰 スグ レ イ ハ ．－ 螢 大 岸　 ユ．0　　　　 度 盈　 j2 ．5 ．

兜 形 晶

図 6 5 － 4 1 A e G r 黒 曜 石 嚢 さ　 ．1　　　　 螢 大 幡　 4 ．2 下 線 辺 噺 に 薯 千 の 刃 こ ぼ れ 観 痍

3 風 塵 加 工 癌 あ る 剥 片 薗 大 厚　 1．3　　　　 度 盈　 7 ，5

克 形 晶

さ れ る

図 6 5 － 4 2 A 7 G r 級 曜 石 長 さ　 3 ．7　　　　 衆 大 癖　 2 ．0

2 屠 加 工 痕 あ る 剥 片 慶 大 厚　 ユ，3　　　　 度 慶　 7－5

宛 形 晶

匿は 5 － 4 8 Å 5 G r 鼎 噴 石 長 さ　 1．7　　　　 慶 大 緒　 3 ．5 打 撃 面 調 整 剥 片 か も

3 A 濁 剥 片 蟄 大 原　 0，7　　　　　 患 意： 3

一 郎 欠 親

図 5 5 － 4 4 A 6 G r 砂 岩 凄 さ　 9．3　　　　　 盈 大 幡　 7 ，3 衷 面 ：細 か い 緻 打 に よ り整 形 ・研 磨 ス タ ン プ 形 を 星 す る

3 B 腰 癒 着 ・穀 石 敢 大 尽　 3．8　　　　 蜜 盈　 24 5 痕 あ り 平 租 面 に は 旋 用 中 の 椒 打 及 び 研

鬼 形 晶 巫 面　 練 周 に 剖 健 を 施 し て か ら 細 か

い 覿 打 に よ る 整 形 1 研 劇 痛 あ り

贋 療 あ り

図 5 5 － 4 5 C T G r 萬 放 岩 ～ 安 山 藩 ・現 存 痩　 8．0　　　　 現 存 盈 大 輯　 4 ．8 衆 製 面 研 腰

3 王3層 碑 石 ・敲 石 現 存 薇 大 厚　 5．5　　　　 直 感 こ　 2 7 0

ユ／4残 存

側 面 緻 打

図 5 5 － 4 6 A 5 G r 玄 武 岩 現 存 長　 7．7　　　 蟄 大 幡． 7 ．5

3 膚 輝 石 蟄 大 原　 4．8　　　　 度 盛： 3 75

鬼 形 品

図 5 5 － 4 7 B 5 G r 花 崗 岩 現 存 長　 7．0　　　　 現 存 慶 大 緒　 7 ．8

3 瀾 膚 石 現 存 凌 大 厚　 3．8　　　　 度 澄　 2 5 5

1／3残 存

図 5 5 － 4 6 方 5 G r 波 紋 馨 ～ 安 山 岩 現 存 長　 3．1　　　 現 存 蟄 大 幡　 6．5 爛 線 に 叡 打 痕 ？

3 B 腐 腐 石 現 存 最 大 厚　 4．7　　　　 薗 盈　 9 2

破 片

図 5 6 － 4 9 A 4 C r 流 紋 岩 ・～ 安 山 岩 長 さ　 6．7　　　　　 最 大 幅　 6 ．9

z 眉 砥 石 慶 大 厚　 lt5　　　 度 盈　 7 2

完 形 晶

橿15 6 － 5 0 8 6 G r・

3 も 屈 砥 石

現 存 畏　 6．3　　　　 現 存 液 大 幅　 8 ，0

現 存 最 大 厚　 2 ．3　　　　 底 意 ： ：は I．5

半 欠 襖

全 面 研 磨 か ？

図 5 6 － 5 1 3 5 G r 洗 練 岩 ～ 安 山 蓉 現 存 喪　 5．9　　　　 現 存 汲 大 幅　 4 、8

3 層 砥 石 現 存 敢 大 塔　 3．5　　　　 密 度　 1 21

破 片



挿国番号 出土地点 繚　 別

恩　 寵

計膠薗 rc m Ig ）

殊　 存　 率

成　 形亘溺‘盤＋文∵綴 歯　　 卑

図 5 6 －5 2 Å川 G r 乳酸岩～安山岩 現存長 19 ．7　　　 現存盈大幡　 6・2 刃痢榎載窮される

3溺 砥石 現存薗大摩： 4．5　　　　 度数　 5 10

表面の一部残存

図 5 6 －5 3 A l OG r 凝灰岩 貴さ　 4．8　　　　 薇大幡　 4．1 中研ぎ▼仕上げ研 ぎ盃あり

3層 密着 盈大厚　 3．4　　　　 露盤　 75 ．2

鳥形晶

図 5 8 － 5 4 A 5 G r 玉噛（珪質岩） 蓮さ　 3，1　　　 扱大緒　 も8

3 層 石按 螢大庭　 2．2　　　　 度盈　 25 ．5

尭形品

図5 6 － 5 5 C 7 G r 玄武岩野庭入営 長さ　 35 ．7　　　　 盈大 幡　 7．2 形 を整えるため、政打後研盛 した所

3腰 御物石靡 ？ 凌大塔 11 ．8　　　　 度盈　 3 00 0 が観窮される

（祭祀石餞） 宛形 品 轟 面の平坦面は研磨によりつくりだ

されている

図 7 3 － 1 A 6 G r 駅骨 現存長　 8．0　　　　 最大幅　 3．6

10層

凝文典中嶋

関節付近 臆大塔　 2．6　　　　 蜜盈　 2 1

一匪分

図 7 4 － 1 Å 6 G r 鼎圃石 長さ　 1．2　　　　　 敢大幡　 1．2 見場がドリルのように細い

エ懸

絶文典中也

石麟 赴大原　 0，2 5　　　　　 底意： 0．4

基部一郎欠親

図 7 4 － z A 6 G r 流紋岩 ～安山岩 現存貴　 之．4　　　　 現存液大 嘘　 ユ．6

コニ層

磯文顔中地

石麟 蟄大塔　 0．5 5　　　　 薗盈 1．2

先塊細及び蓮如欠楓

団 7 4 －3 ． A 6 G r 鼎噴石 憂さ　 L l　　　　 蟄大樹　 1．7 上級 辺都に刃壊れ痕が明瞭

コL層

縄文集中地

横形石・監 最大牒： 0．4　　　　 度盈　 0．5

鬼形晶

図 7 4 －4 A 6 G r 罷噴 石 長さ　 1，4　　　　 節大幡　 2」 上下再録辺都に刃漁れ痕 あり

コこ腰

縄文集 中地

裸形石器 緻大厚　 0，7　　　　 薗蟄　 1．6

尭形晶

図 7 4 －5 A 6 G r 熟曜石 畏き 1．0　　　　 現存蟄大 幡　 2．6 何らかの鍵晶のz 次使 用か’？

オ層

縄文輿中地

襖状の鍵用痕ある剥片 蟄大輝　 0．6　　　　 底意　 0．g

一部欠塊

上下縁辺部に刃錬れ避 あり

図 7 4 －6 Å6 G r 玉髄（建賢者） 漫さ　 5．5　　　　 徽大幡　 3．1 下軸 都は平 たくプラットフォームを 両サイドに刃こぼれ状 の小割腹

オ腐 スクレイハ’－ 徽大塔　 1．1　　　　 度 盈　 15

鳥形晶

務し厚みがある 痕 があるのでサイドスクレイ／、．－

か ？級文典中地

図 7 4 －7 A 5 G r 玉髄（珪露替） 長さ　 3．4　　　　 蟄大幡　 2．ユ

エ濁

歳 文顔 中地

加工痕ある剰片 汲大厚 1．2　　　　 蜜盈　 6．5

鬼形晶

図 7 4 － 8 A O G l・ 濠故老～安山岩 廉さ　 10 ，5　　　　　 液大輯　 6，5

エ層

抱文典 中地

加工慮ある剥片 薇大寒　 1．5　　　　 度 盈　 ユ06 ．5

尭形品

図 7 4 － 9 A 6 G r 熟噴石 現存長　 3．1　　　 現存教大幡　 0．9 両側奴に刃こぼれあり

九厨

耗 文典 中地

綻用療ある剥片 現存汲大厚　 0，6　　　　 薗盈 1

上下欠楓

図7 4 －ユ0 A G G r 熟囁石 現存塵　 3．ユ　　　　 扱大幡 1．3 左嘲 諒に刃こぼれ及 びキズ状 の

オ層

渦 文典 中也

使用痕ある剥 片 敦夫厚　 8．6　　　　 盈盈 1．5

下郎欠損

使用痕が明瞭

図7 4 － 1 1 A 6 G r 腐囁石 現存畏　 1．9　　　　 現存蟄大幡　 2．1 縁辺細に綻周痕・刃こぼれあり

オ層

碑 文顔 中地

綬用療ある剥片 現存慶大厚　 0，4　　　　 度盈 1．2

半分欠組

回 7 4 － 1 z A 6 G r 喝璃 長さ　 2．9　　　　 蟄大幡 1．4 河側線に刃こぼれあり

オ雇

縄 文顔 中地

使用痕ある剥片 最大厚　 0．4　　　　 薗蟄 1．．3

宛形品

図 7 4 － 1 3 A e G r 玉醇（珪寮岩） 盈さ　 3．2　　　　 薇大幡　 2．2 右 下歯辺卸に刃こぼれあり

オ層

砲 文顛 中地

使用痕ある剥片 汲大厚　 0．8 5　　　　 度量　 5．5

克形晶

図 7 4 － 1 4 A 6 G r 玉嘘（珪 質岩） 長さ　 3．0　　　　 最大幅　 4．3 右下縁 辺雛は鋭利で刃こぼれあ

10層

親 文典 中地

梗用疲ある剥片 薇大厚： 1，4　　　 度及　 10

尭形晶

り

図 7 4 － 1 5 A 6 G r 玉醇（珪髭岩） 貴さ　 3．4　　　　 衆大輪　 5．ユ 左下液辺 部に刃こぼれ あり（亙面

オ層

親文典 中地

使用感ある剥片 螢大原　 1．0　　　　　 塵象　 16 ．5

克形品

が顕著）

図 7 4 － 1 6 A 6 G r・ 玉疎く珪 欝岩） 貴さ　 3．5　　　　　 液大幅． 4．ユ 右側放題 面に刃こぼれ靡寄

1 0屈

縄 文集 中地

経用痕ある剥片 最大厚　 0．9　　　　　 露盤　 10 ．5

尭形晶

温望

樺 図 ・番 阜 出 土 地 点 薗　 別

藩　 嘘

計 灘 放 c P ・g）

政　 事　 率

成 形 ・圃　 盤 ・丈　 ‥棒 備　　 考

図 7 5 － ユ7 A 6 G r 玉 薗 （珪 質 岩 ） 発 き　 4 ．9　　　　 最 大 緒　 5．2 下 線 辺 恕 壌 面 に 刃 こ ぼ れ あ り

エ 周

属 文 顔 中 地

旋 用 痕 あ る 剥 片 汲 大 坪 1，7　　　　 薗 蟄　 5‘1

鳥 形 晶

図 7 5 － 1 8 A 6 G r 方 解 石 長 さ　 5 ．5　　　　 盈 大 幡　 2 ．7 左 銅 辺 下 腑 に 刃 こ ぼ れ あ り

カ 濁

縄 文 桑 中 也

使 用 感 あ る 剥 片 救 大 厚　 8．8　　　　 題 盈 1 1 ．5

尭 形 晶

図 7 5 － 1 9 A 6 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 長 さ　 4 ．3　　　　 蟄 大 幡　 6 ．6

オ 層

磯 文 典 中 也

剥 片 蟄 大 原　 0．7　　　　 蜜 盈　 1 6 ．5

鬼 形 晶

図 7 5 － z O A 6 G r 鴻 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 艮　 ユ4 ．5　　　　 襲 存 液 大 緒　 7 ．0

1 0濁

鴻 文 典 中 地

虜 石 現 存 簸 大 圏　 5 ．5　　　　 露 盤　 5 4 0

半 分 大 塊

図 7 5 － 2 1 A 6 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 喪　 4 ．0　　　　 現 存 敢 大 槻　 8．5

ユ0屈

縄 文 鍵 中 地

磨 石 現 存 最 大 厚　 3 ．2　　　　 盛 盈 1 4 0

－ 細 分

図 7 5 － 2 2 A 6 G r 安 山 岩 長 さ　 川 ．　　　　　 緻 大 幅　 6 ．2

オ 層

組 文 典 中 地

密 着 ▼敢 石 緻 大 厚　 6 ．5　　　　 度 薗 ‘ 4 7 5

尭 形 晶

図 7 5 － 2 3 A 6 G l・ 凝 灰 岩 長 さ　 9．3　　　　 敦 夫 緒　 5．4

オ 層

轟 文 典 中 地

柾 石 盈 大 輝　 5 ．6　　　　　 度 盈　 2 8 0

尭 形 品

図 7 5 － 2 4 A 6 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 焚 き　 8 ．4　　　　 最 大 緒 ． 5．3

オ 層

楓 文 殊 中 地

緻 石 薇 大 犀　 2．0　　　　　 薗：蟄　 6 5

克 形 晶

図 7 6 － 2 5 A 6 G r 沈 毅 患 ～ 安 山 岩 現 存 畏 1 3 ．5　　　　 現 存 敢 大 幡 l rO．0

オ 層

過 文 典 中 也

石 皿 液 大 厚　 6．5　　　　 塵 量　 1 1 6 0

－ 細 分

図 7 6 － 2 6 A 5 G r 聴 紋 岩 現 存 及 1 0 ．5　　　　 盈 大 幡　 9 ．5

ユ0屠

楓 文 典 中 地

石 皿 慶 大 厚 ， 3．6　　　　 底 意　 4 4 5

一 郎 欠 観
図 7 6 － 2 7 A 6 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 喪　 9．0　　　　 現 存 最 大 幅　 5，1

オ 層

親 文 免 中 地

石 皿 ？ 現 存 赦 大 塔　 4、3　　　　 度 蕊　 1 6 5

一 部 分

図 7 6 － z 8 A 6 G r 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 現 存 及　 3．7　　　　 現 存 貴 大 緒　 5 ．9 裏 面 は 摂 理 面

ユ0層

縄 文 集 中 地

砥 石 ？ 現 存 螢 大 摩： 2．1　　　　 度 蟄　 4 3 ．5

一 部 分

国 7 8 － 2 9 Å 6 G r 歳 故 老 ～ 安 山 岩 現 存 度　 7．4　　　　 蟄 大 醇　 6 ．3

1（）屠

縄 文 発 車 地

打 麒 石 斧 東 成 晶 現 存 汲 大 塔　 3．3　　　　　 薗 盈　 1 7 8

基 部 ・刃 郎 欠 塊

図 7 7 － 3 0 A 6 G r 改 性 質 入 岩 蚤 さ　 7．1　　　　 扱 大 緒　 5．5 裏 面 中 央 部 に 赦 打 痕 あ り

オ 屈

韻 文 食 中 地

石 盤 緻 大 麻　 2．2　　　　 塵 丑　 1 1 7

尭 形 晶

民 け 7 － 3 1 A 6 G r 漉 故 老 ～ 安 山 岩 長 さ　 7．5　　　　　 盈 大 鰐　 6 ．0

エ 潮

風 文 典 中 地 l

石 録 蟄 大 辟： 2．2　　　　　 度 盈　 1 0 6 ．5

鬼 形 晶

図 7 7 － 3 2 A 6 G r 凝 灰 岩 長 さ　 8 ．0　　　　　 鹿 大 樹　 6 ．8

オ 濁

鴻 文 典 中 地

石 録 級 大 原　 2、6　　　　 薗 蟄　 1 8 3

尭 形 晶

図 7 7 － 3 3 A 6 G r 安 山 岩 ～ 玄 武 潜 長 さ　 9 ．1　　　　 最 大 喀　 6 ．2

1 0 眉

楓 文 典 中 地

石 錘 薇 大 塔　 2 ．3　　　　　 薗 盈　 1 9 5

宛 形 晶

図 7 7 － 3 4 A e G r 安 山 岩 ？ 発 き　 7 ．0　　　　 赦 大 賭　 5 ．5

エ 膚

韻 文 集 中 地

石 崖 蟄 大 原　 ．　　　　 盈 盈　 1 封

克 形 晶

図 7 7 － 3 5 A 6 G r 疎 放 岩 ～ 安 山 岩 塵 さ　 7 ．2　　　　 赴 大 幡　 6 ．4

1 0揺

親 文 典 中 地

石 盤 凝 大 塔　 1．0　　　　 塵 盈　 6 7

鳥 形 晶

図 7 7 － 3 6 A 6 G r 火 山 岩 ま た は 凝 灰 岩 ？ 貴 さ　 7 ，8　　　　　 最 大 幅　 6 ．1

コニ屠

親 文 典 中 地

石 庭 放 火 牒 ： 2 ．6　　　 度 蕊　 1 2 6

完 形 晶

図 7 7 － 3 7 A 6 G r 庶 政 歯 ～ 安 山 岩 長 さ　 8 ．3　　　　　 薇 大 幅　 6 ．6

ユ0膚

鼠 文 典 中 也

石 蕗 傲 大 厚　 ユ．8 5　　　　　 度 盈　 9 2

鬼 形 晶

回 7 7 － 3 8 A 6 G l・ 流 紋 岩 ～ 安 山 岩 長 さ　 8 ．2　　　　　 薗 大 幡　 7．6

1 0層

璃 文 典 中 地

石 盤 凝 大 厚　 L 7　　　　　 度 盈　 1 3 6．6

宛 形 晶



挿図尊 号 出土地点 瘡　 別

潜　 薗

計溜薗（cm ・g）

威　 容　 率

成 形・・調　整 ・丈∵醸 備　　 考

図 7 7 － 3 9 Å 6 G r 流紋岩～安 山岩 発き　 7．3　　　　 最大繍　 5、5

10層

親 文典や 地

石轟 穀大 原 1．8　　　　 薗澄　 77 ・5

・鬼形 品

抱 7 7 － 4 0 A 6 G r 流紋岩 ～安 山岩 貴さ　 6．ユ　　　　 蟄大砲　 6．0

オ層

親文典中也

石盤 凌大原　 2．1　　　 薗畳　 ユ05 ．5

完形晶

匡17 8 －4 1 A 6 G r 流紋岩 ～安山潜 遵さ　 5．8　　　　 蟄大繍　 5．2

コに膚

縄文集中地

石燵 簸大厚　 ．　　　　 薗蟄　 購

鬼形晶

図 7 8 －4 2 A 6 G r 流紋岩～安山岩 長さ　 9．4　　　　 盈大幡　 7．1

1 0輝

線文集中地

石碑 汲大厚　 1．4　　　　　 度盈　 1 08 ．5

図 7 8 －4 3 Å6 G r 流紋岩～安山岩 喪さ　 8．6　　　　　 簸大幡　 5、7

ユ0層

渦文典中地

石塵 汲大原　 1．9　　　　　 虚像　 1 20

宛形晶

図 7 8 － 4 4 A 6 G r 滴紋岩～安山岩 長さ　 9．2　　　　　 散大緒　 4．7

オ腰

周文頻 中地

石車 液大原　 1．3　　　　　 度盈　 針

先形晶

図7 8 －4 5 A 8 G r 安山岩 現存畏　 7．0　　　　 現存敢大樹　 5．5

エ膚

鴻 文食 中地

石‘鐘 1現存激大厚　 2．0　　　　 虚数　 93

下半廓欠 損

図 7 8 － 4 6 A 6 G r 歳紋蛍 ～安 山岩 ？ 現存眞　 6．3　　　　 盈太線　 5，5

エ層

磯 文鬼 中也

着 慶 液大溜： 2．0　　　　 塵盈　 53

上半部欠親

図 7 8 － 4 7 A 6 G r 務紋碧～安 山岩 長さ　 5．g　　　　 盈大幅　 6．2

エ層

抱文幾中地

首藤東成 晶？ 及大原　 ユ．4　　　　 虚盈　 52

鳥形晶
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築山遺跡　且区西　土器等
挿図番 号 器　 爾 出土 地点 法敵（cm ） 形協 ・文様 の特徴 主な劉 盤 ① 胎土　 ② 焼成　 ③ 色嗣 鮨　 考

79 － 1 中世 土師 寄 D lユ訂 口径 11．7 欝 蛭は底廓か ら外傾 して立ち 上がる。 口線廓 ・体部 ① 1m m 以下 の砂 枚 を少 し含む 完形 に復元。

杯 土坑 ・t 層 産 経　 7．7

暮 高　 3．5

内外面 ：ナチ

底面　 外面 ：不 明

②や や不良

③浅 黄橙色

79 － 2 中 位土師撥 D 13伊 口径 11．6 岩 壁は底部か ら饉か に内湾 して 立ち上 が 口録部 ・休部 ① l汀皿 以下 の砂粒 を少 し含む 完形 に復元。

坪 土坑 ・l 屑 底 径　 8．6

脾 拓　 3．5

る。 内外面 ：ナチ

底部　 外面 ：不 明

②や や不良

◎浅 薗敗色

79 －3 須 恵恩 B 18鮮 高台篠 目．0 底部 外線に 低い高台 を振 り付 ける。8 牡 底部 ① lj m m 以下の 砂粒を少 し含 反転 綻元。

坪 SX Ol ・1 屠 紀 隆単か ら9 1朗親酢軋 内外前 ：回転 ナチ む　 ②良　 ③灰 白色

幻 － 1 須 恵詳 D ・14gr 不　 明 口録 細は外反 して開 口す る。 口綾部 ①砂 粒をほ とんど含 まず緻 密

磁 併 親 S伽 1 ・上屑 内外両 ：ナチ ②良 ．③灰色

83 － 2 須恵 線 tユー14 伊 不　 明 口緑 部は外反 して開 口す る。 口線部 ①砂 粒をほ とんど含まず繊 密

改 0す薗 S D O巨 下層 内外面 ；ナチ ② 良　 ③灰色

83 － 3 須麗 辞 13－14伊 不　 周 天井 鰍に礫を持つ ．5 位紀 後半。 天井部 1 日縁餌 ① lrnm 以下 の砂礫を少 し含む

杯 蕊 SD Ol ・下屑 内外所 ；ナチ ② 良　 ③灰色

83 － 4 須恵 ＃ 13－14鮮 南 台径 日．0 底部外 線に低 い高台を貼 り付け る。 8 枇 底 紡 ① 1m m 以下 の砂 粒を含 む 反転 復元。

杯 S D Oい l 厨 起未 から 9 位 組酢軋 内外而 ：ナチ ②良　 ③灰色

約 一 5 土師 静 lユー14 伊 不　 明 口線 部は外鱗 して開口す る。凝合 鍵の硬 口練部 ① 1m m 以下 の砂粒を多 く含む

盃 邸 魔 S D Ol ・下層 は斜 め下方に突出 する。 古墳時代 新札 内外面 ：ナヂ ②やや 不良　 ③灰 白色

8〕－ 6 土師暑 13・14伊 不　 明 凝鰍 は広がる。 脚 部 ① 2m rn 以下 の砂磯を含 む 反転復 元。

高杯 S D Oい 下層 内面 ：ケズ リ外 面 ：ナヂ ②やや 不良　 ③ 橙色

8ユー 7 陶磁 簡 13－14訂 高台径 3．9 唐津 系。底絢 に低い露台 を削 り出す 。近 口緑翻 ①砂粒 をあま り含 まず舶

S D Oい 上 層 世． 内外面 ：回転ナチ ②良　 ③にぷ い黄橙色

8コ一・g 陶磁 膿 13－14 訂 不　 明 欝壁 は厚い。 休部 ① 1m m 以下 の砂 粒を少 し含む

摺 り鉢 m 巨 下層 内外面 ：ナデ ②督 通　 ③浅黄 橙色

葛3 － 9 円筒埴 輪 13・14 訂

S D Oい 上層

不　 明 劇画 にタガを貼 り付け る．古墳時代後 胤 胴部

内外面 ；ナヂ

0 3m 以下 の砂顔を含 む

②や や良　 ③ にぷい橙色

和 一・10 円筒埴 輪 13－14 訂

SD Ol ・下層

不　 明 胴部 にタガを貼 り付け る。古墳時代 後乱 胴 部

内外前 ：ナチ

① 3m m 以下 の砂藤をやや 多 く

含む　 ② やや 良　 ③にぷ い橙色

富コー 11 須恵撥 】3・14訂 口径　 20 ．7 頚部か ら外反 して間 口す る4 頭 部 ① 0 ．5m m 以 下の砂 粒を少 し含 反 転復元。

蟄 S抽 内面 ：ナ デ　 外 面 ；パケ む　 ② 良好　 ③ 灰色

88 － 1 須怒灘 Å17伊 郷地径 9 ．6 脚磯部 を下方に 引き出す。 6 位紐 酢軋 坪 紡 ・脚 部 ① 0 ．5 m m 以 下の砂 粒を少 し含 反転 復元。

満杯 S K の ・1 屑 内外両 ；ナヂ む　 ② 良好　 ③灰 色

93 － 1 弥生 土場 B 仕樋 12邸 不　 明 日録 卸は外反 して 開口す る。 戚鰍 は丸 く 口諒部 ①希 に 3m m 大の疎を含む

幾 S 助 い 2 層 収 める。弥生時 代前 期か ら中期的鼠 内外面 ；ナデ ②や や不良　 ③ 洩黄橙色

9 4 － 1 弥生 土俸 A l‘画 不　 明 口線 軸は単純に外 反 して 閉口する。 前期 口綾部　 内外面 ：ナデ ① 2 ．5m m 以 下の砂 疎を非 常に

幾 2－Ⅳ 層 か ら中期酢 乳 胴 如　 内 面 ：ケ ズリ 多 く含 む　 ②普 通　 ③灰 白色

94 － 2 弥生 土辞 C 15醇 不　 明 口泳 部は単純 に外 反 し開 口する。薗 部外 目線部 ・頭部 ① 2m m 以下 の砂礫を含 む

曳 2－Ⅳ厨 面に 4 奥のへ ヲ紺 直線文 を施す。附 軋 内外面 ：ナチ ②瞥 通　 ③ にぷ い黄橙色

94 －－3 弥生 土培 D li詳 不　 明 日放 解は外反 して開 口す る．磯部 に期 日 口扱部　 内外面 ：ナヂ ① 3m 以下 の砂礫を含 む

幾 2－Ⅳ屈 丸 頭部 に爽帯文 ＋効 目文 を施 す。前胤 頭 部　 内面 ；指頭 旺盛 ②普 通　 ③灰 白色

94 －4 弥生 土常 D 14伊 不　 明 口緑 知は外反 して榊 口す る。 蠍 掛 こ期 日 口故知 （D 2 m m 以 下の砂礫を含 む

磯 1 ・2 滴 文 、頸 掛 こ爽 酵文＋対 日文を施す 。約期 内外両 ：ナデ ②昏 通　 ③灰 白色

錮 －5 弥生 土吾 C I5詳 不　 明 ロ緑 地細を外 に折る。頚 知に効 目文 と櫛 日録部 ① 2 m m 以 下の砂磯 を含 む

親 い 2 層 肺 直線文を施す。 中期 前葉。 内外所 ；ナチ ②督 通　 ③褐灰 色

舛 －5 弥 生土欝 Å12伊 底 径　 9．0 平底。 常並が厚 い。前 期か ら中期 前案。 底蘭 ① 2 7Dm 以 下の砂磯 を多く含む 反 転復元。

盤 併遼 3 屑 内外面 ：ナチ 窃）普通　 ③ にぷい橙色

94 －7 弥 生土馨 Å14 訂 底 径 lⅢ 平底 。前期か ら中期曲 集。 底廓　 内面 ：指 頭庄痕 0 2 m m 以 下の砂礫 を多く含む 反 転復元。

曳 or壷 コA 層 外面 ：ナ チ ② 督通　 ③ 洩黄橙色

94 － 8 土師澄 D 13訂 不　 明 日放 臆部を丸 く収める。 複合知 の撥 は水 日放卸 0 0 ．5m 汀l以 下の砂粒 を含む

幾 3A 屑 平方向に突 出す る。古 墳時代紡 乳 内外面 ：ナチ ② 普通　 ③灰 白色

且毯

挿 図 番 号 潜 ・ 種 出 土 地 点 故 放 （cm ） 形 樋 ・文 様 の 特 徴 主 な 渕 健 ① 胎 土　 ② 櫨 成　 ③ 包 謝 鮒　 考

94 － 9 陶 磁 器 ？ Å 柏餅 不　 明 口 操 磯 部 に 面 を 持 つ 。 ロ 縁 蜘 ① 1m 汀l以 下 の 砂 粒 を 少 し 含 む

鉢 ？ 2－Ⅳ 屑 内 外 耐 ：粗 い パ ケ ② 良　 ◎ に ぷ い 虹 色

94 － 10 中 世 土 師 欝 C 18許 底 径　 5．2 洋 壁 は 底 部 か ら 外 解 して 立 ち 上 が る 。 庭 師　 内 面 ：回 転 ナ チ ① 砂 粒 あ ま り含 ま な い

坪 2 屑 外 面 ：回 転 糸 切 り ② 普 通　 ③ 浅 黄橙 色

91 － 11 中 世 土 師 聾 C 18伊 底 径　 5．4 欝 壁 は 底 部 か ら饉 か に 内 湾 して 立 ち 上 が 底 部　 内 面 ：回 転 ナ デ ① 砂 粒 を ほ と ん ど 含 ま ず 密 反 転 復 元 。

坪 2 属 る 。 外 面 ：回 転 糸 切 り ② 甘 通 1③ 浅 黄 虹 色

銅 － 12 中 牡 土 師 碁 B 18鮮 底 径　 6，0 底 部 を 絞 る 。 故 知　 内 面 ：回 転 ナ デ ① 砂 粒 を あ ま り含 ま な い 反 転 複 元。

坪 2 屑 外 両 ：回 船 糸 切 り ② 良　 ③ 灰 白 色

94 － 13 中 位 土 師 界 D 相好 底 径　 5．盆 岩 壁 は 底 部 か ら 外 耕 して 立 ち 上 が る 。 底 部　 内 面 ：ナ チ ？ 任）1m m 以 下 の 砂 粒 を 含 む 反 転 復 元 。

坪 2 層 外 商 ：回 舵 ナ ヂ ？ ② 普 通　 ③ 浅 黄 廠 色

94 － 14 中 世 土 師 署 D 18好 底 径　 4．8 底 細 を 絞 る 。 説 壁 は 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が

O q

底 仰　 内 而 ：ナ チ ？ ① まれ に 4m 甘l大 の 顔 を 含 む 反 転 復 元 。

坪 1 2 屑 外 折 ：回 転 ナ チ ？ ② やや 不 良　 ③ 伐 黄 橙 色

94 － 15 中 性 土 斬 罪 Å 相好 政 経　 4．5 静 壁 は 底 部 か ら 内 湾 気 味 に 立 ち 上 が る 。 庇 椰　 内 所 ：回 転 ナ ヂ ① 砂 粒 を ほ と ん ど 含 まず 廠 反 転 復 元 。

坪 2 層 外 面 ：不 明 ② 不 良　 ③ 灰 白 色

94 － 16 土 製 晶

土 健

D 13伊

い 2 屑

長 さ　 4．5

繍　　 1．7

管 状 紡 錘 形 土 錘 。 孔 子 0 ．4 cm 。 裏 面 ；ナ ヂ ？ ① 1m 汀l以 下 の 砂 粒 を 含 む

② 替 地　 ③ 灰 白 色

ほ ぼ 完 形 。

94 － 17 円 蹄 埴 輪 C lB詳

2 層

不　 明 層 細 に タ ガ を 貼 り 付 け る。 胴 軸　 内 耐 ニケ ズ リ

外 耐 ：パ ケ 後 ナ ヂ

（丑 Im m 以 下 の 砂 粒 を 含 む

◎ 良　 ③ に ぷ い 橙 色

95 －・l 須 恵 書 D 14訂 不　 明 立 ち 上 が りを 内 挟 気 味 に 引 き 出す 。 6 他 底 知　 内 而 ：ナ チ ① 砂 粒 を ほ と ん ど 含 まず 親

杯 身 い 2 層 紀 ． 外 面 ：ケ ズ リ後 ナ デ ② 良　 ③ 灰 白 色

95 － 2 須 悪 戯 B 18訂 脚 機 種 9．5 紳 裾 繊 細 を 下 方 に 引 き出 す 。 （日 比細 孔 脚 裾 郎 （餌 ．5 m m 以 下 の 砂 粒 を 含 む 反 転 復 元 。

高 坤 コ厨 内 外 面 ：ナ チ ② 良 好　 ③ 灰 色

95 － 3 須 恵 辞 B 18『 底 径 12．4 浩 壁 は底 部 か ら 僅 か に 内 湾 して 立 ち 上 が 底 細　 内 面 ：ナ ヂ ① ま れ に 5m m 大 の 線 を 含 む 反 転 復 元 。

牽 or麗 2 屈 る 。 外 所 ：ケ ズ リ ② 良 好　 ③ 灰 色

95 － 4 須 滅 菌 B ll伊 底 径　 9．7 底 部 を放 る 。廓 壁 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る ． 底 部　 内 所 ：ナ チ O h m 以 下 の 砂 粒 を 少 し含 む 反 ●転 視 元 。

薗 or澄 い 2 屠 奈 良 時 代 ？ 外 面 ：回 転 糸 切 り ？ Q ）やや 良　 ◎ 灰 色

95 － 5 須 恵 岩 A 17伊 南 台 径 7．2 底 部 外 線 や や 内 寄 りに 低 い 高 台 を 貼 り付 底 部　 内 所 ：ナ ヂ G ）lm m 以 下 の 砂 粒 を含 む 反 転 復 元 。

坪 巨 2 層 け る 。 奈 良 時 代 。 外 面 ：回 転 糸 切 り絵 ナ チ ② 良　 ③ 灰 色

95 － 6

瓦

D 15好

い 2 屑

輝 き　 1．宮 内 湾 し て い る 。 内 面 ：布 目

外 商 ：タ タ キ

G ）0 ．5 r汀m 以 下 の 砂 穀 を 含 む

② 良 （諺灰 色

96 － 】 陶 磁 誤

碗
B l5伊

2・Ⅳ 屈

口径 12．5 蓮 弁 文 が 入 る 執 乳 口 綾 部

内 外 衝 ；地 軸

① 緻 密　 ② 良 好　 ③ 灰 色 反 転 復 元 。

96 － 2 陶 磁 器

皿

C 15訂

1 ・2 周

口径 14－0 日 録 知 を 外 鰍 こ引 き 出 す 。 自 吼 日 録 離 ・休 部

内 外 而 ；煽 動

J① 緻 密　 ② 良 好　 ③ 灰 眉 色 反 舷 復 元 。

96 － 〕 陶 磁 器 D 12訂 口径　 7．5 口 緑 地 鰍 ま肥 厚 し 桁 を 有 す る 。 陶 乳 口 縁 鰯 ▼体 細 ① Im m 以 下 の 砂 粒 を 含 む 反 転 復 元 曹

小 鉢 1 ・2 周 内 外 両 ；地 軸 ② 良 好　 ③ 略 絢 色

p5 － 4 陶 磁 蹄 A l〕伊 不　 明 口 緑 蒐 蹄 を 外 に 短 く 引 き 田 す ． 紗 乳 日 録 細 t 休 部 ① 緻 密　 ② 良 好

小 鉢 1 ・2 屑 内 外 両 ：施 潮 ③ オ リ ー ブ 黄 色

如i － 5 陶 誕 ＃

不 明

C 15g r

い 2 屑

不　 明 家 紋 の 様 な 文 様 が観 療 で き る 。 ロ 録 部

内 外 而 ：ナ チ

① 密　 ② や や 不 良　 ③ 灰 炎 色

96 － 6 陶 磁 器

鉢

C 】8群

嚢 土

口径　 25．6 口 緑 機 知 を 外 側 に 折 り返 す 。 陶 乳 日 録 紐

内 外 面 ：回 転 ナ チ

（丑密　 ② 良 好　 ③ に ぷ い 褐 色 反 転 復 元 ．

95 － 7 陶 磁 器 A 14伊 口 径　 33．6 口 緑 地 部 を 外 機 に 折 り丸 く す る。 陶 乳 日 録 帥 ・体 部 e lm 汀l以 下 の 砂 粒 を含 む が 密 反 転 復 元 。

鉢 】Ⅰ2 層 内 外 両 ：施 執 ② 良好　 ③ オ リ ー ブ 黄 色

96 一一 8 陶 磁 暑

揺 り 鉢

訂相 好

2 層

不　 明 内 面 に 締 り 日が あ る 。 体 知

内 外 面 ：ナ チ ？

① 密　 ② や や 良　 ③ に ぷ い 敏 也

96 － g 陶 磁 岩 Å16伊 ． 不　 明 内 耐 こ揺 り 目が あ る 。 底 部 （D lm m 以 下 の 砂 粒 を含 む

措 り 鉢 2－Ⅳ 層 内 外 両 ：ナ チ ？ ② や や 良 （紗 に ぷ い 絞 色

95 － 10 陶 磁砦

皿

も18伊

2 層

不　 明 底 部 内 面 に 施 文 が 認 め られ る 。 磁 器 。 底 紅

内 外 面 ：地 軸

（》密　 ② 良　 ③ 灰 白 色

95 － 11 陶 磁 暑 A 14伊 高 台 径 7．5 底 部 外 線 に 低 い 拓 台 を 削 り 出 す 。 内 外 面 底 部 ① 緻 密　 ② 良 好　 ◎ 灰 白 色

皿 い 2 屑 に 染 め 付 け 有 り。 内 外 而 ：施 軸



挿図番骨 蟹　 薗 出土地点 法盈（印l） 形態 ・文様の砕澄 主な顧整 ①胎土　 ②焼成　 ③色調 領 1考

96 － 12 陶磁浄

血

D 相好

2 屑

高台径 ＆0 感知外線に鑑い爵台を射り出す．顧乳 底部

内外薗：施幼

①緻密　 ②良好　 ③灰白色 反転復元．

95 － 13 陶磁欝

皿

Å16 伊

2－Ⅳ層

属台径 4．1 底部外縁に低い高台を削り出す．陶器。 底部

内外面：地軸

①密　 ②良好　 ③灰オリーブ色 反転複元。

96 －－14 陶磁器

岨

Å14餅

1 ・2 鰯

高台径 4．5 底細外縁に露台を貼り付ける。陶乳 底部

内外函 ：施軸

①密　 ③良好　 ③灰白色

築山遺跡　錮骨区画道路部　土器等
挿図癖骨 静　 承 出土地点 法最（cm ） 彪飴・文様の特級 主な嗣盤 ①胎土　 ②焼成　 ③色調 脚　 考

100 － 1 須藤僻 A 5g r 口径　 50．4 口巌鰍 こ沈腺と波状丈を施す。 日録知　 内外面：ナヂ （D 2 m 汀l以下の砂疎を含む 反転復元．

薗 SD O l

い 2 屑

財部　 内面 ：当て具痕

外面 ：タダキ

②世良

③灰色

1∝）－ 2 須慮瀞 Å5訂 口径 16．2 底部外線に抵い高台を貼り付ける。餌蛙 口綾部 ▼陣部 ①砂粒をあまり含まない 反転復元。

坤 SD O l 高台錘 9．5 は底部から外柳して立ち上が り開口す 内外前；ナチ ②やや不良

1屑 捧拓 ・5．5 る。奈良時代。 虚飾　 外商 ；回転糸切り ③黄灰色

100 － 3 須恵事 A 5昏r 甘踵 11，7 底部外線に低い高台を貼り付ける。淳蛙 口緑知 一体離 ① 3 rnm 以下の砂顔を含む

坪 SD O l は底癖から外解 して立ち上がり開口す 内外面 ：ナチ ②良

l層 る。奈良時代， 底郁　 外面 ；ナチ消し ③灰色

IO3 － 1 弥生土器 A 6訂 不　 明 日録磯部は肥厚し開口する。鵜部に連兢 杯郎 ① 0．5m m 以下の砂故を含む

拓坪 S伽 3 期日文を施す。中期。 内外面；ナチ ②やや良　 ③洩食感色

105 － 1 土師器 ÅむÅ8訂 口径　 29．6 口級部は蝉蹄に外反して開口する．古墳 口線部 ① 3m m 以下の砂藤をやや多く 反転誼元．

嘘 SD O小 1 層 時代． 内外面 ：ナヂ 含む　 ②督遜　 ③にぷい蕗橙色

105 － 2 A かA も訂 口径　 21．2 口扱柵は単紺 こ外反して開口する。古墳 口扱細 、頭部 ① 0．5 m rn 以下の砂粒を含む 反転復元．

SO O小 1 屑 時代。 内外面 ：ナヂ ③良好　 ①灰色

105 － 3 須薗岩 九かÅ8醇 口踵　 2 4．3 日録部は単組 こ外反し開口する，頭部に 日放 ・頭部　 内外面 ：ナチ ① 3m m 以下の砂礫を含む 反転復元．

恋 S抄朗 沈毅を施す朗鰍はあまり蝿らない。古墳 胴部　 内面 ；当て具痕 ②やや不良

I層 時代． 外野 ：タタキ ③灰白色

106 － 1 弥生土撥 A 6伊 口径 13．1 日録磯鰍ま肥厚し間口する。拗蘭外商に ロ線画 1頭部 ① 1m m 以下の砂粒を含む 反転復元。

艮頭改 2周 避鍵期日文を施す。中期中泉。 内外面 ：ナヂ ③やや良　 ③放資色

106 －・2 弥生時代 Å6訂 不　 明 脚部に突帯を 2 本貼り付け、それぞれに 脚部　 内面 ：ケズリ後ナデ ① 1m m 以下の砂粒をやや多く 反転復元．

高野 3層 遅紋期日丈を施す。中期中薬． 外商 ：ナヂ 含む　 ②普通　 ③灰白色

105 － 3 須恵辞 Å8詳 口径　 25．2 P 線部は単称 こ外反して間口する， 日録知　 内外面 ：ナチ ①まれに 6m m 大の疎を含む 反転復元．

塵 3層 頸卸　 外面：カキメ ②良　 ③灰色

105 － 4 須恵浄 Å9－も91in超 口径　 が．0 口練細は単組 こ外反して閉口する。 日録蘭 0 0．5 m m 以下の砂粒を含む 反転復元。

磯 サブ トレ 内外面 ：ナヂ ②良好　 ⑧灰色

105 － 5 須恵欝 A 7gr 口径　 21．5 口線画は単純に外反して開ロする。 日録部 ①砂粒をあまり含まず密 反転復元，

幾 い 2屑 内外面 ；ナチ ②良　 ③灰色

1時－ 5 須恵潜 A葛餅 口軽　 21．0 口緑部は大きく外反して関口する。磯部 日録部 ①砂粒をあまり含まず密 反転復元。

壇 3屈 は肥厚する。 内外面 ：ナヂ ②良好　 ③灰色

105 － 7 須恵器 A T訂 不　 明 肩部に把手を貼り付ける。 肩部　 内面：当て最盛 ①砂粒をあまり含まず密

蟄 2屑 外面 ：タダキ後ナデ ②良好　 ③灰色

iO6 － 8 須恵膵 A j伊 高台径 12．7 底部外縁に低い南台を貼り付ける。平安 庭師　 内面：ナチ ① o J m m 以下の砂粒を含む 反転復元。

坪 2滴 時代。 外面 ；糸切り後ナチ？ ②良好　 ③灰色

105 －・9 土師港 A 7好

い 2 屠

底擾　 5．5 やや厚い平底。 底部

内外所 ：ナデ

① 1m m 以下の砂粒をやや多く

含む　 ②良　 ③にぷい橙色

105 － 10 中世土師謹 A l伊 底径　 5．0 駿壁は底部から大きく外模して立ち上が 口録部　 内面 ；ナヂ ①砂粒をほとんど含まず密 反転復元。

塔 巨 2 屑 る℡ 外面 ；回転糸切 り ②普通　 ③灰蛮鴇色 ・

106 － 日 陶磁脾

碗

A l訂

1 ・2 周

口径　 8．0 欝壁は内湾すみ∴酌軋 融舶臣 侍部

内外面 ；施紬

①密　 ②良　 ③明緑灰色 反転復元。

105 － 12 陶疲浄 Å1－A2 1inc 不　 明 日録部は外反して開口する。増鰍ま肥厚 日録卸 ・頭部 ① 3m 瓜以下の砂礫を含む

薗 サブトレ する。酪臥 内外面 ：回転ナチ ②良好　 ③にぷい蛭色

且5

挿国 番号 浄　 圃 出土地 点 法蟄（cm ） 形墟 ・文様 の特級 主な蘭 盤 ①胎 土　 ②焼成　 ③色 詞 鯛　 卑

－107 － 1

瓦
Å5伊

2 層

不　 明 醜 く内拷 する丸 瓦3 内所 ：ケズ リ陵ナチ ？

外面 ：ナチ

①まれ に 5汀Im 大の礫を 含む

②良　 ③灰 色

築山遺跡　　区西砂錮骨区画道路部　石器
挿 図 番 号 租 ． 顆 出 土 地 点 迫 存 状 憾 石　 材 長 さ（cm ） 桁 （m ） 厚 さ （C可 広 見 毎 ） 備　　 考

糾 － 1 剥 片 B lもB I了訂

S D 15

－
絃 紋 岩 8 2 5 ．4 1．0 4 4 貝 殻 汰 裂 痕 、 放 射 状 裂 痕 が 奴 落 で き る 。

97 － 1 石 斧 Å 17訂

2－Ⅳ 屈

一 部 欠 流 紋 岩 14．5 9 ．0 3．0 4 0 1 打 奥 石 斧 の 基 軸 で 刃 綿が 欠 損 し て い る。 緑 を 打

ち 欠 き 成 形 し て い る n 縄 文 晩 期 か ら弥 生 l榊 軋
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膵

出雲市上塩冶町には、史跡上塩冶築山古墳を筆頭に、上塩冶横穴墓群、

築山遺跡など数多くの埋蔵文化財が存在しており、出雲市内でも遺跡

の研究においては重要な地域であります。しかし、一方で土地区画整

理事業や県道改良事業などの開発が進められつつある地域でもあり

ます。

県道出雲三刀屋線改良事業は、島根県出雲土木建築事務所によって

計画されている道路事業ですが、予定地が周知の遺跡である築山遺跡

内を横断する路線であります。このため島根県出雲土木建築事務所と

出雲市で協議を重ね、平成15年度から遺跡保護のため発掘調査を実施

しております。

本書はこの発掘調査結果を報告するために作成したものであります。

なお、築山遺跡内では県道今市古志線も計画されており、現在も発掘

調査を継続していますが、この報告書については、別途発行する予定

です。

今回の調査成果が、さらなるこの地域における歴史解明の一助となり、

埋蔵文化財に関する理解や歴史学習などに役立てば幸いです。

今後も、地元の皆様の熱意により、後世にこの遺跡が伝えられる

ことを期待するとともに、発掘調査や本書の刊行にあたって、ご指導、

ご協力賜りました島根県出雲土木建築事務所をはじめ、関係者の皆様に

心からお礼申し上げます。

平成17年（2005）12月

出雲市教育委員会

教育長　黒　田　俊策



例　言

上　本書は、島根県出雲土木建築事務所の依頼を受けて、出雲市教育委員会が平成15年度（2003）に

実施した、県道出雲三刀屋線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2．本書で取り扱う遺跡は築山遺跡（島根県遺跡番号：W24、出雲市遺跡番号：F23）である。

3．調査地の所在及び面積は次のとおりである。

1区：出雲市上塩冶町1684ほか、2，300Id

11号区画道路部：出雲市上塩冶町1686－2ほか、250I衰

4．現地の発掘調査期間は次のとおりである。

1区：平成15年（2003）6月4日から平成15年11月30日まで

11号区画道路部：平成15年（2003）9月29日から平成15年11月21日まで

5。調査工程及び調査体制は次のとおりである。

調査工程

平成15年度　現地発掘調査及び室内整理作業

平成16◎17年度　室内整理作業及び報告書作成

調査主体　出雲市教育委員会

平成15年度（2003）

調査指導　田中義昭（島根考古学会会長）、山田康弘（島根大学法文学部助教授）、

原田敏照（島根県教育庁文化財課文化財保護主事）

事務局　板倉　優（出雲市芸術文化振興課長）、川上　稔（同文化財室長）

調査員　藤永照隆（出雲市文化財宝副主任主事）、三原一将（同）、

米田美江子（同主任嘱託員）

調査補助　伊藤晶子、勝部真紀、錦田充子、南奈保子、宮崎綾（以上出雲市臨時職員）

平成16年度（2004）◎平成17年度（2005）

事務局　板倉　優（出雲市芸術文化振興課長：合併前）、神門　勉（同文化財課長：合併後）

川上　稔（同主査）、三原一将（同主任）

＊出雲市ほか1市4町は平成17年（2005）3月22日に合併した。

6．発掘調査、室内整理及び報告書作成にあたっては、次の方々や機関からご指導、ご協力を賜った。

記して謝意を表しておきたい。（順不同◎敬称略）

中村唯史（三瓶自然館サヒメル指導員）、岸隆太郎（出雲市築山土地区画整理組合）、大国勝（同）、

柳浦俊一（島根県教育委員会）、角田徳幸（同）

7。本書の執筆、編集は藤永、三原、米田が協議して行った。なお、文責は目次に記した。

8．遺構の略称記号は基本的に次のとおりであるが、遺構によっては性格が異なる場合もある。

SD：溝状遺構　SK：土坑　P：柱穴　SX：その他の遺構

9．遺物の出土量を示すために用いたコンテナはL540mmXW340mmXH150mm、ビニール袋

はL380mm X W260mmのものである。



10。本書で使用した測地系は世界測地系（改正後）で、方位は座標北を示し、レベル高は海抜高を示す。

11。理化学分析については、小林謙一氏（国立歴史民俗博物館）、渡辺正巳氏（文化財調査コンサルタ

ント株式会社）の両氏から玉稿を賜り、第5章に掲載した。

12。本書で掲載した写真の撮影については、航空写真を株式会社藤井基礎設計事務所に委託し、その

他は調査員が行った。

13。発掘調査、遣物整理については、次の者が従事した。
㌔

青木　孝、飯国美代子、今岡　実、奥田利晃、勝部初子、川上靖夫、岸　邦夫、坂本　進、

三部　進、上代　勇、杉原秀雄、周藤俊也、須山林吉、曽田利夫、高根常代、富田　勉、

長島節子、成相吉隆、花田和子、藤原一男、古川八郎、松本エミ子、吉川善美、吉田　栄、

米山清司（以上、発掘調査）、飯囲陽子、鵜口令子、永田節子、吹野初子（以上、遣物整理）

14。遺物実測については、調査員、調査補助員のほか、次の者が従事した。

柿本節子、勝部光代、藤原　舞（以上、いなか舎）

15。本遺跡の出土遣物、実測図、写真などは出雲市教育委員会で保管している。

島根県出雲市の位置
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第且章　調査に至る経緯

主要地方道出雲三刀屋線は出雲市上塩冶町から斐伊川沿いに雲南市三刀屋町までを結ぶ県道であり、

出雲圏域における都市部と農山村地域との連携強化を図るための役割を有するとともに、出雲圏域と

南東部都市圏（雲南地域）の交流促進を図る幹線道路である。特に出雲市上塩冶町、大津町、船津町を
≠

連絡する区間は、整備進捗中の高速道路である山陰自動車道へのアクセス機能及び出雲市市街地部で

の都市の骨格となる幹線道路としての機能が求められ、さらに出雲市内への通勤通学路をはじめ、県

立中央病院や島根大学医学部付属病院等の医療機関への通院に利用されていることから、バス路線と

もなっており、沿線住民の生活路線として活用されている。

このような状況下、早急に当該道路を改良整備すべく、島根県出雲土木建築事務所は（主）出雲三刀

屋線新世紀道路（改良）事業を計画し、平成14年（2002）8月17日付で出雲市長あて連絡調整会議協

議書を提出した。また、東成14年（2002）10月24日付で島根県教育委員会から島根県出雲土木建築

事務所あてに、事業予定地に遺跡が存在する可能性あるので、出雲市教育委員会と連絡を取り確認調

査を実施するよう指示がなされた。これらを受け出雲市文化財室は、出雲総務事務所から出雲土木事

務所に通知される連絡調整通知書において、文化財の保護について開発区域には周知の埋蔵文化財包

蔵地は存在しないが、遺跡の存在する可能性があるので、出雲市教育委員会と連絡を取り確認調査を

実施すること、また、その結果、埋蔵文化財包蔵地であれば発掘調査を実施する必要がある旨通知した。

これを受けた出雲土木建築事務所から当該事業に伴う埋蔵文化財事前調査の依頼を平成14年10

月23日付で受けた出雲市は、用地買収済み箇所など事前調査可能な箇所から随時事前調査を実施す

る旨回答した。その後、平成15年（2003）4月1日付けで両者は委託契約を交わし、現地発掘調査が

開始された。

なお、文化財保護法等に基づく主な文書などについては、下記のとおり提出された。

平成15年（2003）4月

平成15年（2003）4月

平成15年（2003）11月

平成15年（2003）11月

平成15年（2003）12月

平成16年（2004）3月

「埋蔵文化財発掘の通知について」島根県出雲土木建築事務所から出雲市教委へ

「埋蔵文化財発掘調査の報告について」出雲市教委から島根県教委へ

「築山遺跡発掘調査概報の提出について」出雲市教委から島根県教委へ

「築山遺跡の取り扱いについて（意見書）」出雲市教委から島根県教委へ

「築山遺跡の取り扱いについて（回答）」島根県教委から出雲市教委へ

「埋蔵物の文化財認定及び帰属について（通知）」島根県教委から出雲市教委へ
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発2茸　位置と環境

出雲平野は南北を中国山地と島根半島に、東西を宍道湖と日本海によって囲練されている。また、

中国山地に源流を辿りかつてともに日本海に注いでいた斐伊川と神戸川の沖積作用により形成された

沖積平野である。沖積作用が始まったのは約3，600年前頃と推定されており1）、それ以前は日本海か

ら現在の松江市辺りまでは古宍道湖湾が占めていたと考えられる2）ことから、遺跡が出現する箇所は

出雲平野形成と密接に関わっているようである。以下に古代の出雲平野における集落の消長について

概観しておきたい。

現在のところ、出雲平野において旧石器時代の遺跡は確認されていない。この地の遺跡の初現は、

縄文時代の早期末である。縄文時代には出雲平野の大部分が古宍道湖湾によって占めていたと考えら

れることから、遺跡の出現は山麓付近などに限られていたようである。早期末の遺跡としては、上長

浜貝塚、菱根遺跡が挙げられる。また、後期e晩期の遺跡としては、以前から矢野遺跡、出雲大社境

内遺跡が知られていたが、近年の調査で蔵小路西遺跡、三田谷I遺跡などでもこの時期の遺物が確認

されている。

弥生時代前期の遺跡としては、矢野遺跡、原山遺跡などが挙げられる。弥生時代中期から神門水海

の汀線付近に、天神、四絡、古志遺跡群などの大規模な集落が出現する。近年の調査では、天神遺跡、

古志本郷遺跡などで環濠と考えられる太溝の検出が相次いでおり、出雲平野においても環濠を配した

集落形態が広く採用されたと考えられる。これらの遺跡を背景に弥生時代後期には、この地の首長を

葬ったとされる西谷3号墓など6基の四隅突出型墳丘墓を含む、西谷墳墓群が平野の南丘陵上に築造

されるに至る。

古墳時代前期◎中期には集落跡はほとんど確認されていない。この時期の古墳として、太寺古墳、

山地古墳などが知られているものの、その数はごく僅かである。集落が衰退傾向にあったことも推定

される。しかし、後期後半以降には、島根県内では最大級の石室を有する今市太念寺古墳、上塩冶築

山古墳を筆頭に多数の古墳が築造され、上塩冶横穴墓群に代表される横穴墓群が飛躍的に増える傾向

にある。

奈良時代以降のこの地の様子は、733年に編纂された『出雲国風土記』で辿れるほか、近年の調査

でも新発見が相次いでいる。光明寺3号墓では石梶が検出され、既知の小坂古墳や朝山高墓とともに、

この地の初期火葬墓の解明に進展をみせつつある。また、古志本郷遺跡では官街跡と推定される大型

の掘立柱建物跡が確認され、神門郡家との関連が注目されている。また、蔵小路西遺跡からは、周囲
き

を濠で囲続した館跡が発見されるなど、中世城館跡の調査事例も増えつつある。

今回の発掘調査の対象となった築山遺跡は、神戸川右岸の旧自然堤防に位置している。付近には三

田谷遺跡、上塩冶築山古墳、地蔵山古墳、上塩冶横穴墓群など様々な遺跡が密集して存在する。これ

らの遺跡が存在する出雲市上塩冶地域を中心とする地区は、縄文時代以降の遺跡が連綿と確認されて

いる地区であり、出雲平野の遺跡の変遷を解明する上でも極めて重要な地区である。
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1．築山遺跡2．上塩冶築山古墳3．上塩冶地蔵山古墳4．上塩冶横穴墓群5．角田遺跡6．神門寺境内廃寺7．三田谷I遺跡

8．光明寺3号墓9．小坂古墳10．朝山古墓11．長廻遺跡12．瀧谷山城跡13．菅沢古墓14．西谷墳墓群15．斐伊川鉄橋遺跡

16．後谷遺跡17．今市大念寺古墳18．中野美保遺跡19．荻抒古墓20．稲同遺跡21．高岡遺跡22．里方別所遺跡23．山持川川岸遺跡

24．青木遺跡25．大寺古墳26．鳶ケ巣城跡27．大塚遺跡　28．姫原西遺跡29．海上遺跡30．蔵小路西遺跡31．小山遺跡

32．渡橋沖遺跡33．矢野遺跡34．井原遺跡35．白枝荒神遺跡36．壱丁田遺跡37．古志本郷遺跡38．下古志遺跡39．田畑遺跡

40．妙蓮寺山古墳41．宝塚古墳42．知井宮多聞院遺跡43．浅柄遺跡44．神門横穴墓群45．北光寺古墳　46．山地古墳

47．西安原遺跡48．上長浜貝塚49．菱根遺跡50．原山遺跡　51．真名井遺跡52．出雲大社境内遺跡53．鹿蔵山遺跡

図1築山遺跡周辺の主要遺跡（1：75，000）
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第3章　既往の調査

築山遺跡内には出雲の代表的な古墳である史跡上塩冶築山古墳などが存在することから、範囲確認

や墳形確認を目的に昭和60年（1985）、平成12年度、平成13年度に出雲市教育委員会によってト

レンチ調査が実施されている。その後、平成14年度には出雲市築山土地区画整理事業に伴う発掘調

査が実施されている。簡単にこれらの調査を振り返ってみたい。

昭和60年発掘調査3）（机〆〆チ調査）

この調査は上塩冶築山古墳の墓域及び墳丘以南に広がる築山遺跡の範囲確認を目的に出雲市教育委

員会が国庫補助を受けて実施したものである。5つのトレンチが設定され、第1Tと第2Tが築山古

墳の墓域確認、第3T、第4T、第5Tが築山遺跡の範囲確認のために設定されている。調査の結果、

いずれのトレンチからも遣物が出土し、築山遺跡が広範囲に広がることが確認できた。

平成12。’帽年発掘調査4）仕　タ♂チ調査）

この調査は出雲市教育委員会が国庫及び県費補助を受けて実施したトレンチ調査である。島根県出

雲土木事務所が計画する（主）出雲三刀屋線改良事業計画予定地周辺には、上塩冶築山古墳、築山遺跡

及び塩冶判官館跡などの重要と考えられる遺跡が存在したため、島根県教委の指示により遺跡の性格

を把握すべく、当初の予定を変更して実施した調査である。

調査の結果、塩冶判官館跡は館跡である可能性が低くなったものの、上塩冶築山古墳周辺の調査で

は、円筒埴輪や須恵器子持壷などが出土すると同時に、墳形を直径45～50mの円墳と推定するに至っ

ている。これらは、今後、上塩冶築山古墳の研究に欠くことのできない成果となっている。

平成摘輝度発掘調査5）

この調査は築山土地区画整理事業に伴い出雲市教育委員会が実施した。

調査の結果、多数の溝状遺構、土坑、小ピットの遺構のほか、縄文時代から近世にかけての遺物が

出土している。特筆すべき遺物として、塩冶氏家紋入漆器椀があげられよう。調査地付近は14世紀

に出雲守護の塩冶判官高貞が館を構えたのではないかと考えられている地区の一つである。塩冶氏縁

の塩冶神私　高貞社などが存在することからの仮説であるが、家紋入り漆器が出土したことは、今後

の研究において興味深い事実となろう。
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第4章　調査の結果

調査の概要

今回の調査区は連続しない2箇所であったため、それぞれ「1区」、「11号区画道路部」と名付け調

査にあたった。

1区

1区は幅25m、長さ約95mの東西に長い約2，300扇の道路予定地である。重機による表土掘削な

どの準備期間を経て本格的に作業員を導入して現地発掘調査を実施したのは、平成15年（2003）6月

4日から同年11月30日までの約6ケ月間である。遣物包含層及び遺構面に影響のない表土約40cm

を重機で掘削後、基準杭設置を行った。道路軸と平行に北から南へAラインからEラインを、直交

して東から西へ1ラインから18ラインをいずれも5m間隔で設定し、交点に基準点を落とした。また、

これにより区画されるグリッドについては、北西角の基準点の名称を用いることとした。また、1区

をAlO－ElOラインで二分し、東（以後「1区東」とする）を米田が、西（以後「1区西」とする）を藤永（後

に三原と交代）が調査員として担当することとした。

次に、土層堆積状況と遺構検出面の確認のためAライン沿いにサブトレンチを掘削した。この結果、

重機掘削面から地山までには概ね3層の土層が確認され、1層が現耕作土、2層が中世以降の遺物を

主とする包含層、3層が弥生時代の遺物を主とする包含層であった。これらの層からコンテナ22箱分

の出土遺物があった。内容は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、中世土師器、石器などであったが、

調査区の東側では弥生土器が、西側では中世土師器の割合が多かった。

遺構は3層上面を主とする第1両と砂層上面の第2両で確認した。検出遺構の種類は多数の小ピッ

ト、土坑、溝状遺構、性格不明遺構であり、建物跡などは検出していない。これらの用途は不明だが、

溝状遺構の多くは奈良◎平安時代あるいは中世以降の耕作の痕跡ではないかと思われる。

また、特筆すべき成果としては、出雲平野では検出例が少ない縄文土器の出土があげられる。1区

東のA5grでは縄文時代の遣物包含層が確認できた。この層及びその上位からは後期や晩期の縄文土

器が出土していることから、この包含層はいわゆる第2黒色土6）に相当するものと考えられる。なお、

この層以下を重機により3m程度深掘りしたが、第2ハイカ層7）に相当する層は検出できなかった。

m笥匿画道路部

11号区画道路部は1区の西端から南西に約25m離れた箇所に位置する。幅6m、長さ42mを測る

約250戒の調査区である。この調査区の現地発掘調査を平成15年（2003）9月29日から同年11月

21日まで実施した。

表土を40cm程度重機掘削したのち、堆積土を芋掘りにより徐々に下げながら調査を実施した。

表土から地山に至るまでに大きく3層の土層を確認しており、1層が現耕作土、2層が中世以降の遺

物を主とする包含層、3層が奈良◎平安時代の遣物を主とする包含層であった。これらの層及び遣構

内からはコンテナ3箱分の遺物が出土した。内容は弥生土器、土師器、須恵器、中世土師器などで

あるが、須恵器や中世土師器の割合が多く、弥生土器や土師器は少量である。
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遺構は3層上面及び地山上面（砂層）でピット、土坑、溝状遺構などを確認している。調査区の南側

には溝状遺構が多く検出されたが、これは奈良・平安時代頃の畑跡ではないかと考えられる。また、

北半分では須恵器を多く検出する比較的大きな溝状遺構があり、今後性格について検討していく必要

がある。

図2　調査区配置図（1：1，000）
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図41区東第1面検出遺構（1：200）
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図51区西第1面検出遺構（1：200）
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東壁面土層断面図

1層　耕作土

2層　オリーブ灰色粘土（橿色粒子多く、砂粒子含む、ややソフト）　　　2′層　青灰色粘土（2層より砂粒子多く含む、ややソフト）

Dライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eライン

3B層　暗灰色粘砂（砂の強い層、ややソフト）

4層　青灰色砂（ハード）一第1ハイカ

ア層　橙灰色粘土（砂粒子多く含む、緑色粒子含む）

北壁面土層断面図
A2

I　　　　　　　　3B〃　2′

P

3B′層　3B層より暗い（粘土の強い層、ややソフト）　3B〝層　3B′層に2層が混入した層

9層　　黄褐色砂（小礫含む）　3C層　灰色粘砂（3B層の色調が明るくなった層、ややしまる）

2／′ノ層　2′層と3B〝層の混合層

A8

7層　オリーブ黄色砂

A7
A6

1誓準追空尋輌市布謡蕪軒定5
10層　黒灰色粘土

工層　灰黄褐色土（粘性強、砂粒子含む）　オ層　褐灰色土（褐色粒子多く含む、粘性強）
A9

8層　明黄褐色砂質土

4m

L　一　一1－　－i　　　　　＿」

図81区東東壁面℡北壁面土層断面図（S＝1／80）
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南壁面土層断面図

10．5m l

SD38　①′層　①層と3B′層の混合層

他は図29に準ずる
6ライン

3ライン

7ライン

SD07は図15に準ずる

①　　　　sxol

4ライン

8ライン

l二二‡芳書書芸芋‡
二層　橙灰色粘質土（黒褐色粒子・砂粒子含む）

8ライン 9ライン 10ライン

1型壷義挙親書≡
SD19　㊥層　橙灰色粘質土（砂粒子を多く含むため、当たりはザラザラしている）㊨層　黒灰色粘砂（かなっ気を底面に含む）

SXO4（D層　3B層に似るが粘性強くややソフト

7ライン土層断面図

C7 B7 A7

墜福子
3Bう7層　3B層だが軽石枠を多く含む層

2A層　2層だが軽石枠を多く含む層

10ライン土層断面図

ClO

SXO3　①層　黄灰色粘冥土

BlO

！

SDlO　　②　sD19

（古）　　　　　　SDO7
（新）

DlO

3A層　黒褐色粘質土（軽石砕多く含む）

SXO4

SDO7　⑦層　橙褐灰色粘質土（砂粒子含む）

（古）　⑧層　褐灰色粘砂

⑨層　褐灰色粘土

※丸数字は遺構内の土層番号

SDlOは図17に準ずる

SD40は図30に準ずる

4m

「－i　一　一l　　　　　一一：－＿一一＿」

図91区東南壁画の7ライン810ライン土層断面図（S＝1／80）
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図1111号区画道路部検出遺構（1：200）
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A2

SDO2　　2a sDO2　　　　j sDO2

SDO2　3 SDO2

A4

A9
1a．黒褐色粘質土（硯耕作土）

1b．褐灰色粘質土（現耕作土）

10．500m　　　　　　　　2a．黒褐色粘冥土（小礫を含む）

2b．黒褐色粘質土（砂を含む）

3．黒褐色粘質土（小礫を含む）

図1211号区画道路部セクション図（1：80）
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築山遺跡1区東

且区東

1区東の土層は調査区東壁面、調査区北壁面（Al～AlO杭ライン）、調査区南壁面（E2～ElO杭

ライン）、7ライン（A7～E7杭）、10ライン（AlO～ElO杭）で確認した（図8◎9）。約50cm堆積

していた第1層（表土：耕作土）の下には、第2層（2層◎2′層◎2’’層◎2A層◎2B層）、第3層（3層◎

3A層◎3B層◎3B′層◎3B’’層）、第4層（3C層◎4層◎6層）が認められた。

このうち遺構検出を行ったのは、第3層上面と第4層上面である。ただし第3層は黒色に近い灰色

を呈しているため、同色系の覆土をもつ遺構は平面検出が困難で第4層上面で検出した可能性もある

が、それは第4層上面内の切り合い関係から新旧を認めることができる。また3層は3A～3C層に

細別したが、3B層の下に位置する3C層は色調が明るく4層との間層と考えられるため、3C層上面

検出の遺構は、前記しているように第3層下から検出された遺構として第4層上面での検出とした。

1区東3A層は西端から若干確認できるのみで1区西で大体が確認される層である。1区東と1区西

では第4層上面検出遺構の時期にかなりの格差があるため、3A層と3B e3C層の堆積時期は異なる

と考えられる。

1区東において、第1層～第2層の包含遺物は、縄文土器◎弥生土器◎須恵器（～中世須恵器）◎土

師器（～中世中葉）◎瓦質土器片1点e鞘の羽目破片数点◎布目瓦破片1点◎近世捨鉢1点。第2層

の包含遺物は、縄文土器◎弥生土器◎古式土師器◎須恵器（～古代）◎土師器（～古代）◎磁器。第3層◎

3C層包含遺物は、縄文土器◎弥生前半期土器。第4層（4層◎6層）は無遣物層である。

一応の基盤層と考えられるのは4層であるがA6Gr内において4層より古い地盤層6層を確認した。

4層上面と同レベルにおいて調査区内北壁近くのA6～AllGr内で認めることができた。後述する

が6層と4層の間の包含層には縄文後期初頭の遺物が包含されていた。

以下、各検出遺構面毎に詳細を記し、最後に4◎6層間検出縄文集中地について詳細を記す。

第3層蕊薗（第頂薗）検出主要遺構

冨田◎鵡（図13614◎49）

A～C－3◎A～D－4Gr内第3層上面で検出し、調査区外へと延びている溝状遺構である。ほぼ南北に

位置し、検出長20m、幅1。3～2。Om、深さ55cmを測り、底面は若干北へ傾斜している。

堀方の断面形態は底面中央を窪ませたレンズ状を呈しているが、⑥層（丸番号は遣構内土層）上面で

一度フラットにしており、その時の断面形態は逆台形を呈する。また土層図から観察すると（丑◎⑤層、

②◎③層と大きく2回の掘り直しが成されているようである。

出土遣物はコンテナ半箱分ありその多くが下位の⑥層からの出土であるが、縄文土器を含む弥生土

器（特に前期）の出土量が多い。しかし土師器及び須恵器の小片も出土しており、当該遺構はこれらの

時期に掘削されたと考えられ、前記した古い遺物は生活面の第3層からの混入、及び⑥層は一時期に

流れ込みまたは人工的に埋められたものではないかと考えられる。しかし⑥層が古い遺構であった可

能性も捨てきれない。
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築山遺跡1区東

1m」

①層　灰黄橙色粘質土（砂粒子含む）

②層　橙灰色粘質土（砂粒子含む、上位に砂粒子多く含む）

②′層　②層の砂粒子が集中した層

②〝層（多層の暗灰色が強い層

③層　黄橙灰色土（緑くされ石の小礫底面に多く含む）

③′層　③層の小礫を含まない砂質土層

③〝層　③層の色調が暗くなった層

④層　灰黄橙色砂質土（小轢含む、粘性もあの
⑤層　暗灰黄色粘砂（砂質が強い）

⑤／層　⑤層の色調が橙色の強い層

⑥層　暗青灰色粘砂（礫含む）

⑦層　黒灰色粘質土

図13　SDO4実測図（平面図S＝1／80　土層断面図S＝l／40）
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築山遺跡1区東

図14－1～3は突帯文土器で、1◎2は深鉢の口綾部で、1は口唇部から若干下がった位置に大きな

刻目突帯文を施し、2は口唇部直に細い刻目突帯文を施している。3は鉢と考えられ、2条の刻目突

帯文を施している。図14－4～17は弥生土器で、4◎5e7～12は賓、6は壷、13～17は平底の底

部である。4は如意形日録を呈する突帯文系、5は口唇部に刻目、頸部に現状で4条の沈線文を施し、

7～9は口綾部が上へ拡張して面をもち、8◎9は2条の沈線文及び四線文を施す。11◎12は複合口

綾部に擬凹線文及び沈線文を施し、12はのちに上半をナデ消している。6は頸部が外反し目線部が若

干拡張して面をもつものである。図14－18は須恵器の杯蓋である。内外面とも回転ヨコナデ調整で、

天井との境には1条の削り取った感じの沈線が施されている。唯一出土の須恵器破片であり、土師器は

小片すぎて実測に耐えるものは皆無であった。図49－1はバチ形の打製石斧で表裏両刃部には削痕◎磨

滅痕が、表面刃部右縁辺部にも磨滅痕が観察され、両側緑には敲打痕、右側線にはのちに研磨痕が観

察される。

三三≡

「　＿「≡

一

、、＼＋工

こIl、、l三l二手二‾l三‾二二

1一二lニ＿二三　‾

／「

／ノ‘
ノ　ノ　／　／

一一／　／／

＿●L．＿＿ご＿＿＿㌢＿．た一丁＋「－一二二＝

了了〒こ三二三千＿

図14　SDO4出土遺物実測図（平面図S＝1／3）
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0　　　　　1m

B′　　ト一　一】一　一二l

①層　黄橙灰色シルト（黒褐色粒子含む、黄色小礫含む、粘性強）

（力′層　①層の小砂利多く含む層

①”層　①層と3層（SD07の地山）の混合層

②層　黄橙灰色粘土（黒褐色粒子含む）

②′層　②層の灰色強く砂粒子を若干多く含む層

②”層　②層に黒灰色粘土含み、ソフト

③層　灰色粘貿土（橙色粒子含む）

④層　暗灰色粒子（若干ソフト、青くされ石含む）

⑤層　黄橙色粘砂

⑥層　黒灰色粘土

α層　暗橙灰色土（砂粒子多く含む、ハード）

8m

築山遺跡1区東

図15　SDO7実測図（平面図S＝l／160　土層断面図S＝l／40）
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築山遺跡1区東

＄随◎謡（図4◎9◎15◎16）

b－5e6◎C－6◎7eB－7～10Gr内第3層上面で当該調査区を斜め縦断するように検出した溝状遺構で

ある。BlOGr内では第3層上面で突然プランを検出することができなくなった。しかしプランが確

認できたところまで掘削するとプランが突然検出できなくなる所には遺構上面に3A層らしき土が

載っていることが判明した。一応第3層上面での検出は図15黒色遺構で留めておき、BlOGr内は第

3層掘削後の6層上面にて図15青色遺構として検出した。また同図赤色遺構はSD07の古い遺構で

ある。また3A層は3B層より新しい堆積土であることがこれによって明らかになったが、調査区壁

面土層断面などで検討したが、3B層から3A層への変化を明瞭にすることはできなかった。

調査区外商からD5GrでN－600　－Wに延び、B8Gr内でほぼ西へ湾曲し、BlOGr内で再度N－650　－W

に掘り直しされ、1区西へと延び、SDO8◎10ell◎19eSX03に切られている。検出長34m、幅0．5

～工4m、深さ20～60cmを測り、底面は北西に傾斜している。最南部の底面標高（調査区南壁面土

層）は10．3m、最北部（10ライン土層）のそれは10．1mである。また最南部は深さ20cmと浅いのと、

平成14年度調査Ⅱ区8）で連続するような遺構が検出されていないため、南側調査区外数mで収束す

ると考えられる。

断面形態は南側では2段掘りであるが、7Grから西では傾斜のややきつい逆台形を呈している。土

層の堆積状況は西端の古遺構以外ほぼ同様な状況を呈している。

出土遺物は掘削量の割に少量で、大袋（26×38cm）1袋分しかなく、その多くが弥生土器（特に前

半期）で、縄文土器と古式土師器が少数である。これらの遺物は小片がほとんどで時期の決定できる

ような確たる出土状況を呈していないため、前記したSD04と同様生活面の第3層からの混入のも

のも考えられる。よって当該遺構は、生活面の第3層が堆積して以降、切られたSDO8elO◎11◎

19eSX03などより古い時期といえる。

図16－1～3は弥生

土器である。1e2は鷺

の頭部付近で、1はヘ

ラ状工具による沈線文

を現状で2条施し、2は

内面頚部に絞り痕が観

察される。3は平底の

底部である。

＼峯、宜
‾‾ごlこ‾∴一二二「

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

図16　SDO7出土遺物実測図（S＝1／3）

＄診◎丞（図4◎17由18049）

B7eC－8e9Gr内第3層上面で検出し、SD07を切り、SD19◎20に切られている溝状遺構である。

C9Gr内ではSD19に切られたまま収束し、B6Gr内では浅くなって自然に収束するが図4よりその

延長5m北東には同方向に並列するピット列が検出されており、何らかの関連が想定される。N－500　－E

に位置し、検出長15．3m、幅0．3～1．5m、深さ10～20cmを測るが、生活面標高の高い西側が深

く東側は浅い。しかし底面標高は東へ若干傾斜している。

断面形態は、東側で逆台形からゆるいⅤ字状を呈し、西側は南にステップをもつ2段掘りとなっ
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0　　　　　　　　　1m sDO9　①層　褐灰色粘冥土

仁一Il　－」　sDlO①層灰色粘質土

（多層　黄灰色シルト（黄橙色砂ブロックが帯状に層をなす）

Aノ

SDlO

SDlO

J

㌔く久＼

0　　　　　　　　　　　2m

」⊥＿＿」＿＿⊥」⊥」

～A／

酢

B B′

1．〔i

l輿二定一
0　　　　50cm

「　＿＿　＿＿」

SD11

①層　暗灰色粘質土

（砂粒子含む）

0

」＿　　】　　＿⊥＿」」

図17　SDO8～11実測図（平面図S＝1／80

－22－

「一一　　＿二j

D′

SDO8

0　　　　　　　　　　　2m

」」＿＿」＿＿」」⊥」

SDO8

①層　橙灰色粘土
（橙色粒子を多く含む）

②層　橙灰色粘質土

（砂粒子・黒色粒子含む）

②′層　②層の暗く黒い層

②〝層　②′層に黄橙色砂粒子

が多く入ったブロック

状の層

③層　暗橿灰色粘土

（ややソフト）

10－6m

I

l

l

I

I

l

l

J

J

J

l

c c′

ニ‾‾二‾‾‾『逗7ア‾‾－　9　　5？cm

（訂′

1些1つ脅正声
甘1－′

土層断面図S＝1／40）



築山遺跡1区東

ている。

出土遣物は掘削量の割に少量で、中袋（15×25cm）1袋分のみで、弥生土器（特に前半期）及び石器

も出土したが、これらは前記したSDO4・07と同様生活面の第3層からの混入のものと考えられる。

土師器・須恵器も出土している。須恵器破片はSD19図20qlと接合したので、SD19からの混入品で

ある。そのため当該時期を決定する遣物として図18－1全面朱塗りを施し口径16．2cmを測るやや大

振りの土師器杯があげられる。8世紀の範疇であろう。

図49－2・3は石器である。2は大型石包丁様石器で刃部左縁辺部は使い込まれたように研磨され丸

みを帯びている。また

裏面は滑らかで全体的

に研磨されている感じ

を受ける。3は砥石で、

荒研ぎ～仕上研ぎまで

が各面で行われている。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

※スクリントーンは朱塗り

図18　SDO8（1）・SDll（2）出土遺物実測図（S＝1／3）

SD9・10（図4・17）

SD09はAlOGr、SDlOはA－9・10・BlOGr内第3層上面で検出した。東側は調査区外へ西側は1

区西へと延び、SDO7・19・SXO2・03を切っている溝状遺構である。10ライン土層図（図9）で観察

するとSD09は第2層をわずかに切っている様相がみられ、当該遺構は1区東で最も新しい遺構と思

われる。2条はN－600　－Eに位置し約1．3mの間隔を空けてほぼ併走している。それぞれの検出長は

4．8mと9．2m、幅は50～70cm、深さ10～20cmを測り、底面は若干西へ傾斜している。断面形

態は、ゆるやかな逆台形を呈して、西側は南にステップをもつ2段掘りとなっている。

出土遣物はSD09から土師器小片1点のみ、SDlOからは生活面の第3層からの混入晶である弥生

土器小片3点と土師器小片3点のみの出土で、実測に耐えるような遣物は皆無であった。また時期決

定は土師器を使用した時期と考えられるが、その胎土から中世前半以前のものと考えられる。

SDll（図4・17・18）

Ar8・9・B－9・10Gr内第3層上面で検出し、SDO7・19を切っている溝状遺構である。BlOGr内で

はSD19にかかった付近で収束し、A8Gr内では浅くなって自然に収束する。N－550－Eに位置．し、

検出長12．6m、幅10～20cm、深さ5～10cmを測るが、生活面標高の高い西側が深く東側は浅い。

しかし底面標高は東へ若干傾斜している。断面形態は、ゆるいU字状を呈する。

出土遺物は生活面の第3層からの混入品である弥生土器破片5点のみの出土であり、当該遺構の時

期決定は、切ったSDO7・19などより新しい時期といえる。また前記したSD08とは約7mの間隔を

空けてほぼ併走し、規模・傾斜方向もほぼ同じくしているので（ただしSD19との新旧関係が逆）、何

らかの関連した遺構と考えられる。

図18－2は弥生土器の平底の底部である。

SD19（図19・20）

D9・C－9・10・A・B－10Gr内第3層上面で検出し、南側は調査区外へ北側は1区西へと延び、

SDO7・08・SX03を切って、SDlO・11に切られている溝状遺構である。N－400　－Wに位置し、検出
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♂

0　　　　　　　　　　2m

L1－　－　－：

E

A

10．7ml⑧　　　　　　　l

‾‾師”‾

0　　　　　　　　　　2m

L－．1－－「一一一一一一ロー‥－1

①　（診

（⊃層　橙褐灰色粘貿土（ボソボソしている）

（塾層　橙灰色粘冥土（砂粒子含む）

②′層　②層しまって固い層

②”層（塾層と地山の混合層

（塾層　灰黄橙色土（砂粒子含む）

④層　橙灰色粘土

（9層　橙灰色粘質土（小砂利多く含む）

⑥層　橙褐灰色土（橙色粒子多く含む）

⑦層　橙灰色粘質土

（◎層　橙色土ブロック

20－1拡大図

50cm

l　一　一＿⊥＿＿⊥二二］

図19　SDl9実測図・遺物出土状況図（平面図S＝l／80　土層断面図S＝l／40　土器拡大図S＝l／20）
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長18m、幅0。8～2．3m、深さ10～25cmを測り、底面

は若干南へ傾斜している。断面形態はほぼ底面中央を窪ま

せフラットな面を有する漏斗状を呈している。

出土遺物は大袋1袋分あり、生活面の第3層からの混入

品である弥生土器及び古式土師器小片も含むが、土師器及

び須恵器が出土している。当該遺構はこれらの時期と考え

られる。

図20－1◎2は須恵器である。1は碗で、口径と底径の差

が小さく内湾して立ち上がる器壁を有する。底部は中央を

押し上げて上げ底ぎみにヘラ切り未調整のままで、その周

辺は回転へラケズリによって底部と胴部の境を丸くしてい

る。2は長頸壷の胴部で、算盤玉のように張り出す。7～8

世紀の範疇であろう。

一丁：聖（√＼，：？ぷ（図21）

C◎D－8◎9Gr内第3層上面で検出した短長な溝状遺構の

重複である。SD19に併走するように位置するSD20は

SDO8⑳21◎22を切っている。SD08から派生するような

SD21はSD20⑳22に切られ、SD20の西側へ屈曲して延

びている。SD22はSD21を切りSD20に切られる最も短

長な遺構である。SD23はSD19◎20に併走するように位

10cm

図20　SD19出土遺物実測図（S＝1／3）

置している。SD20◎23はN－450　－Wに位置し、SD21はN－500　－EからSD20の西では1550　東へ

振る。SD22はN－250　－Eに位置する。検出長はSD20が8。2m、SD21が7。1m、SD22が2．2m、

SD23が2．7m、幅はSD20が0。5～1。7m、SD21が50～70cm、SD22が40cm、SD23が0。8～

1。Om、深さは5～20cmを測る。断面形態はゆるいU字状を呈している。

出土遣物はSD20で弥生土器e古式土師器e土師器e須恵器の小片が大袋半袋分及び残核らしき水

晶が1点、SD21で同様に中袋1袋分、SD22で弥生土器小片1点、古式土師器小片2点、土師器小

片1点のみ、SD23で弥生土器◎古式土師器◎土師器e須恵器の小片中袋1袋分及び桂化木1片であ

るが、実測に耐えるような遺物は皆無であった。弥生土器と古式土師器は生活面の第3層からの混入

品のため、時期決定は土師器及び須恵器を使用した時期であり土師器の胎土から中世前半以前と考え

られる。またSD20はSD08を切っているので古くても8世紀である。
！

＄X◎2（図22の23849）

A8◎A◎B－9◎10Gr内第3層上面で検出し、北側は調査区外へ若干広がり、SDO9◎10に切られた

性格不明の竪穴状の落ち込みである。長軸はN－750　－Eに位置し、長軸9m、短軸3。7m、深さ10～

25cmを測る。

平面形態は長楕円形を呈するが北東隅が出っ張っていく。立ち上がりは短辺はゆるやかであるが

長辺はややきつい。長辺に沿って土坑状の落ち込みがみられる。底面は第3層と思われる土層上
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図21SD20～23実測図（平面図S＝l／60　土層断面図S＝l／40　各遺構色分け図S＝1／80）
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′①　　了∠’OL

日

く

④ ④

図22　SXO2実測図（S＝1／60）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

L⊥＿＿」

①層　橙灰色粘質土（橙黄色粒子多く含む）

①′層　基本的に①層だが、暗褐色土を

含み、①層より暗い

（D〝層（D層が粘土状を呈す層
②層　灰色～黄灰色粘土

（診′層　②層と第3層の混合層

③層　灰褐色土（粘性強、砂粒子含む）
④層　暗褐色土（粘性強）

⑤層　オリーブ褐灰色粘質土（砂粒子含む）

⑥層　灰色粘質土（黒色粒子含み、ボソボソ

している）

⑦層　黄橙色土（黄橙色小磯の層、ボソボソ

している）

⑧層　褐色粘土

⑨層　褐色粘質土（黄色土ブロック含む、

色調はやや明るい）
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面及び6層が検出された時点で止め、それ以下を後述する第4層（6層）上面検出遺構（SIOl～03◎

SK43～45◎SD44◎45）とした。ほぼ重複している。

出土遣物は中袋半袋分あり、生活面の第3層からの混入品である弥生土器がほとんどで石錘と黒曜

石のチップが各1点あり、土師器小片1点、須恵器小片2点が出土しているが、時期決定となるよう

な出土状況を呈していない。よって当該遺構は、生活面の第3層が堆積して以降、切られたSDO9◎

10などより古い時期といえる。

図23－1◎2は弥生土器で平底の底部である。図49－4は石錘である。打製石斧を折半して2次使用

したものまたは残核を利用したもので、各辺の中央に決りが入れられている。

＄X◎3（図4⑳9℡23◎49）

AlOGr内第3層上面で検出し、西側は1区西へと広がり、SDlOに切られSD07を切っている性

格不明の落ち込みである。SD19とSDlOが複雑に切り合って調査区端で検出されたためと底面が

SD07に壊されており、正確に掘ることができず詳細不明の遺構となってしまった。南北断面形態は

10ライン土層図（図9）で観察できる。それによると第2層を切ってSD19を切っているように見受

けられるが、SDlOに切られているので、1区東では最も新しい遺構のひとつではあるが、SDO9◎

10よりは古い。

出土遣物は中袋1袋分あり、生活面の第3層からの混入品である弥生土器がほとんどで磨襲石斧破

片も1点あり、須恵器小片2点が出土しているが、時期決定となるような出土状況を室していない。

よって当該遺構は、生活面の第3層が堆積して以降、切られたSDlOより古い時期といえる。

図23－3は弥生土器で平底の底部である。図49－5は磨製石斧の破片で基部に当たる。

続
一一　　　一　　　　　　‥－＼一　一一一J′‾　　　　　　：　一一　　　　＿－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

図23　SXO2（巨2主SXO3（3）出土遺物実測図（S＝1／3）

ど、ソ「（図4）

第3層上面から検出されたピットからは生活面の第3層からの混入品と考えられる弥生土器小片及

び黒曜石チップしか出土していない。またピットは集中して検出される箇所がある。B－9◎10Gr内の

ようにSD19に併走LSD20の北延長に位置し2列に並んでいるものもあるが、これらは建物の柱穴

列というより、前記した溝状遺構と何らかの関連性が想定される。

地形の掘削（図4）

D9◎B◎C－10Gr内ではSD19に沿って西側に地形が約10cm下がっている。その落ち際に沿って

凹凸が著しい。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

仁一「－「一一「十Illl1－－－1－1…1－1

図24　S101～03◎SK43～450SD44◎45実測図（平面図S＝1／60　土層断面図S＝1／40）
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第4層上面（第2両）検出主要遺構

S帽瑚～◎3ゥSK43～魂50S紛糾945（図24）

A－8～10◎B9Gr内第4層（6層）上面で検出し、北側は調査区外へ広がり、SK41に切られた竪穴状

の落ち込みの重複で、SIOl～03は小型の竪穴式住居と捉えている。全体の平面形態は楕円形が3つ

重なったような歪な長楕円形を呈する。これらは前記したように上半部をSX02に壊されているため

と第3層を間層としており全体としての土層確認はできなかった。

図24の上図は完掘状況で、図24の下図は各遺構をスクリントーンで明確にしたものである。検

出状況、残存する土層観察などにより各遺構の新旧関係は、SK43～45ePit→SIO3→SIO2（SD44は

周溝）→SD45→SIOlとなり、東から西へ建て直しが行われたようである。

SIOlは平面形態は楕円形を呈し、長軸3．6m、短軸2．7m、深さ12～16cm、SI02は平面形態は

歪な楕円形を呈し、長軸4．5m、短軸4．0m以上、深さ15～25cm、SI03は平面形態は若干長めの

楕円形が想定され、長軸2．9m以上、短軸3．1m、深さ10～20cm、SK43は平面形態は長楕円形を

呈し、長軸1．55m、短軸80cm、最深（SI03の床面から）23cm、SK44は平面形態は隅丸長方形を呈

し、長軸1．4m、短軸1．15m、最深（SI03の床面から）18cm、SK45は平面形態は楕円形を呈し、長

軸70cm以上、短軸60cm、最深（SI03の床面から）16cm、SD45はSD44に沿うように弓なりに湾

曲しており、長さ4．5m、幅50～90cm、深さ20～30cmを測る。

SIOlは直立ぎみに壁面が立ち上がり底面はほぼフラットである。主柱穴は存在しないが、壁付近

に数cmの浅い落ち込みが検出されている。SI02はややゆるやかな壁面の立ち上がりをみせ、南辺か

ら東にかけてSD44が周溝として巡り、床面はほぼフラットである。SIO2－P巨P2がそれぞれ床面か

ら12cm、7cmの深さを測り、周辺の浅い落ち込みと比較すると主柱穴の可能性が考えられる。SI03

は壁面が緩やかに立ち上がる。古遺構が床面を壊しており煩雑になっているのと南側の床面が一段低

くなるが、床面はほぼフラットである。SIO3－PleP2が床面から10cmの深さを測り、主柱穴の可

能性が考えられる。SK43～45はフラットな底面をもつ土坑で掘り込み面がSI03の上面を想定する

と各遺構の深さは10～20cmは深くなる。これらは集中して築かれているのと後述するSK38と形

態的にも似ており、土墳墓の可能性が考えられる。SD45は単独の溝状遺構のように記してきたが、

SD44に沿っていることを考慮するとSIOlが作られる前にSI02を北東側にずらして建て直した周溝

の可能性も考えられる。これは図示していない。

出土遣物はSIOlで小袋（10×14cm）1袋分あり、弥生前半期の土器小片と黒曜石のチップが3点、

SI02のSD44内で弥生前半期の土器小片が2点のみ、SD45内で縄文土器または弥生前半期の土器

小片が4点と弥生土器小片が1点のみ、SIO3eSK43e45は皆無、SK44は縄文土器または弥生前半

期の土器小片が1点のみで、実測に耐えられるような遺物は皆無であったが、当該遺構は弥生前半期

の遺構と考えられ、その範疇での建て替えが行われたものであろう。

SK◎9（図25）

D3Gr内第4層（3C層）上面で検出し、SD24を切っている土坑である。平面形態は楕円形を呈し、

長軸はN－50　－Eに位置し、長軸1．1m、短軸85cm、深さ15cmを測る。壁面はゆるやかな立ち上

がりで、フラットな底面を有する。性格は不明である。
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SKO9

悸
10．2m

「こ覇者‾‾‾
①層　橙灰褐色粘質土（軽石砕・橙色粒子含む）

②層　橙灰色粘土（橙色粒子含む）

②′層（多層の橙色が強い層

10．3m

①層

SK28

∴
10．1m

‾てこ＝く二重＝二二7‾

①層　褐灰色粘砂

（若干の炭化物含む）

SK33

SK34

一一一三三一一
③ 甘

①層　灰褐色粘砂（炭化物含む）　　　　④層　淡灰褐色粘砂

②層　灰褐色砂質土（粘性おびる）　　　　　　（軽石含む）
③層　淡褐灰色砂質土（粘性おびる）　　⑤層　淡黄灰色砂質土

（粘性おぴる）

SK舞－
聖I　　　　．．．〔1壷

①層　褐灰色土（粘性強、砂粒子含む）
②層　灰褐色土（粘性強、砂粒子含む）

③層　淡褐灰色砂質土（粘性おびる、SK33③層と似る）

SK41

⑤

霊慧孟＝忘ニ；‾「証毒≡義夢二ニ二二r
③層　青灰色粘砂

⑤層　淡黄灰色砂質土

②層　暗黄褐灰色砂質土

④層　褐灰色砂質土（軽石砕含む）

①層　暗黄褐色土（粘性弓軋砂粒子含む、

若干の炭化物含む）

②層　黄褐色土（①層と6層の混合層）

2m

－（琵謬－
10．5m

「レーノーー√‾

「し＿＿Jr

’．　　‾　．　　　　　　　　‾‾‾‾’‾‾‾’．‾‾‾’‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　‾

図25　SKO9◎28の31～35◎37041846実測図（S＝1／40）
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出土遣物は弥生前期土器小片1点のみで、当該期の範疇であろう。

S・餞a（図25）

D5Gr内第4層（4層）上面で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し、長軸はN－150　－Wに

位置し、長軸90cm、短軸75cm、深さ10cmを測る。ピットの集合体のようである。

出土遺物は弥生前期土器小片1点のみで、当該期の範疇であろう。

＄瞳3障32（図25926）

C◎D－6e7Gr内第4層（4層）上面で検出した土坑である。平面形態は歪な楕円形を呈LSK32は北

側にピット状の突出を有する。長軸は共にN－500　－Eに位置し、それぞれの長軸は2．3m◎1。4m、短

軸は工6mel。2m、深さ10～15cmを測る。壁面はやや傾斜をつけて立ち上がり、フラットな底面

を有する。それぞれピット状の落ち込みを有し、性格は不明である。

出土遣物はSK31から弥生土器小片が3点のみで、SK32は皆無である。時期は第3層掘削時後に

検出された遺構なので、共に弥生前半期の範疇であろう。

図26－1は弥生土器の平底の底部である。

SK鵠「三国〇35（図25）

B～D－2◎3Gr内第4層（4層）上面で検出し、SKO9◎SD24に切られている土坑である。平面形態は

SK33がほぼ円形をSK34が歪な楕円形をSK35が楕円形を呈する。SK33◎34の直径は70cmel．1m、

深さは18cmelOcmを測り、SK35は長軸がN－500　－Wに位置し、長軸98cm、短軸82cm、深さ

16cmを測る。壁面はゆるやかな箇所と急傾斜をもつ立ち上がりで、2段掘りのフラットな底面を有

する。性格は不明であるが、当該遺構3基は至近距離に配置されていることと断面形体が似ているた

め、同様な性格のものと考えられる。

出土遣物は皆無であるが、SKO9◎SD24に切られており、それよりも古く、縄文◎弥生移行期9）の範

疇であろう。

＄瞳3習（図25℡26）

A8Gr内第4層（6層）上面で検出した土坑である。平面形態はアメーバ状を呈し、長軸上8m、短

軸1。4m、深さ20cmを測る。壁面はゆるやかな立ち上がりで、フラットな底面を有するが、小さな

ピットの集合体のようである。

出土遺物は縄文土器？小片2点、弥生前期土器小片4点、弥生土器小片7点、石器素材1点である。

第3層掘削後に検出された遺構なので、弥生前半期の範疇であろう。

＼忘こよ≡二㌢；

0　　　　　　　　　　　　　10cm

図26－2

は弥生土

3　　　器の平底

の底部で

ある。

図26　SK31（1）由37（2）◎38（3）出土遺物実測図（S＝1／3）

＄瞳3爵（図26◎27）

C9Gr内第4層（4層）上面で検出した土坑である。平面形態はやや歪な長方形を呈し、長軸はほぼ南
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北に位置する。堀方の長軸1．25m、短軸78cm、深さ25cmを測る。直立ぎみに壁面は立ち上がり、フラッ

トな底面の中央には小さな溝状の落ち込みを有し、規則正しい堆積状

況を呈する。以上の形態から当該遺構は土墳墓と考えられ埋葬施設と

しては長辺100cm、短辺65cmの長方形を呈する。底面の溝状の落

ち込みは水抜き溝であろう。

出土遺物は縄文土器小片3点、弥生前期土器小片1点のみである。

以上当該遺構は縄文◎弥生移行期に当たる。

図26－3は縄文土器の上げ底の底部である。粘土貼付面から剥がれた

外縁の残存部で縁辺は突出している。

＄隠避瑠（図25）

A◎B－10Gr内第4層（6層）上面で検出し、SIOlを切っている土坑

である。平面形態は長楕円形で、長軸はN－550　－Wに位置し、長軸

1。Om、短軸35cm、深さ15cmを測る。壁面はややゆるやかな立ち

ーIlll！l l‾

‾≒∴
墨

10．5m
①

26－3

0　　　　　1m

①層　璧讐聖誓質土」」＿」　」」」
（粘性あの

②層　灰褐色土（砂質的、粘性もあの

③層　褐灰色砂質土（粘性あり、軽石小礫含む）

③′層　暗黄褐色砂質土（③層と4層の混合層）

図27　SK38実測図（S＝1／40）

上がりで、2段のフラットな面を有し底面はピット状を呈する。

出土遣物は弥生前半期土器小片1点のみであるが、当該期の範疇であろう。

＄K磯6（図6◎25）

A2Gr内第4層（4層）上面で検出した土坑である。平面形態は楕円形で、ほぼ南北に長軸が位置し、

長軸80cm、短軸65cm、深さ15cmを測る。壁面は傾斜をつけて立ち上がり、フラットな底面を有

する。図25には掲載していないが図6では中軸の南北に延長した両位置に直径10cm足らずのピッ

トが10～15cmの間隔を空けて1基ずつ穿たれている様相を呈する。

出土遣物は皆無であるが、第3層掘削後に検出された遺構なので、弥生前半期の範晴であろう。

富国鍼（図28◎29◎49）

A～D－3Gr内第4層（3C層）上面で検出し、調査区外へと延び、SK09に切られている溝状遺構である。

ほぼ南北に位置し、検出長17。8m、幅0。25～1．2m、深さ5～20cmを測り、底面は南へ傾斜している。

北へいくに従い幅も狭く浅くなっていくのと調査区北壁面土層に検出されないため、調査区壁面沿い

に掘削している排水溝内で収束したものと考えられる。南側は幅広くなっているが浅いステップであ

るため、本筋としては幅60cmで延びた部分である。

断面形態はゆるやかなU字状からⅤ字状を呈し、ほぼ1層が堆積している。

出土遣物は縄文土器小片4点、弥生前期土器破片1点、弥生前半期土器小片2点、黒曜石製楔形石

器1点のみであった。以上よりSK38と同様縄文◎弥生移

行期の範晴であろう。

図28－1は弥生前期土器、鷺の口綾部である。目線部は

外反し端部は矩形を呈しているが、頸部は無文である。図

49－6は楔形石器である。上線に磨滅及び小剥離痕が観察さ

れる。
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図28　SD24出土遺物実測図（S＝1／3）



SD38

SD24

①層　橙褐灰色粘質土（小礫含む）

②層　橙色粘質土（黄色・灰色の砂粒子りj＼礫含む）

②′層　②層に小礫多く含む層

②〝層　②層と3C層の混合層

A

10．2ml

国Ⅵ　詞　国も闘仇

む
SD38

①層　灰黄褐色粘質土

（砂粒子・小礫含む）

②層　明黄褐色粘砂

（小礫多く含む）

③層　橙灰色粘土（①層と②層の

粘土部分）

C

10・2m】①

SD38

④層　灰黄褐色粘砂

⑤層　淡灰褐色砂質土（④層と

似るが、③層粘土ブロック

を含む）

2m」

B

10．2mI　　①

2m

一一「－lTl一　一一」
」⊥＿⊥」⊥」⊥」

図29　SD24e38実測図（平面図S＝1／80　土層断面図S＝1／40）
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冨田3⑮（図29）

A◎B－4eCeD－4◎5Gr内第4層（3C層）上面で検出し、調査

区外へと延びる溝状遺構である。ほぼ南北に位置し、検出長

18．5m、幅0。8～1．0m、深さ10～20cmを測り、底面は若

干北へ傾斜している。

断面形態はゆるやかなU字状からⅤ字状を呈し、ほぼ1層

が堆積している。前記したSD24とは同じ3C層上面から掘

り込まれた遺構であること、約8mの間隔を空けて併走して

いること、覆土が似てることなどから何らかの関連した遺構

と考えられる。ただし底面の傾斜はそれぞれ南方向と北方向

の逆である。

出土遺物は縄文土器？小片2点、弥生前期土器小片3点、

弥生前半期土器小片3点、弥生土器小片1点のみであった。

以上より第3層（3B層）掘削後に検出された遺構なので、弥生前

半期の範疇であろう。

国防磯◎（図9◎30◎49）

D9◎C◎D－10Gr内第4層（4層）上面で検出し、南側は調査

区外へと延び北側は1区西へと続く、SK40◎42を切っている

溝状遺構である。調査区南壁面及び10ライン土層で観察する

と3B層上面から掘り込まれた遺構であることが判明した。覆

土が第3層と酷似しているため第3層上面で確認できなかっ

た。N－450　－Wに位置し、検出長12m、幅50cm、深さ10

～25cmを測り、南北の高低差はほとんどない。壁面はやや

直立ぎみに立ち上がり底面はキャタピラ状に平行した2列の凹

凸列となっている。土採掘痕または苗株痕が考えられる。

出土遺物は弥生前半期土器小片1点、石器2点のみであっ

た。これらは生活面の第3層からの混入品とは思われるが、

第3層上面に当該遺構を入れ込むと一段下がった地形に沿っ

て築かれていることになり、その上面にはピットが検出され

ているため、第3層が堆積して以降古くに掘削された遺構と

考えられる。

図49－7は黒曜石製の楔形石器である。磨滅痕は観察されな

い。図49－8は玉髄製の敲石である。突出する縁辺部を使用し

ており、敲打位置からの剥離面も観察される。

＄随感2（図6◎31◎32）

D－5◎6Gr内第4層（3C層及び4層）上面で検出し、南側は
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図30　SD40実測図
（平面図S＝1／60　土層断面図S＝1／40）
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調査区外へと延びる竪穴状遺構である。プランは溝状遺構の様相を呈して軸をN－450　－Wにとり、

SD07へ連続するような方向性をみせていた（図6）。しかし掘り進めていくと調査区南壁から北へ

2・5mの幅が広がる部分から落ち込むことがわかった。その時には既に南側の浅い部分は掘り終えて

しまっていたため、縦断に土層堆積の検討をすることができず、南側の浅い部分と平面形態長方形を

呈する竪穴状の落ち込み部と北側の浅い部分との詳細な関係は解らない。ただし縦断面図から検討す

ると、中央の竪穴状の落ち込み◎それを挟んだ一段下がった浅い溝状の部分◎南側の浅い溝状の部分

に分かれるようである。

堀方は検出長6．0m、幅0．7～2。Om、深さ2～30cmを測る。それぞれの計測値は、南側の浅い溝

状部分で検出長1．95m、幅60～80cm、深さ2～5cm、一段下がった浅い溝状部分で長さ3．9m、幅0．8

～1・4m、深さ6～20cmである。中央の竪穴状の落ち込みは長軸2．7m、短軸1．6m、深さ30cmを

k l

①層　暗黄灰褐色土（粘性あり、砂粒子含む、炭化物若干含む）

②層　褐灰色土（粘性やや強、砂粒子含む、炭化物若干含む）
②′層　②層に軽石砕含む層

③層　黄褐灰色土（粘性強、4層砂混入）

④層　黒灰色粘土（砂粒子含む、軟弱）
⑤層　黄灰色粘質土

⑥層　黄灰色砂質土（4層と似るが暗い）

2m

」　二＿ここ＿＿⊥＿二二＿＿　　」

図31SD42実測図（S＝1／40）
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測り、底面はフラットで深さ数cmの小ピットを数基穿っ

ている。壁面はほぼ直立に立ち上がり断面形体は箱掘り状

を呈する。

竪穴状の落ち込みBライン土層でみられる④層は、軟弱

な黒灰色粘土で、掘削中には悪臭を放っていた（作業員の

言）という。1．3m南に設定したCライン土層では観察さ

れなかったので、平面的にはBラインの北からCライン

の手前の間に堆積していたようである。

出土遣物は大袋1袋分で、縄文土器小片数点を含む、弥

生前期土器小片、弥生土器小片、黒曜石チップ1点、玉髄

チップ2点、安山岩チップ1点であった。以上より当該遺

構は弥生前期の範晴であろう。

図32－1～10は弥生土器である。1は目線下端部凸状鷺

の目線部で、2◎3は壷の日録部とナデ押さえによる段を

有する頸部である。4◎5は婆の目線部で目線端部に刻目

が施され、5は頚部に現状で3条の平行沈線文が施されて

いる。6◎7は断面矩形の貼付突帯文を施した胴部で、6は

その下にヘラ状工具による羽状文を、7はその上にヘラに

よるタテ沈線文を施す。8～10は平底の底部である。図

32－11は弥生土器を転用した土製円盤である。

Sm一‡（図33）

A◎B－2Gr内第4層（4層）上面で検出し、調査区外へと
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①層褐灰色粘質土（砂粒子及び

軽石砕多く含む）

1．5m

ヒ⊥＿」

図33　SD43実測図

（平面図S＝1／60　土層断面図S＝1／40）
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延びる溝状遺構である。N－350　－Wに位置し、検出長8。6m、幅50～90cm、深さ10～22cmを測り、

底面はほぼフラットであるが、北側で一段高くなり幅も狭くなっていくのと調査区北壁面土層に検出

されないため、調査区壁面沿いに掘削している排水溝内で収束したものと考えられる。断面形態はゆ

るやかなV字状を呈し、ほぼ1層が唯積している。

出土遣物は縄文土器小片1点、縄文土器？小片2点、弥生前期土器小片1点のみであった。以上当

該遺構は縄文◎弥生移行期に当たると思われる。

5、ぐ出（図3∠L）

CのD－10Gr内第4層（4層）上面で検出し、1区東の南西隅に平面形態三角形を呈して南側は調査区

外へと西側は1区西へと続く。側辺はNp400　－Wに位置し、2m東に位置するSD40にほぼ平行して

いる。検出側辺長7．8m、検出南壁沿長4。5m、検出10ライン沿長6．1m、深さ2～35cmを測る。

壁面はだらだらとした立ち上がりを呈し、底面はぼこぼこした凹凸状を呈する。SD40と同様に土採

掘痕または苗株痕が考えられる。

出土遺物は弥生前半期土器小片7点、弥生土器小片1点のみであった。以上より第3層掘削後に検

出された遺構なので、弥生前半期の範晴であろう。

図34　SXO4実測図（S＝1／40）
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ぽッ睦（図6由35の36◎49℡50）

第4層上面から検出されたピットから出土した遺物は、縄文土器及び弥生前半期土器、石器である。

これらのピットは第3層掘削後の第1ハイカとしての4層、地盤層としての6層10）の上面で検出して

おり、縄文◎弥生移行期から弥生前半期の範疇のものと考えられる。

第4層上面から検出されたピットは中小規模のものがほとんどであり、ある程度集中して検出され

る箇所と空閑地がみられる。CGr範囲が空閑地となっている一つの原因には第4層にかなり軽石が含

まれてハードな地山となっているため、掘削するのに困難を生じたために、CGr範囲を空閑地とした

遺構配置が成されたものと考えられる。西側では特にピットが密に集中し、しかもそれらが円形を呈

するような箇所が何ヶ所かみられ、住居跡が存在した可能性が高い。東側のピットが疎に集中する箇

所は柵列、簡易の小屋掛けなどが考えられる。

B4Gr－P3は平面形態は楕円形、断面形態はゆるやかな逆台形を呈し、直径25cm、深さ10cmを

測る中規模のピットである。図50－9石器素材が中央に直立に埋め込んであった。右側緑には裏面か

ら加工が施されている。A5Gr－P2は平面形態は円形、断面形態は逆台形を呈し、直径30cm、深さ

18cmを測る中規模のピットである。図49－10黒曜石製の加工痕ある剥片と弥生前期土器小片1点

が出土している。D5Gr－Plは平面形態は楕円形、断面形態は逆台形を呈し、直径15～20cm、深さ

24cmを測る小規模のピットである。図50－11加工痕のある大型剥片と縄文または弥生前半期の土器

小片が1点出土している。11の基部の欠損は人工的に折ったような感じも受ける。先端部及び右側

緑は磨滅痕が著しい。A6Gr－Pl～P3は平面形態は楕円形、断面形態は逆台形及びV字状を呈し、

直径22～32cm、深さ15cmを測る中規模のピットである。P3の④′層は木杭先端の腐食土である。

Plから縄文土器小片3点、P3から弥生土器小片1点が出土している。A7Gr－P3は平面形態は楕円形、

B4Gr－P3

A6Gr－Pl

10．2m

∴享11－

＼里「

A6Gr－P2　　　　A6Gr－P3

／／」rFア

I

二一　　一　二三二三

‾⊂7

AA′

l∴∵一一一一ll

①層　黒褐色粘質土（砂粒子含む、

3層の可能性あの

②層　黒褐色粘質土（①層より明るく

軽石枠を多く含む）

③層　褐灰色粘質土（軽石砕多く含む）

④層　暗茶褐色粘質土

B′　④′層　　　〟　（杭先端の

l　　　　　腐食層）

図35　主要ピット実測図（S＝1／20）
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図36　A7Gr－P3出土遺物実測図（S＝1／3）

断面形態はバケツ形を呈し、直径10～15cm、深さ

10cmを測る小規模のピットである。図36－1縄文土器の

上げ底の底部が出土している。A7Gr－PlOは平面形態は歪

な楕円形、断面形態は2段掘りを呈し、直径20～35cm、

深さ14cmを測る中規模のピットである。中央のステップ

上に長さ12cm、幅7cm、厚さ9cmを測る礫が1点埋置

されていた。C9Gr－P3は平面形態は魚形、断面形態は2

段掘りの漏斗状を呈し、南側で新しいピットに切られている。検出長95cm、幅50cm、深さ20cm

を測るやや大型の中規模ピットである。図50－12加工痕ある剥片（スクレイパー？）が出土している。

土器集積（図6・37・38・50）

B6Gr内第4層（3C層）を掘削中に最下部が4層上面に載っている土器の集積を検出した。図6中

に▲印を付してある。最初に図50－13平石を置き、その上に土製円盤を積み上げ、最後に土器の口綾

部・胴部及び底部で包み込むような状況を呈していた。

調査時は上部から1面め、2面め、3面めとして遣物を取り上げていった。1面めは縄文土器片2点、

縄文または弥生前期？土器片2点、弥生前期土器片3点、弥生前半期土器片2点、2面めは縄文土器

片2点、縄文または弥生前期？土器片1点、弥生前期土器片6点（うち4点は土製円盤に転用したもの）、

3両めは弥生前期土器片3点（土製円盤に転用したもの）、平石1点が出土している。

10・1帥　　噸喝
0　　　　　　　　　　25cm

1－　－　－　－i

図37　土器集積出土状況図（S＝1／10）

これは単に土器破片を集積したものではなく、転用し

て土製円盤としたものを集積し、その上に器としての土

器破片で塞いでいることに意味をもつものと思われる。

図38－1・2は縄文土器の口綾部で、粗雑なナデ調

整が施され口綾部は1は丸く、2は平坦面を有する。

図38－3～12は弥生土器で、3・4は平底の底部、5～

12は転用して土製円盤としたものである。円形系の

5・6・11、方形系の7・10、三角形系の8・9・12に分

類される。図50－13は平べったい石で、仮に平石と呼

称するものである。表面のみ研磨痕が観察される。

遺構外出土遺物（図39～48・51～56）

1区東調査区からの遺構外出土遺物は、石器以外で6コンテナ分、石器が1コンテナ分出土して

いる。

図39は遺構外出土遣物のうち、掘削中に目に止まったやや大きな遣物及び若干集中して出土した

遣物の出土ポイントと標高を押さえたものである。そこには図56－55のような当該調査区での最も大

型石器も出土している。詳細は後述する。遣物は標高10．5m付近に集中しているが、東へ地形が下

がる東側は西よりも遣物出土標高が下がっている。これらのうち最も新しい古式土師器図47－1が最

も高い標高に位置し、最も古いA6Gr内北東出土の縄文または弥生土器は若干低い位置から出土して

いる。全体として、相対的に新しい遣物は上位から、古い遣物は下位から出土しているようである。
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図38　土器集積出土遺物実測図（S＝1／3）

図40～48◎51～56は出土遺物の実測図である。種別毎に区切り、種別の中で器種毎に古手と思

われるものから羅列した。以下種別毎に若干の特徴等を記し、各遺物の詳細は観察表に委ねることと

する。

匿縄文豊落選（図40）

1は直日義の日録部である。日録部には現状で1穴の穿孔が施されている。2～4は浅鉢である。

2は線帯文を用いて立体的な文様を施している。3◎4は休部が屈曲内傾するタイプで、4には屈曲部

に明瞭な沈線文が施されている。5◎6は無文の深鉢で、5は波状日録部、6は頚部付近である。7～

9は上げ底の底部である。
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監粟帯霊堂器溺（図射）

当該土器は包含層中で弥生前半期土器と共伴することと、前記したように縄文晩期の遺物がほとん

ど不明なため、縄文⑳弥生移行期の土器として扱っている。また分類するのに、当該遺跡から数km

丘陵縁辺沿いに南へ入った位置で、丘陵をひとつ挟んだ対時関係にある三田谷遺跡1次調査11）で突帯

文深鉢土器の分類が行われており12）、これを利用する。分類の概略は以下である。

刻目突帯A類：器形は肩部で屈曲、刻目は口縁端部と突帯上、突帯は日録端部より下がった位置。

刻目突帯B類：器形は肩部で屈曲e外反、刻目は口緑端部と突帯上、突帯は口線端部に接する位置。

刻目突帯C類：器形は砲弾形、刻目は口縁端部と突帯上、突帯は口縁端部より下がった位置。

刻目突帯D類：器形は砲弾形、刻目は目線端部と突帯上、突帯は口縁端部に接する位置。

刻目突帯E類：器形は肩部で屈曲、刻目は突帯上のみ、突帯は口縁端部より下がった位置。

刻目突帯F類：器形は肩部で屈曲e緩やかに外反、刻目は突帯上のみ、突帯は口緑端部に接する位置。

刻目突帯G類：器形は砲弾形、刻目は突帯上のみ、突帯は日録端部より下がった位置。

刻目突帯H類：器形は砲弾形、刻目は突帯上のみ、突帯は口緑端部に接する位置。

刻目突帯I類：2条刻目突帯をもつ。

無刻目突帯A類：器形は屈曲。外反、無刻目突帯は日録端部より下がった位置。

無刻目突帯B類：器形は屈曲、無刻目突帯は目線端部に接する位置。

無刻目突帯C類：器形は砲弾形、無刻目突帯は口緑端部より下がった位置。

無刻目突帯D類：器形は砲弾形、無刻目突帯は目線端部に接する位置。

無刻目突帯E類：2条無刻目突帯をもつ。

突帯文系土器：突帯文を有するが粘土接合が外傾接合のもので遠賀川系の影響を受けているもの。

1～17は深鉢の4は胴部だが、あとは目線部である。1～4は刻目突帯文で、1は刻目突帯E類、

2◎3は刻目突帯H類、4は（2条突帯文と思われるので）刻目突帯I類に分類される。口綾部に刻目が

施されるものはなかった。5～14は無刻目突帯文で、5～8は無刻目突帯B類、9は無刻目突帯C類、

10～14は無刻目突帯D類に分類される。5の口綾部は如意形口線状を呈するが胎土◎調整などから

突帯文土器と判断した。7の日録部上面に残存する円形孔は人工的に施されたものか風化によるもの

かは判別できなかった。15～17は突帯文系土器に分類した。図下していないが断面で外傾接合の痕

跡が観察される。

監弥生蓋落選（図42～46）

1～19は壷である。1は短めの外反した目線部の下端のナデにより段が施されている。2は頭部に

削り出し突帯を施したもので、外面口綾部の一部にわずかな朱塗り痕が観察される。3も低い削り出

し突帯が施された胴部である。4◎5は玉線状の目線端部を有する日録部と胴部であるが、各頸部には

4はナデによる、5はパケ状工具による押さえにより段を施している。6～9は胴部で、6はヘラ描

きによる羽状文◎3条の平行沈線文◎複線弧状文、7は貝殻原体による2条の平行沈線文◎有軸羽状

文、8⑳9は先端の丸い棒状工具による刺突文が施されている。10～12は広口壷の目線部と頸部で、

10◎11の日録端面には1条の浅い沈線文が施され、11◎12の頚部には4～5条のヘラ描き平行沈線

文が施されている。13◎14は胴部で、2条のヘラ描き沈線文e貝殻原体による3段の羽状文◎貝殻

原体による3条の沈線文が施されている。15は胴部の破片であるが、文様としては企画性が乏しく

ラインが直線的なので、ヘラ描きによる絵画ではないかと思われる。16は13◎14のように胴部が張
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図40　遺構外出土遺物（縄文土器）実測図1（S＝1／3）

り出すタイプの平底の底部である。17は広口壷の口綾部で、10ellよりも日録部が外反しているの

で後出のものであろう。18は短頸壷で、頸部にはナデにより若干の段が施されている。19は最大径

位に2条の削り出し突帯を、その下に貝殻原体による羽状文を施した胴部である。

20～43は賓で、日録部はほとんどが如意形を呈するが、42◎43の目線端部は矩形を呈する。

20◎22◎25～27e40◎41は口縁端部に刻目をもつ。20～24は胴部上位にナデあるいはパケ状工

具の押さえつけによる段を有し、25は浅い沈線状の段を有する。31～35◎37は頚部下にへラ描き

沈線文を1条、36e38は3条のヘラ描き平行沈線文を、39は4条のヘラ描き平行沈線文を、40は

先端に丸みのある工具による5条の平行沈線文を施している。

44は端部が菱形を呈し、外面に1条のヘラ描き沈線文を施した日録部である。45は小型の鉢で日

録端部はL字状に外部へ引き延ばされ平坦面を有する。内外面とも粗雑なナデによる指押さえの凹凸

が著しい。

46～77は底部である。46～64はすっきりした平底、65～71は底部から胴部への立ち上がる

部位がナデによりくびれている平底、72～74は分厚い平底、75～77は上げ底のものである。51

は中央部の割れ口が丸みをおびており、焼成後の底部穿孔と思われる。また底面の小穴は粘土内に混

入していた物が焼成時に熔けてできたものか。58の底面には指ナデによるドーナッツ状の凹みがで

きている。

78は唯一出土の高坪で、脚柱部である。接合部には円筒状の粘土が充填されている。
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図43　遺構外出土遺物（弥生土器2）実測図4（S＝1／3）
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図46　遺構外出土遺物（弥生土器5）実測図7（S＝1／3）
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図47　遺構外出土遺物（古式土師器）実測図8（S＝1／3）

79～83は土器を転用した土製円盤である。79～81は前期土器を、82◎83は中期土器を利用し

ている。

84は唯一出土の塩町式土器で、特有の刻目と平行沈線の組合せ文を施している。

ー51－



築山遺跡1区東

享≠l二二

、、三二壷＝プニー

調
′

、、＼し＿＿」：E＝＝プつ3

廿

∠空等lユニ＝ヽ、
5

、　　　　　　　7

竃：±コ二

⊆童謡′8

図48　遺構外出土遺物（その他）実測図9（S＝1／3）

ー52－



築山遺跡1区東

※スクリントーンは磨滅痕

仕上げ研ぎ

禦。83

喝　4
※矢印は狭り部　　　　SXO2

ー攣一過㊧
忽　。。246 吃珍　sD407

0　　　　　　　　　　　　　10cm

随朋1。
宅ゝ　A5Gr－P2
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図50　遺構内出土石器実測図2（S＝1／3）

【古式土師器】（図47）

1は直口壷の口綾部である。器壁が薄く口線端部は尖るように延びている。2・3は聾の口綾部で、

2はしっかりした複合口緑で口線端部は外へ屈曲して平坦面をもつ。3は複合口線が退化途上のもの

で突出部が不明瞭で口縁面長が短い。3の破面には外面～内面に連続した焼成状況が観察される。焼

成時破砕のものと思われる。4は低脚坪の接合部である。

【その他の遺物（石器以外）】（図48）

1は円筒埴輪で、1．5cm長の明瞭なタガが付いている。

2～11は須恵器で、2～4は蓋坪の2は身で3・4は蓋である。2はかえりが短く底部調整も粗雑

に成されている。5は前3者より小振りなことと外面に文様（回転による連続刺突文）が施されている

ため壷の蓋と解釈している。6は高塀の坪部で、へラ状工具による連続刺突文、底部と体部の境目に

太めの1条の沈線文を施す。接合部には残存する透かしの痕跡がみられる。7は大聾の口綾部、8は

断面がエの字状を呈する踏ん張りがしっかりした高台部である。9は高台付碗で、やや外側に高台を

付けている。10・11は皿で、10はやや厚手の口径と底径の差が小さく胴部は外反した立ち上がりを

みせるものである。11はやや薄手の底部から外広がりに胴部が立ち上がるもので、内面は磨滅して

いる。

12は土師器で、高台付杯の底部である。外踏張りの高台部が付いている。

13は白磁の無高台の皿である。緑がかった灰白色を呈する粗菓がほぼ全体に（底面は塗られたとい

うより垂れ下がってかかったという感じ）施されている。
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図53　遺構外出土石器実測図3（S＝1／3）
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14は当該調査で唯一出土した土錘である。第3層上面遺構を調査中に排土捨て場から見つかった

ものなので、第3層堆積以後中世前半期までのものと考えられる。やや細身の紡錘形を呈する。

15は1区東からは唯一出土の布目瓦の破片である。焼成不良の須恵質のものである。

匿石器溺（図51～56）

1～3は磨製石斧で、3点とも太型蛤刃石斧の破片で、1◎3は塩基性片岩製、2は玄武岩製である。

1は刃部、2は基部、3は体部の破片で中央に敲打痕が観察される。

4～32は打製石斧、33は打製石斧の可能性があるもの、34◎35は打製石斧の未成晶で、全て流

紋岩～安山岩製である。4～18は厚手で調整剥離が中央付近まで行われているもの、19～33は薄

手で調整剥離が縁辺に行われているものである。完形品は皆無であるため詳細な形態分類は困難であ

るが、4◎5◎8のような体部中央から屈曲して刃部が幅広となるタイプ、6◎7◎10◎20◎22◎23

のように体部中央から屈曲して裾広がりとなるタイプ、9◎21◎25のように屈曲せず裾広がりとなる

タイプなどに分類できる。特徴的なのは刃部で、残存している刃部は、20のようにくびれているも

の以外は、強弱はあるが全て尖頭型である。また14◎19◎21◎26◎31には顕著な磨滅痕が残存し

ている。

36～40はスクレイパーで、36は当該調査で出土した唯一のサヌカイト製、37◎38は流紋岩～安

山岩製、39◎40は玉髄製である。エンド及びサイドを利用したものである。

41～43は黒曜石製の41◎42は加工痕ある剥片、43は剥片である。

44～48は磨石及び敲石で、45～48は円礫を利用しているが、44はスタンプ形に成形されたも

ので、下部の平たい面を使用している。

49～53は砥石で、49～51は残存部分全面に研磨痕が観察される。52◎53は1区西に隣接する

グリッド内からの出土であること、刃部痕が観察されることなどより前者より後出のものであろう。

54は玉髄製の石核である。

55は玄武岩質貴人岩のハンマー形を呈する石器である。出土状況が明らかな石器で、図39に拡大

図として1／40で掲載した。遺構には伴わないが地山に、細長く研磨により平たくされた面を底面（裏

面）にし直立した状況で出土した。上面には微妙な鞍部が敲打によって作り出されたように観察され

る。これは中部地域を中心に縄文時代晩期に出土する御物石器の形骸化したものではないかと考えら

れる13）。

縄文集中地の調査（図57～78）

調査状況

A6Gr内第4層（4層と6層の境目）上面で、遣物の集中する箇所を検出した。当初は当概地の直ぐ

北側にある調査区北壁面土層の上半部分のみ（エ層）しか確認しておらず、深い落ち込み遺構が存在す

るものと考えていた。遣物の集中する箇所はエ層の広がる部分で平面形態としては楕円形を呈してい

た。遺物は、第3層包含遣物及び第4層上面検出遺構から出土する遺物のうち最も古い縄文◎弥生移

行期の遣物よりも古い、縄文後期初頭のもので、なぜこのような古い遣物を出土する遺構が存在する

のか謎であった。
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図8に準ずる

A層　灰黄褐色粘砂（ややソフト）

工′層　工層に軽石砕含みハード

カ層　褐灰色粘冥土（灰色を基盤に

褐色土がブロック状に入った

層、ややハード）

力′層　褐色土ブロックの少ない層

キ層　暗灰色粘質土（炭化物含む）

11層　白灰色シルト

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

図57　縄文集中地調査範囲平面図・土層断面図（S＝1／80）
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図58　縄文集中地遺物出土状況図（S＝1／40）

その遺構と考えられたプランの中軸に南北セクションベルトを設定し、調査区北壁面沿いの排水溝

側に東西セクションベルトを残して掘削を開始した。南北セクションベルトから西側ではエ層の下か

ら6層が検出されるが、東側ではエ層下からオ層が検出された。ここで東西土層及び調査区北壁面土

層下半部を確認すると、6層が東へ傾斜して4層の下へオ層・10層とともに入り込む様相が明らか

となった。4層がこれらの上に載っている状況を明確にするため、南北セクションベルトを第4層

が‘6層から4層へ完全に移行するBGrラインまで南へ延長させ、4層も掘削開始した。予想通り4層

はオ層・10層の上に載った厚い堆積砂であった。

これらの土層観察を島根県立三瓶自然館の中村唯史氏に行ってもらった。その結果、4層は約3，600

年前の三瓶山噴火による火山灰の土砂が神戸川を流れて堆積したいわゆる第1ハイカ層に対応するも

ので、4層下は縄文後期、4層上はそれ以降の時期でなくてはならない、ということであった。その

ため第4層から上の層は第1黒色土層、4層は第1ハイカ層、オ・カ・キ・10層は第2黒色土層に
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図59　縄文集中地出土遺物実測図1（S＝1／3）

対応することとなり、6層は旧地盤と考えられた。エ層は4層の上下に入り込んでいるので、おそら

く漸移層と考えられる。今回第2黒色土層が検出されたのは、旧地盤の6層が第1ハイカ層と同レベ

ルに残存しており、たまたま遣物包含層が頭を覗かせたためと考えられる。

これらの結果をふまえて、A6Gr内で南北セクションベルトから東へ地盤を追っかけるために掘り

下げを行った。図57の平面図北西に等高線を入れた部分までを芋掘りで、6層上面標高8。7mまで

下げた。その遺物出土状況を図58に掲載した。西寄りの空白地は南北セクションベルトである。こ

れ以東は急激に地形が下がるため、地盤のゆるい4層が崩壊する危険性があるため芋掘りは中止とし

た。また第2ハイカ層を確認するため、A～C－5◎6Gr内に重機で掘削を行った。図57の平面図に囲っ

た範囲である。第4層上面から約3mの深さまで掘削したが、10層上面が粗砂の水の流れ道となっ

ており崩れ易く危険なため、第2ハイカ層まで確認することはできず埋め戻した。しかし6層地盤は

東と南へ地形が傾斜していく様相が判明した。
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魁．rir，t茸鞠

漸移層があるため混入品と考えられる突帯文土器以外で、出土した土器は、縄文後期初頭の中津式

土器の範疇である。有文土器を図59～61に、無文土器を図62～70に、底部を図71に、その他

を図72に掲載した。7のように有文土器の下半部が無文部となるものがあるため、無文土器には有

文土器を含んでいる可能性は十分にあるが、現状況で判断した。文様の基本形は磨消縄文で、J字

文◎区画文などが施され、沈線のみの文様もある。深鉢の、目線部形態は波状、水平目線のものがあり、
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図62　縄文集中地出土遺物実測図4（S＝1／3）

体部形態は頚部が大きく湾曲するキャリーパー形、バケツ形、筒形などのものがあり、底部は上げ底、

軽く窪ませた凹底、平底のものがある。浅鉢の、日録部形態は有文のものには波状日録もみられるが

水平目線のものが多く、体部形態は皿形、内湾するボウル形のものがあり、底部は平底が一般的なよ
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うである。

土器の特徴のひとつに、胎土中にデイサイトの粒子が含まれる土器が多いということである。これ

は神戸川から土石流として流れ堆積した第2ハイカ層中のものと考えられ、特に白っぽいものを選択

しているのではないかと中村氏の言である。このデイサイトを岡山理科大学の白石純氏に分析してい

ただいた。詳細は「築山遺跡Ⅱ」に掲載予定。

1～54は有文土器である。1～43は深鉢で、目線部形態が波状のもの1～3◎22～29◎31◎32◎35、

体部形態は頸部が大きく湾曲するキャリーパー形のもの6◎7◎22が判別できた。1～21は沈線が

太く、幅広の縄文帯で古手と思われるものである。小破片が多くて文様意匠の詳細は不明であるが、

6⑳8◎18のように鈎状J字文、1◎16のように菱形文を施し、他は長楕円形や長方形などの区画文

部分である。縄文を施さず沈線のみで文様を施すものに17～21がある。また11は擬縄文である。
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22～43は前記した古手のものと比較すると沈線が細くなり、縄文帯も狭い区画に施されている。

文様意匠は22のように鈎状J字文を交互に4段目綾部に施すものがある。23◎24◎30⑳31⑳34の

ように鈎状J字文が上向きのもの、28◎29のように頂部の尖ったJ字文のもので、28は一筆描きで

はなく沈線が頂部で途切れている。他は長楕円形や長方形などの区画文部分である。縄文を施さず沈

線のみで文様を施すものに31◎32⑳39⑳40がある。42◎43は縄文のみ施されている。

44～53は浅鉢で、日録部形態が波状のもの47◎5工　水平のもの44～46がある。体部形態は皿

形のもの47、内湾するボウル形のもの44～46が判別できた。深鉢と同じく小破片が多くて文様意

匠の詳細は不明であるが、45◎50◎51のように鈎状J字文、47⑳53のように円形文を施し、他は長

方形などの区画文部分である。縄文を施さず沈線のみで文様を施すものに47がある。内外面の調整
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にはミガキまたはナデのみが行われている。

54は当該地で唯一出土した双耳壷の把手で、上下に穿孔が行われている。磨消縄文で鈎状J字文、

区画文などが把手面まで賑々しく施されている。

55～156は無文土器である。55～146は深鉢で、日録部形態が波状のもの55◎56◎63◎79◎80◎

82◎86◎97◎101◎122◎123◎138◎143、水平目線のもの57◎59～62◎64◎75◎77◎78◎81◎83～

85◎87◎88◎98～100◎102～104◎108◎111～116◎118◎124～130◎144があり、体部形態は

頚部が大きく湾曲するキャリーパー形66◎67◎76◎78～80◎89◎90◎98～100◎106◎111◎117◎

122◎124◎139◎142、バケツ形57、筒形83が判別できた。体部形態はキャリバー形以外のものはバケツ

形及び筒形と思われるが、破片のため判別しなかった。また61は日録端部近くに、105◎107◎126

は胴部に穿孔がある。55～146は内外面の調整方法の組合せでグルーピングした。55～74は内外

面とも条痕調整。75～77は外面は条痕、内面は条痕ののち一部ナデ調整。78～81は外面は条痕、

内面はナデ調整。82～96は外面は条痕ののち一部ナデ、内面は条痕調整。97～107は内外面とも

条痕ののち一部ナデ調整。108～110は外面は条痕ののち一部ナデ、内面はナデ調整。111～H7
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は外面はナデ、内面は条痕調整。118～121は外面はナデ、内面は条痕ののち一部ナデ調整。122

～137は内外面ともナデ調整。138は外面はミガキ、内面は条痕調整。139は外面はミガキ、内面

はケズリののちナデ調整。140は外面はケズリ、内面はナデとケズリ調整。141は外面はケズリ、内

面はナデ調整。143の内面は条痕調整、145の外面は条痕調整、146の外面はナデ調整で、他は風化◎

剥落が著しく調整は不明であった。

147～156は浅鉢で、口綾部形態が確認できるものは全て水平日録のもので、体部形態は皿形

147⑳151、内湾するボウル形148～150◎154e156が判別できた。147～153は内外面ともミガ

キ調整が施され、154～156は内外面に条痕とナデ調整が施されている。前者は有文浅鉢と共に精

製土器、後者は粗製土器に分類される。それを示すように154の内面には煤の付着痕が観察される。

157～183は底部である。157～167は上げ底のもの、168～178は上げ底のようにしっかり浮

かせずに中央を押し上げたようにした凹底のもの、179～183は平底のものである。181～183は

器壁への立ち上がりが開くのとナデまたはミガキ調整が行われているので、浅鉢の底部と考えられる。

184は小型の深鉢である。頚部が湾曲するキャリバー形を呈するが日録部は外反せず、日録部と底

部は頭部から同じような内湾をみせる。同一個体と考えられる底部は平底である。

185◎186は小型の鉢である。186は目線部が頸部から外反し、底部は丸底ぎみの平底である。

187は第4層以上からの混入品の突帯文土器である。遺構外出土遣物で分類を示した無刻目突帯D

類である。

当該調査地では土器と混ざって2～6cm太の焼成粘土塊（図版30）が中袋1袋分（総重量600g）出

土した。これらは土器が現地で焼成された証拠品として捉えられないだろうか。

また10層からは関節付近と考えられる獣骨（図73－1）が1点出土している。

石器は、縄文◎弥生移行期の石器組成とは違いを見せる。小型の剥片類の出土が多く、また石錘の

出土が全体の4割近くを占め、確認できなかった谷地形の下部を流れている川での漁が想定される。

図74－1◎2は石鉄で、1は黒曜石製、2は流紋岩～安山岩製であり、1の先端部はドリルのように

細く加工が施されている。

図74－3◎4は楔形石器、図74－5は楔状の使用痕ある剥片で、3点とも黒曜石製である。各辺には

潰れ痕が観察される。
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図74－6～図75－19は剥片石器系の石器で、玉髄、黒曜石、流紋岩～安山岩、

璃堪、方解石などが用いられている。

図75－20～24は磨石及び敲石で、円礫をほぼ利用している。

図76－25～27は石皿で、25は大型で断面がU字状を呈するものであるが、

26⑳27は小型の台石様のものである。

図76－28は砥石と考えられる石器、図76－29は打製石斧の東成品と考えられ

るものである。

図77－30～図78－46は石錘、図78－47は石錘の末成品である。小円礫を利

用しており、円形からハート形、方形までバラエティーに富んでいる。

予三定一

掲載遣物中で、有文深鉢と無文深鉢をそれぞれに施される内外面の調整方

法の組合せにより分類し、比率から使用頻度の高い調整方法を確認してみた。

これらの遺物は破片が多いが、器壁の厚さから法量に大差がないと考えられた

ため、破壊されて残存した破片でも比率を出すのには有効と思われる。また風化◎

剥落が著しく片面でも調整不明のものは外した。表1はその結果である。

表1

有文深鉢には外面に文様帯のみしか確認できなかったもの39点と調整が確認できた2点（条痕◎

ミガキ）があり、内面には条痕◎ナデ◎ミガキが行われているが、そのほとんどにナデ調整が行われ

ている。また内面に条痕調整を行っているものは古手のものである。

無文深鉢では、内外面とも条痕◎条痕ののち一部にナデ調整が行われている条痕（＋ナデ）◎ナデの

3種類の組合せがほとんどで、表には記載しなかったがその他、外面ミガキー内面条痕、外面ミガキ

ー内面ケズリのちナデ、外面ケズリー内面ナデ＋ケズリ、外面ケズリー内面ナデの4点も確認してい

る。無文深鉢では内外面とも条痕調整が主に行われているが、ナデ調整も高い頻度（1／3）で行われて
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いることが判明した。

また有文深鉢と無文深鉢では行われる調整に差異がみられるが、これは有文深鉢が精製土器で無文

深鉢が粗製土器として区別されているためか、あるいは時期差（有文では若干の時期差がみられる）で

あるのか、今回の出土状況◎共伴関係では判断ができなかった。今後良好な出土状況及び共伴関係資

料の出土が待たれる。

当該調査地では、花粉分析及び年代測定を行った。詳細は第5章で各担当者から玉稿を頂き記載し

ているので、ここではそれらを簡単にまとめておく。

花粉化石の含有量は、古土壌である10層以外は、少量しか検出することができなかった。それは

第1ハイカ層（4層）を堆積させた大規模な土石流発生以前の小規模な洪水に伴う堆積物であったため

と推定されている。10層と4層の間にある数枚の層（エ◎オ層など）はこの小規模な洪水による堆積層

であるらしい。古環境としては、後背の丘陵にカシ類などの照葉樹林が分布し、丘陵縁辺など開けた
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場所にはアカマツやナラ類などの遷移林が分布し、近辺の林床や草地にはキク科、アカザ科（ヒユ科）、

カヤツリグサ科の草本が茂っていたと考えられる、ということである。

10層出土の木材を文化財調査コンサルタントで年代測定（AMS法）を依頼し、3700±40yBP（補正

14C主BC2200～1955年cal y。（暦年代）という結果を得た。また10層出土の木材及び図67－119土

器付着炭化物を国立歴史民俗博物館でも年代測定（AMS法）を依頼し、木材3点は3690±40yBP（補

正14C）：2145～1950年calBC（暦年代）、3730±40yBP（補正14C）：2250～2025年calBC（暦年代）、

3670±40yBP（補正14C）：2140～1935年calBC（暦年代）という結果を得、119土器付着炭化物は

3905±45yBP（補正14C）：2470～2275年calBC（暦年代）という結果を得た。両者で測定していた

だいた木材に関してはほぼ合致をみるが、119土器付着炭化物は約200年古い数値がでた。しかし

歴博の担当者である小林謙一氏によると14）、民らのこれまでの測定結果から後期初頭の中津式土器の

年代に相当するものであるという。よって、木材は平成14年度調査Ⅱ区から出土した縄文埋没林と

も同様な年代結果が出ているので15）、木材は第1ハイカ（4層）となる土石流と共に流され埋没した可

能性も考えられる。
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且区画
層序（図10）

1区西の土層はAlO－A18ライン及びA12－E12ラインで確認した。第1層（表土◎耕作土）の下に

第2層（2上　2Ⅳ層など）、第3層（3A、3AⅢ層など）、中間層（3AⅡ層）、第4層（6、4A、9層な

ど）が認められた。この内遺構検出を行ったのは第3層上面を主とする第1面と第4層上面を主とす

る第2面である。中間層上面、第4層上面の遺構についてはここでは第2両として一括して掲載する。

また、SD16付近以西の第1面と第2両がほぼ同一面として検出される範囲については第1面として

記載する。なお、第2層は近世頃の堆積、第3層及び中間層は弥生時代～中世頃の堆積、第4層の内

4A、9層は約3600年前に唯積した三瓶山火山泥流である第1ハイカ層、6層は布志名層に相当する

堆積層と考えられる。以下、検出遺構面毎に主要遺構の概要を記す。

第1画検出遺構

SK◎瑠（図80）

SKOlはB14grの標高10．26mの調査面において、SDO6、SD14、SD15などを切った状態で検

出した土坑である。平面形はN－180－W方向に細長く、検出規模は長さ208cm、幅40cm～60cm、

深さ40cmである。覆土からは僅かに須恵器と土師器の小片が出土している。

＄K◎3（図80）

SK03はD12grの標高10．34mの調査面で検出した土坑である。楕円形の平面形で長軸はNT690－E

を指向し、長径188cm、短径106cm、深さ42cmの検出規模である。また、底は浅い窪みを有する

が、比較的平坦で、側壁の立ち上がりは急である。

覆土は3層確認でき、ここから数点土師器の小片が出土しているが、時期は不明である。

＄K◎丞（図80）

SK08はA16grからA17grにかけての標高10．30mの調査面において、SD14を切った状態で検

出した土坑である。平面形はN－380－E方向に長く不整な楕円形を呈する。検出規模は長さ180cm、幅

55cm～114cmで、深さは23cmと浅い。3層確認された覆土か

らは、中世土師器と考えられる小片が僅かに出土している。

＄K瑠◎（図80）

SKlOはBllgrの標高10。56mの調査面で検出した土坑である。

平面形N－2㌦W方向に長軸をとる不整な楕円形を呈しており、検

出規模は長径66cm、短径58cm、深さ24cmである。

1層のみ確認された覆土からは、土師器の小片が1点出土した。

丑坑（図79由80）

幅2mの12ラインサブトレンチ掘削時にD13grにおいて土坑・七÷：＝工芸書芸計

を確認した。平面形は長さ100cm程度、幅40cm程度の楕円形

を呈しており、深さは28cmを測る。
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1．黒褐色土（礫含む）

靭≠

土杭
D」聖

1．褐灰色粘土 云17
＋、

1．黒褐色土（砂まじの

2．黒色粘質土（砂まじリ）
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1．黒褐色粘土
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4．黒褐色粘土

図80　第1面検出土坑e井戸他（1：40）
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12ライン断面では覆土は1層のみ確認され、ここから79－1◎79－2に示す中世土師器の坪が完形で

出土している。これらは遺構の時期を示すと考えられる。

SE飢（図80）

SEOlはA13grのAライン際、標高10．74mでの調査面で検出した。一部の検出にとどまったが径

150cm程度の円形の平面形を呈する井戸跡と考えられる遺構である。深さ85cmまで掘削したが、井

戸側や水溜を構築する部材は確認できなかったため、素掘りの井戸と思われる。

覆土は5層確認できたが、出土遺物は須恵器、土師器の小片数点にとどまるため、時期は不明である。

＄X◎習（図79◎80）

SX07はB18grの標高9．99mで検出した遺構である。平面形は一部不明瞭であり、溝状を呈する可

能性もある。検出規模は長さ74cm、幅14cm～20cm前後、深さ10cmを測る。

覆∵土から79－3に示す須恵器の坪底部片が出土した。8世紀後半から9世紀前半のものと考えられ、

遺構の時期を示すと思われる。

S随◎瑠（図81～83）

SDOlは12ラインから14ライン間の標高10．50mの調査面で検出した溝状遺構である。層位上最

も新しい遺構の1つで、第2層上面から掘り込まれている。検出した長さは19mであり、N－220－W方

向を指向する。上幅は最大4mを測るがAライン寄りでは3m、Eライン寄りでは2．5mと変化する。

側壁の立ち上がりはa－a′ラインでは緩やかに立ち上がり、深さも74cmと比較的浅いが、b－b′ライン

やd－d′ライン付近などではさらに70cm以上ほぼ垂直に落ち込む箇所も認められる。また、d－d′ライ

ン付近では杭と礫で、堰などの構造物が築かれていたものと思われる。

覆土からは20層程度確認しており、堆積状況から掘り返しも数回行われたようである。また、ビニー

ル袋で3袋分の出土遺物があった。多くは83－1～83－4に示す須恵器や83－5◎83－6に示す土師器の破

片であるが、83－7の唐津系陶器、83－8の捨鉢、83－9◎83－10の円筒埴輪片なども出土している。83－7

がもっとも新しい遣物で近世の所産であることから、この遺構の時期も同時期と考えられる。

＄診◎2（図8巨82）

SD02はSDOlとSD06に切られ、SD05を切った状態で検出した溝状遺構である。検出した長さ

20mの範囲ではやや湾曲するものの概観するとN－280－Wを指向する。上幅30cm～100cm程度、下

幅20cm～50cm程度を測り、側壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は2層確認しており、ここからビニール袋半分程度の須恵器、土師器片が出土している。

S咄膚（図81G82）

SD03はSDOlから2m～3m離れた位置で、SD05を切った状態で検出した。検出した長さ20m

の範囲では若干蛇行するものの、ほぼN－290－W方向に延びている。断面は「U」字形を呈しており、

検出規模は上幅50cm、下幅30cm、深さ22cmである。また、底の標高はf－f′ラインで10。44mであ

るのに対して、e－e′ラインでは10。28mとなるため、北方に下がると考えられる。

覆土は2層観察でき、ここから須恵器と土師器の破片が僅かに出土している。
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図81SDOl他平面図（1：100）
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図82　SDOl他断面図（1：40）
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